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燃料加⼯建屋に設置するSG設備 地下3階（1/7）

アクセスルート

第2回設工認申請　申請対象設備周辺に設置されるSG設備 別添２

注）一時的に設置する設備・装置は除く。
また、現場合わせで設置場所が確定する監
視装置等も本図から除く。
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NDAおよび放射線モニタ

燃料加工建屋に設置するSG設備 地下3階中2階（2/7）

アクセスルート

注）一時的に設置する設備・装置は除く。
また、現場合わせで設置場所が確定する監
視装置等も本図から除く。
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NDA及び放射線モニタ

査察現場キャビネット（LC） 
フロアスイッチ（FS） 
光接続箱
アクセスルート

注）一時的に設置する設備・装置は除
く。また、現場合わせで設置場所が確定
する監視装置等も本図から除く。
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NDAおよび放射線モニタ

査察現場キャビネット（LC） 
フロアスイッチ（FS） 
光接続箱

第5-1図 査察設備および査察対応設備配置図 地下1階（4/7）燃料加⼯建屋に設置するSG設備 地下1階（4/7）

アクセスルート

注）一時的に設置する設備・装置は除く。
また、現場合わせで設置場所が確定する監
視装置等も本図から除く。
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NDAおよび放射線モニタ

燃料加⼯建屋に設置するSG設備 地上1階（5/7）

アクセスルート

注）一時的に設置する設備・装置は除く。また、現場合わ
せで設置場所が確定する監視装置等も本図から除く。
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燃料加⼯建屋に設置するSG設備 地上2階（6/7）

アクセスルート

注）一時的に設置する設備・装
置は除く。また、現場合わせで
設置場所が確定する監視装置等
も本図から除く。
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燃料加⼯建屋に設置するSG設備 塔屋階（7/7）

注）一時的に設置する設備・装置は除く。
また、現場合わせで設置場所が確定する監
視装置等も本図から除く。
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6

PP監視装置等
の監視範囲

PP監視装置等 
及びSG監視装置
等の監視範囲

SG監視装置等の
監視範囲

燃料加工建屋におけるPP設備及びSG設備の監視装置等の監視範囲 別添3

燃料加工建屋（地下3階） 88



7

PP監視装置等
の監視範囲

PP監視装置等及
びSG監視装置等
の監視範囲

SG監視装置等の
監視範囲

燃料加工建屋（地下3階中2階） 89



8

PP監視装置等
の監視範囲

PP監視装置等及
びSG監視装置等
の監視範囲
SG監視装置等の
監視範囲

燃料加工建屋（地下2階） 90



9

PP監視装置等の監視範囲
PP監視装置等及びSG監視装置等の監視範囲

SG監視装置等の監視範囲

燃料加工建屋（地下1階） 91



1
0

PP監視装置等
の監視範囲

PP監視装置等及
びSG監視装置等
の監視範囲

SG監視装置等の
監視範囲

燃料加工建屋（地上1階） 92



1
1

PP監視装置等
の監視範囲

PP監視装置等及
びSG監視装置等
の監視範囲

SG監視装置等の
監視範囲

燃料加工建屋（地上2階） 93



1
2

PP監視装置等
の監視範囲

PP監視装置等及
びSG監視装置等
の監視範囲

SG監視装置等の
監視範囲

燃料加工建屋（塔屋階） 94



第2回申請対象設備とPP設備及びSG設備の相互影響の考慮（1/32） 別添4

番号 機器 ＤＢ区分 ＳＡ区分 耐震設計
PP設備

設置状況

PP設備への影響 申請対象設備への影響 SG設備への影響 PP設備への影響

番号 施設区分① 施設区分② 設備区分① 設備区分② 設備区分③ 機器 ＤＢ区分 ＳＡ区分 耐震設計
技術基準要求の達成

（PP設備から）
技術基準要求の達成

（SG設備から）
PP設備による監視への影響

（申請対象設備から）
SG設備による監視への影響

（申請対象設備から）

申請対象設備の運転時の動
作範囲における他設備の干

渉
（SG設備から）

検認作業での他設備の干渉
（申請対象設備から）

申請対象設備の保守，点検
のスペース確保への影響

（PP設備から）

申請対象設備の保守，点検
のスペース確保への影響

（SG設備から）

他設備の点検時の電源確保
（申請対象設備から）

SG設備の保守，点検のス
ペース確保への影響，他設

備の点検時の電源確保
（申請対象設備から）

242
加工設備
本体

被覆施設
燃料棒加工
工程

スタック編
成設備

―
スタック編成設備グロー
ブボックス

非安重 ― B-1/― ・PP：監視装
置等

―

・SG：査察現
場キャビネッ
ト(LC-15A)
・SG：監視装
置等

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・SG設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・SG設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・SG設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。
・SG設備は申請対象設備の点検
時に作業員がSG設備を不用意に
破損することがない配置とす
る。また、必要に応じて、破損
しにくい構造（封印カバー等）
とする。（SG：LC-15A）

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，SG設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

なお，査察現場キャビネッ
トは，検出器等がなく，SG
設備による監視への影響を
及ぼさないため対象外

―
（対象がキャビネットであ
り，グローブボックス外に
あるため，核燃料物質の移
動等による設備の動作，核
燃料物質の運転上の監視に
影響を及びさないため，対

象外）

―
（キャビネットのため，検
出器等はなく，検認作業で
の他設備の干渉はないた

め，対象外）
（SG設備の監視装置等は，
検認作業はないため，対象

外）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

・申請対象設備は，査察現
場キャビネットの保守，点
検のスペースを確保できる
よう，配置場所を考慮した
設計とする。
・SG設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・SG設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

①

246
加工設備
本体

被覆施設
燃料棒加工
工程

スタック編
成設備

―
空乾燥ボート取扱装置グ
ローブボックス

非安重 ― B-1/― ・PP：監視装
置等

―
・SG：監視装
置等

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・SG設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・SG設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・SG設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，SG設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

―
当該申請対象設備は静的機
器であり，核燃料物質の移
動等の動作はないため，対

象外

―
（SG設備の監視装置等は，
検認作業はないため，対象

外）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

・申請対象設備は，SG設備
の保守，点検のスペースを
確保できるよう，配置場所
を考慮した設計とする。
・SG設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・SG設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

―

248
加工設備
本体

被覆施設
燃料棒加工
工程

スタック乾
燥設備

―
乾燥ボート供給装置グ
ローブボックス

非安重 ― B-1/― ・PP：監視装
置等

―
・SG：監視装
置等

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・SG設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・SG設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・SG設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，SG設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

―
当該申請対象設備は静的機
器であり，核燃料物質の移
動等の動作はないため，対

象外

―
（SG設備の監視装置等は，
検認作業はないため，対象

外）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

・申請対象設備は，SG設備
の保守，点検のスペースを
確保できるよう，配置場所
を考慮した設計とする。
・SG設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・SG設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

―

250
加工設備
本体

被覆施設
燃料棒加工
工程

スタック乾
燥設備

― スタック乾燥装置 非安重 ― B-1/― ・PP：監視装
置等

―
・SG：監視装
置等

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・SG設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・SG設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・SG設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，SG設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

・SG設備は，申請対象設備
の核燃料物質の移動等にお
ける設備の動作，監視に影
響を与えない場所に設置す
る。

―
（SG設備の監視装置等は，
検認作業はないため，対象

外）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

・申請対象設備は，SG設備
の保守，点検のスペースを
確保できるよう，配置場所
を考慮した設計とする。
・SG設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・SG設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

―

251
加工設備
本体

被覆施設
燃料棒加工
工程

スタック乾
燥設備

―
乾燥ボート取出装置グ
ローブボックス

非安重 ― B-1/― ・PP：監視装
置等

―
・SG：監視装
置等

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・SG設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・SG設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・SG設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，SG設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

―
当該申請対象設備は静的機
器であり，核燃料物質の移
動等の動作はないため，対

象外

―
（SG設備の監視装置等は，
検認作業はないため，対象

外）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

・申請対象設備は，SG設備
の保守，点検のスペースを
確保できるよう，配置場所
を考慮した設計とする。
・SG設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・SG設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

―

施設区分 設備区分 SG設備設置状況

SG設備への影響

保守，点検の観点

周辺に設置さ
れるPP設備

補足申請対象設備
と一体となっ
て設置される

SG設備

周辺に設置さ
れるSG設備

申請対象設備への影響 SG設備への影響 申請対象設備への影響

設備の設置の観点 運転，検認等の観点

95
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番号 機器 ＤＢ区分 ＳＡ区分 耐震設計
PP設備

設置状況

PP設備への影響 申請対象設備への影響 SG設備への影響 PP設備への影響

番号 施設区分① 施設区分② 設備区分① 設備区分② 設備区分③ 機器 ＤＢ区分 ＳＡ区分 耐震設計
技術基準要求の達成

（PP設備から）
技術基準要求の達成

（SG設備から）
PP設備による監視への影響

（申請対象設備から）
SG設備による監視への影響

（申請対象設備から）

申請対象設備の運転時の動
作範囲における他設備の干

渉
（SG設備から）

検認作業での他設備の干渉
（申請対象設備から）

申請対象設備の保守，点検
のスペース確保への影響

（PP設備から）

申請対象設備の保守，点検
のスペース確保への影響

（SG設備から）

他設備の点検時の電源確保
（申請対象設備から）

SG設備の保守，点検のス
ペース確保への影響，他設

備の点検時の電源確保
（申請対象設備から）

施設区分 設備区分 SG設備設置状況

SG設備への影響

保守，点検の観点

周辺に設置さ
れるPP設備

補足申請対象設備
と一体となっ
て設置される

SG設備

周辺に設置さ
れるSG設備

申請対象設備への影響 SG設備への影響 申請対象設備への影響

設備の設置の観点 運転，検認等の観点

253
加工設備
本体

被覆施設
燃料棒加工
工程

挿入溶接設
備

― 被覆管乾燥装置 非安重 ― C/― ・PP：監視装
置等

―
・SG：監視装
置等

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・SG設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・SG設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・SG設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，SG設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

・SG設備は，申請対象設備
の核燃料物質の移動等にお
ける設備の動作，監視に影
響を与えない場所に設置す
る。

―
（SG設備の監視装置等は，
検認作業はないため，対象

外）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

・申請対象設備は，SG設備
の保守，点検のスペースを
確保できるよう，配置場所
を考慮した設計とする。
・SG設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・SG設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

―

254
加工設備
本体

被覆施設
燃料棒加工
工程

挿入溶接設
備

―
被覆管供給装置オープン
ポートボックス

非安重 ― C/― ・PP：監視装
置等

―
・SG：監視装
置等

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・SG設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・SG設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・SG設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，SG設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

―
当該申請対象設備は静的機
器であり，核燃料物質の移
動等の動作はないため，対

象外

―
（SG設備の監視装置等は，
検認作業はないため，対象

外）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

・申請対象設備は，SG設備
の保守，点検のスペースを
確保できるよう，配置場所
を考慮した設計とする。
・SG設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・SG設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

―

256
加工設備
本体

被覆施設
燃料棒加工
工程

挿入溶接設
備

―
スタック供給装置グロー
ブボックス

非安重 ― B-1/― ・PP：監視装
置等

―
・SG：監視装
置等

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・SG設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・SG設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・SG設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，SG設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

―
当該申請対象設備は静的機
器であり，核燃料物質の移
動等の動作はないため，対

象外

―
（SG設備の監視装置等は，
検認作業はないため，対象

外）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

・申請対象設備は，SG設備
の保守，点検のスペースを
確保できるよう，配置場所
を考慮した設計とする。
・SG設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・SG設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

―

258
加工設備
本体

被覆施設
燃料棒加工
工程

挿入溶接設
備

―
部材供給装置(部材供給
部)オープンポートボック
ス

非安重 ― C/― ・PP：監視装
置等

―
・SG：監視装
置等

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・SG設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・SG設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・SG設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，SG設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

―
当該申請対象設備は静的機
器であり，核燃料物質の移
動等の動作はないため，対

象外

―
（SG設備の監視装置等は，
検認作業はないため，対象

外）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

・申請対象設備は，SG設備
の保守，点検のスペースを
確保できるよう，配置場所
を考慮した設計とする。
・SG設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・SG設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

―

260
加工設備
本体

被覆施設
燃料棒加工
工程

挿入溶接設
備

―
部材供給装置(部材搬送
部)オープンポートボック
ス

非安重 ― C/― ・PP：監視装
置等

―
・SG：監視装
置等

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・SG設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・SG設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・SG設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，SG設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

―
当該申請対象設備は静的機
器であり，核燃料物質の移
動等の動作はないため，対

象外

―
（SG設備の監視装置等は，
検認作業はないため，対象

外）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

・申請対象設備は，SG設備
の保守，点検のスペースを
確保できるよう，配置場所
を考慮した設計とする。
・SG設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・SG設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

―

262
加工設備
本体

被覆施設
燃料棒加工
工程

挿入溶接設
備

―
挿入溶接装置(被覆管取扱
部)グローブボックス

非安重 ― B-1/― ・PP：監視装
置等

―
・SG：監視装
置等

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・SG設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・SG設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・SG設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，SG設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

―
当該申請対象設備は静的機
器であり，核燃料物質の移
動等の動作はないため，対

象外

―
（SG設備の監視装置等は，
検認作業はないため，対象

外）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

・申請対象設備は，SG設備
の保守，点検のスペースを
確保できるよう，配置場所
を考慮した設計とする。
・SG設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・SG設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

―
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番号 機器 ＤＢ区分 ＳＡ区分 耐震設計
PP設備

設置状況

PP設備への影響 申請対象設備への影響 SG設備への影響 PP設備への影響

番号 施設区分① 施設区分② 設備区分① 設備区分② 設備区分③ 機器 ＤＢ区分 ＳＡ区分 耐震設計
技術基準要求の達成

（PP設備から）
技術基準要求の達成

（SG設備から）
PP設備による監視への影響

（申請対象設備から）
SG設備による監視への影響

（申請対象設備から）

申請対象設備の運転時の動
作範囲における他設備の干

渉
（SG設備から）

検認作業での他設備の干渉
（申請対象設備から）

申請対象設備の保守，点検
のスペース確保への影響

（PP設備から）

申請対象設備の保守，点検
のスペース確保への影響

（SG設備から）

他設備の点検時の電源確保
（申請対象設備から）

SG設備の保守，点検のス
ペース確保への影響，他設

備の点検時の電源確保
（申請対象設備から）

施設区分 設備区分 SG設備設置状況

SG設備への影響

保守，点検の観点

周辺に設置さ
れるPP設備

補足申請対象設備
と一体となっ
て設置される

SG設備

周辺に設置さ
れるSG設備

申請対象設備への影響 SG設備への影響 申請対象設備への影響

設備の設置の観点 運転，検認等の観点

263
加工設備
本体

被覆施設
燃料棒加工
工程

挿入溶接設
備

―
挿入溶接装置(スタック取
扱部)グローブボックス

非安重 ― B-1/― ・PP：監視装
置等

―
・SG：監視装
置等

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・SG設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・SG設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・SG設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，SG設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

―
当該申請対象設備は静的機
器であり，核燃料物質の移
動等の動作はないため，対

象外

―
（SG設備の監視装置等は，
検認作業はないため，対象

外）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

・申請対象設備は，SG設備
の保守，点検のスペースを
確保できるよう，配置場所
を考慮した設計とする。
・SG設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・SG設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

―

264
加工設備
本体

被覆施設
燃料棒加工
工程

挿入溶接設
備

―
挿入溶接装置(燃料棒溶接
部)グローブボックス

非安重 ― B-1/― ・PP：監視装
置等

―
・SG：監視装
置等

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・SG設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・SG設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・SG設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，SG設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

―
当該申請対象設備は静的機
器であり，核燃料物質の移
動等の動作はないため，対

象外

―
（SG設備の監視装置等は，
検認作業はないため，対象

外）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

・申請対象設備は，SG設備
の保守，点検のスペースを
確保できるよう，配置場所
を考慮した設計とする。
・SG設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・SG設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

―

266
加工設備
本体

被覆施設
燃料棒加工
工程

挿入溶接設
備

―
除染装置グローブボック
ス

非安重 ― B-1/― ・PP：監視装
置等

―
・SG：監視装
置等

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・SG設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・SG設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・SG設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，SG設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

―
当該申請対象設備は静的機
器であり，核燃料物質の移
動等の動作はないため，対

象外

―
（SG設備の監視装置等は，
検認作業はないため，対象

外）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

・申請対象設備は，SG設備
の保守，点検のスペースを
確保できるよう，配置場所
を考慮した設計とする。
・SG設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・SG設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

―

268
加工設備
本体

被覆施設
燃料棒加工
工程

挿入溶接設
備

―
汚染検査装置オープン
ポートボックス

非安重 ― C/― ・PP：監視装
置等

―
・SG：監視装
置等

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・SG設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・SG設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・SG設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，SG設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

―
当該申請対象設備は静的機
器であり，核燃料物質の移
動等の動作はないため，対

象外

―
（SG設備の監視装置等は，
検認作業はないため，対象

外）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

・申請対象設備は，SG設備
の保守，点検のスペースを
確保できるよう，配置場所
を考慮した設計とする。
・SG設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・SG設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

―

270
加工設備
本体

被覆施設
燃料棒加工
工程

燃料棒検査
設備

― ヘリウムリーク検査装置 非安重 ― B-1/― ・PP：監視装
置等

―
・SG：監視装
置等

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・SG設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・SG設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・SG設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，SG設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

・SG設備は，申請対象設備
の核燃料物質の移動等にお
ける設備の動作，監視に影
響を与えない場所に設置す
る。

―
（SG設備の監視装置等は，
検認作業はないため，対象

外）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

・申請対象設備は，SG設備
の保守，点検のスペースを
確保できるよう，配置場所
を考慮した設計とする。
・SG設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・SG設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

―

271
加工設備
本体

被覆施設
燃料棒加工
工程

燃料棒検査
設備

― X線検査装置 非安重 ― B-1/― ・PP：監視装
置等

―
・SG：監視装
置等

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・SG設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・SG設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・SG設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，SG設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

・SG設備は，申請対象設備
の核燃料物質の移動等にお
ける設備の動作，監視に影
響を与えない場所に設置す
る。

―
（SG設備の監視装置等は，
検認作業はないため，対象

外）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

・申請対象設備は，SG設備
の保守，点検のスペースを
確保できるよう，配置場所
を考慮した設計とする。
・SG設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・SG設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

―

97



第2回申請対象設備とPP設備及びSG設備の相互影響の考慮（4/32） 別添4

番号 機器 ＤＢ区分 ＳＡ区分 耐震設計
PP設備

設置状況

PP設備への影響 申請対象設備への影響 SG設備への影響 PP設備への影響

番号 施設区分① 施設区分② 設備区分① 設備区分② 設備区分③ 機器 ＤＢ区分 ＳＡ区分 耐震設計
技術基準要求の達成

（PP設備から）
技術基準要求の達成

（SG設備から）
PP設備による監視への影響

（申請対象設備から）
SG設備による監視への影響

（申請対象設備から）

申請対象設備の運転時の動
作範囲における他設備の干

渉
（SG設備から）

検認作業での他設備の干渉
（申請対象設備から）

申請対象設備の保守，点検
のスペース確保への影響

（PP設備から）

申請対象設備の保守，点検
のスペース確保への影響

（SG設備から）

他設備の点検時の電源確保
（申請対象設備から）

SG設備の保守，点検のス
ペース確保への影響，他設

備の点検時の電源確保
（申請対象設備から）

施設区分 設備区分 SG設備設置状況

SG設備への影響

保守，点検の観点

周辺に設置さ
れるPP設備

補足申請対象設備
と一体となっ
て設置される

SG設備

周辺に設置さ
れるSG設備

申請対象設備への影響 SG設備への影響 申請対象設備への影響

設備の設置の観点 運転，検認等の観点

272
加工設備
本体

被覆施設
燃料棒加工
工程

燃料棒検査
設備

― ロッドスキャニング装置 非安重 ― B-1/― ・PP：監視装
置等

―

・SG:燃料棒
用NDA（FRSS-
1、FRSS-2）
・SG：監視装
置等

※FRSS（Fuel
Rod Scanning
Station）：
燃料棒スキャ
ニング装置

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・SG設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・SG設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。
・SG設備は申請対象設備の点検
時に作業員がSG設備を不用意に
破損することがない配置とす
る。また、必要に応じて、破損
しにくい構造（封印カバー等）
とする。（SG：FRSS）

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，SG設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

・SG設備は，申請対象設備
の核燃料物質の移動等にお
ける設備の動作，監視に影
響を与えない場所に設置す
る。
・SG設備は申請対象設備の
運転条件（搬送する核物質
量、搬送速度等）で、保障
措置上要求される検出限界
の放射線量を検出可能な設
計とする（SG：FRSS）。

・申請対象設備は，SG設備
の検認作業における検出方
法，検出条件（検出時
間），検出場所を考慮した
配置とし，搬送速度を制御
可能な設計とする。（SG：
FRSS）。

なお，SG設備の監視装置等
は，検認作業はないため，
対象外

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

・ロッドスキャニング装置
は，FRSSの保守，点検に影
響がない設置スペースを確
保する設計とする。
・SG設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・SG設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

②

273
加工設備
本体

被覆施設
燃料棒加工
工程

燃料棒検査
設備

― 外観寸法検査装置 非安重 ― B-1/― ・PP：監視装
置等

―

・SG:燃料棒
用NDA（FRSS-
2）
・SG：監視装
置等

※FRSS（Fuel
Rod Scanning
Station）：
燃料棒スキャ
ニング装置

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・SG設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・SG設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・SG設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。
・SG設備は申請対象設備の点検
時に作業員がSG設備を不用意に
破損することがない配置とす
る。また、必要に応じて、破損
しにくい構造（封印カバー等）
とする。（SG：FRSS）

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，SG設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

・SG設備は，申請対象設備
の核燃料物質の移動等にお
ける設備の動作，監視に影
響を与えない場所に設置す
る。

―
（SG設備の監視装置等は，
検認作業はないため，対象
外）
（FRSS-2は，ロッドスキャ
ニング装置の監視するため
のSG設備であることから，
対象外）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

・外観寸法検査装置と
FRSS-2は距離が確保されて
いることから，外観寸法検
査装置がFRSS-2の保守，点
検に影響を及ぼすことはな
い。
・SG設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・SG設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

②

274
加工設備
本体

被覆施設
燃料棒加工
工程

燃料棒検査
設備

― 燃料棒移載装置
非安重

※
― B,B-1/― ・PP：監視装

置等
―

・SG：監視装
置等

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・SG設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・SG設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・SG設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，SG設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

・SG設備は，申請対象設備
の核燃料物質の移動等にお
ける設備の動作，監視に影
響を与えない場所に設置す
る。

―
（SG設備の監視装置等は，
検認作業はないため，対象

外）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

・申請対象設備は，SG設備
の保守，点検のスペースを
確保できるよう，配置場所
を考慮した設計とする。
・SG設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・SG設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

―

275
加工設備
本体

被覆施設
燃料棒加工
工程

燃料棒検査
設備

― 燃料棒立会検査装置
非安重

※
― B-1/― ・PP：監視装

置等
―

・SG：監視装
置等

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・SG設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・SG設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・SG設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，SG設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

・SG設備は，申請対象設備
の核燃料物質の移動等にお
ける設備の動作，監視に影
響を与えない場所に設置す
る。

―
（SG設備の監視装置等は，
検認作業はないため，対象

外）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

・申請対象設備は，SG設備
の保守，点検のスペースを
確保できるよう，配置場所
を考慮した設計とする。
・SG設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・SG設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

―

276
加工設備
本体

被覆施設
燃料棒加工
工程

燃料棒収容
設備

― 貯蔵マガジン 非安重 ― ―/― ・PP：監視装
置等

―
・SG：監視装
置等

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・SG設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・SG設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・SG設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，SG設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

―
当該申請対象設備は静的機
器であり，核燃料物質の移
動等の動作はないため，対

象外

―
（SG設備の監視装置等は，
検認作業はないため，対象

外）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

・申請対象設備は，SG設備
の保守，点検のスペースを
確保できるよう，配置場所
を考慮した設計とする。
・SG設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・SG設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

―

98



第2回申請対象設備とPP設備及びSG設備の相互影響の考慮（5/32） 別添4

番号 機器 ＤＢ区分 ＳＡ区分 耐震設計
PP設備

設置状況

PP設備への影響 申請対象設備への影響 SG設備への影響 PP設備への影響

番号 施設区分① 施設区分② 設備区分① 設備区分② 設備区分③ 機器 ＤＢ区分 ＳＡ区分 耐震設計
技術基準要求の達成

（PP設備から）
技術基準要求の達成

（SG設備から）
PP設備による監視への影響

（申請対象設備から）
SG設備による監視への影響

（申請対象設備から）

申請対象設備の運転時の動
作範囲における他設備の干

渉
（SG設備から）

検認作業での他設備の干渉
（申請対象設備から）

申請対象設備の保守，点検
のスペース確保への影響

（PP設備から）

申請対象設備の保守，点検
のスペース確保への影響

（SG設備から）

他設備の点検時の電源確保
（申請対象設備から）

SG設備の保守，点検のス
ペース確保への影響，他設

備の点検時の電源確保
（申請対象設備から）

施設区分 設備区分 SG設備設置状況

SG設備への影響

保守，点検の観点

周辺に設置さ
れるPP設備

補足申請対象設備
と一体となっ
て設置される

SG設備

周辺に設置さ
れるSG設備

申請対象設備への影響 SG設備への影響 申請対象設備への影響

設備の設置の観点 運転，検認等の観点

277
加工設備
本体

被覆施設
燃料棒加工
工程

燃料棒収容
設備

― 燃料棒収容装置 非安重 ― B-1/― ・PP：監視装
置等

―

・SG:燃料棒
用NDA
（FRCA）
・SG：監視装
置等

※FRCA（Fuel
Rod Counting
Array）：貯
蔵⽤燃料棒本
数測定装置

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・SG設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・SG設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・SG設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。
・SG設備は申請対象設備の点検
時に作業員がSG設備を不用意に
破損することがない配置とす
る。また、必要に応じて、破損
しにくい構造（封印カバー等）
とする。（SG：FRCA）

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，SG設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

・SG設備は，申請対象設備
の核燃料物質の移動等にお
ける設備の動作，監視に影
響を与えない場所に設置す
る。
・SG設備は申請対象設備の
運転条件（搬送する核物質
量、搬送速度等）で、保障
措置上要求される検出限界
の放射線量を検出可能な設
計とする（SG：FRCA）。

・申請対象設備は，SG設備
の検認作業における検出方
法，検出条件（検出時
間），検出場所を考慮した
配置とし，搬送速度を制御
可能な設計とする。（SG：
FRCA）。

なお，SG設備の監視装置等
は，検認作業はないため，
対象外

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

・燃料棒収容装置は，FRCA
の保守，点検に影響がない
設置スペースを確保する設
計とする。
・SG設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・SG設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

③

278
加工設備
本体

被覆施設
燃料棒加工
工程

燃料棒収容
設備

― 燃料棒供給装置
非安重

※
― B,B-1/― ・PP：監視装

置等
―

・SG:燃料棒
用NDA
（FRIS）
・SG：監視装
置等

※FRIS（Fuel
Rod
Inspection
Station）：
燃料棒検認装
置

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・SG設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・SG設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・SG設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。
・SG設備は申請対象設備の点検
時に作業員がSG設備を不用意に
破損することがない配置とす
る。また、必要に応じて、破損
しにくい構造（封印カバー等）
とする。（SG：FRCA）

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，SG設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

・SG設備は，申請対象設備
の核燃料物質の移動等にお
ける設備の動作，監視に影
響を与えない場所に設置す
る。
・SG設備は申請対象設備の
運転条件（搬送する核物質
量、搬送速度等）で、保障
措置上要求される検出限界
の放射線量を検出可能な設
計とする（SG：FRIS）。

・申請対象設備は，SG設備
の検認作業における検出方
法，検出条件（検出時
間），検出場所を考慮した
配置とし，搬送速度を制御
可能な設計とする。（SG：
FRIS）。

なお，SG設備の監視装置等
は，検認作業はないため，
対象外

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

・燃料棒供給装置は，燃料
棒検認装置（FRIS）の保
守，点検に影響がない設置
スペースを確保する設計と
する。
・SG設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・SG設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

③

279
加工設備
本体

被覆施設
燃料棒加工
工程

燃料棒収容
設備

― 貯蔵マガジン移載装置 非安重 ― B,B-1/― ・PP：監視装
置等

―
・SG：監視装
置等

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・SG設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・SG設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・SG設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，SG設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

・SG設備は，申請対象設備
の核燃料物質の移動等にお
ける設備の動作，監視に影
響を与えない場所に設置す
る。

―
（SG設備の監視装置等は，
検認作業はないため，対象

外）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

・申請対象設備は，SG設備
の保守，点検のスペースを
確保できるよう，配置場所
を考慮した設計とする。
・SG設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・SG設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

―

280
加工設備
本体

被覆施設
燃料棒加工
工程

燃料棒解体
設備

―
燃料棒搬入オープンポー
トボックス

非安重 ― C/― ・PP：監視装
置等

―
・SG：監視装
置等

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・SG設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・SG設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・SG設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，SG設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

―
当該申請対象設備は静的機
器であり，核燃料物質の移
動等の動作はないため，対

象外

―
（SG設備の監視装置等は，
検認作業はないため，対象

外）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

・申請対象設備は，SG設備
の保守，点検のスペースを
確保できるよう，配置場所
を考慮した設計とする。
・SG設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・SG設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

―

281
加工設備
本体

被覆施設
燃料棒加工
工程

燃料棒解体
設備

―
燃料棒解体装置グローブ
ボックス

非安重 ― B-1/― ・PP：監視装
置等

―
・SG：監視装
置等

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・SG設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・SG設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・SG設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，SG設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

―
当該申請対象設備は静的機
器であり，核燃料物質の移
動等の動作はないため，対

象外

―
（SG設備の監視装置等は，
検認作業はないため，対象

外）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

・申請対象設備は，SG設備
の保守，点検のスペースを
確保できるよう，配置場所
を考慮した設計とする。
・SG設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・SG設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

―
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第2回申請対象設備とPP設備及びSG設備の相互影響の考慮（6/32） 別添4

番号 機器 ＤＢ区分 ＳＡ区分 耐震設計
PP設備

設置状況

PP設備への影響 申請対象設備への影響 SG設備への影響 PP設備への影響

番号 施設区分① 施設区分② 設備区分① 設備区分② 設備区分③ 機器 ＤＢ区分 ＳＡ区分 耐震設計
技術基準要求の達成

（PP設備から）
技術基準要求の達成

（SG設備から）
PP設備による監視への影響

（申請対象設備から）
SG設備による監視への影響

（申請対象設備から）

申請対象設備の運転時の動
作範囲における他設備の干

渉
（SG設備から）

検認作業での他設備の干渉
（申請対象設備から）

申請対象設備の保守，点検
のスペース確保への影響

（PP設備から）

申請対象設備の保守，点検
のスペース確保への影響

（SG設備から）

他設備の点検時の電源確保
（申請対象設備から）

SG設備の保守，点検のス
ペース確保への影響，他設

備の点検時の電源確保
（申請対象設備から）

施設区分 設備区分 SG設備設置状況

SG設備への影響

保守，点検の観点

周辺に設置さ
れるPP設備

補足申請対象設備
と一体となっ
て設置される

SG設備

周辺に設置さ
れるSG設備

申請対象設備への影響 SG設備への影響 申請対象設備への影響

設備の設置の観点 運転，検認等の観点

283
加工設備
本体

被覆施設
燃料棒加工
工程

燃料棒解体
設備

―
溶接試料前処理装置オー
プンポートボックス

非安重 ― C/― ・PP：監視装
置等

― ―

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

―

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

― ― ―
―

（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

― ―

284
加工設備
本体

被覆施設
燃料棒加工
工程

燃料棒解体
設備

―
溶接試料前処理装置グ
ローブボックス

非安重 ― C/― ・PP：監視装
置等

― ―

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

―

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

― ― ―
―

（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

― ―

286
加工設備
本体

被覆施設
燃料棒加工
工程

燃料棒加工
工程搬送設
備

―
ペレット保管容器搬送装
置グローブボックス-1

非安重 ― B-1/― ・PP：監視装
置等

―

・SG：搬送容
器用NDA
（AMGB-7）
ペレット保管
容器搬送装置
GB-14の周辺
に取り付くSG
機器

※AMGB
（Advanced
Material
accountancy
Glove Box
system）：搬
送容器測定装
置

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・SG設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・SG設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・SG設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。
・SG設備は申請対象設備の点検
時に作業員がSG設備を不用意に
破損することがない配置とす
る。また、必要に応じて、破損
しにくい構造（封印カバー等）
とする。（SG：AMGB-7）

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，SG設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

―
（AMGB-7は，ペレット保管
容器搬送装置GB-14におけ
る容器の搬送を監視するた
めのSG設備であり，グロー
ブボックス外にあるため，
核燃料物質の移動等による
設備の動作，核燃料物質の
運転上の監視に影響を及び

さないため，対象外）

―
（AMGB-7は，ペレット保管
容器搬送装置GB-14におけ
る核燃料物質を監視する装
置であるため，ペレット保
管容器搬送装置GB-1は対象

外）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

・申請対象設備とAMGB-7
は，距離を確保することで
申請対象設備がAMGB-7の保
守，点検に影響を及ぼすこ
とはない設計とする。
・SG設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・SG設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

④

287
加工設備
本体

被覆施設
燃料棒加工
工程

燃料棒加工
工程搬送設
備

―
ペレット保管容器搬送装
置グローブボックス-2

非安重 ― B-1/― ・PP：監視装
置等

―

・SG：搬送容
器用NDA
（AMGB-7）
ペレット保管
容器搬送装置
GB-14の周辺
に取り付くSG
機器

※AMGB
（Advanced
Material
accountancy
Glove Box
system）：搬
送容器測定装
置

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・SG設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・SG設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・SG設備は申請対象設備の点検
時に作業員がSG設備を不用意に
破損することがない配置とす
る。また、必要に応じて、破損
しにくい構造（封印カバー等）
とする。（SG：AMGB-7）

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，SG設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

―
（AMGB-7は，ペレット保管
容器搬送装置GB-14におけ
る容器の搬送を監視するた
めのSG設備であり，グロー
ブボックス外にあるため，
核燃料物質の移動等による
設備の動作，核燃料物質の
運転上の監視に影響を及び

さないため，対象外）

―
（AMGB-7は，ペレット保管
容器搬送装置GB-14におけ
る核燃料物質を監視する装
置であるため，ペレット保
管容器搬送装置GB-2は対象

外）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

・申請対象設備とAMGB-7
は，距離を確保することで
申請対象設備がAMGB-7の保
守，点検に影響を及ぼすこ
とはない設計とする。
・SG設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・SG設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

④

288
加工設備
本体

被覆施設
燃料棒加工
工程

燃料棒加工
工程搬送設
備

―
ペレット保管容器搬送装
置グローブボックス-3

非安重 ― B-1/― ・PP：監視装
置等

― ―

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

―

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

― ― ―
―

（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

― ―
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第2回申請対象設備とPP設備及びSG設備の相互影響の考慮（7/32） 別添4

番号 機器 ＤＢ区分 ＳＡ区分 耐震設計
PP設備

設置状況

PP設備への影響 申請対象設備への影響 SG設備への影響 PP設備への影響

番号 施設区分① 施設区分② 設備区分① 設備区分② 設備区分③ 機器 ＤＢ区分 ＳＡ区分 耐震設計
技術基準要求の達成

（PP設備から）
技術基準要求の達成

（SG設備から）
PP設備による監視への影響

（申請対象設備から）
SG設備による監視への影響

（申請対象設備から）

申請対象設備の運転時の動
作範囲における他設備の干

渉
（SG設備から）

検認作業での他設備の干渉
（申請対象設備から）

申請対象設備の保守，点検
のスペース確保への影響

（PP設備から）

申請対象設備の保守，点検
のスペース確保への影響

（SG設備から）

他設備の点検時の電源確保
（申請対象設備から）

SG設備の保守，点検のス
ペース確保への影響，他設

備の点検時の電源確保
（申請対象設備から）

施設区分 設備区分 SG設備設置状況

SG設備への影響

保守，点検の観点

周辺に設置さ
れるPP設備

補足申請対象設備
と一体となっ
て設置される

SG設備

周辺に設置さ
れるSG設備

申請対象設備への影響 SG設備への影響 申請対象設備への影響

設備の設置の観点 運転，検認等の観点

289
加工設備
本体

被覆施設
燃料棒加工
工程

燃料棒加工
工程搬送設
備

―
ペレット保管容器搬送装
置グローブボックス-4

非安重 ― B-1/― ・PP：監視装
置等

― ―

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

―

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

― ― ―
―

（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

― ―

290
加工設備
本体

被覆施設
燃料棒加工
工程

燃料棒加工
工程搬送設
備

―
ペレット保管容器搬送装
置グローブボックス-5

非安重 ― B-1/― ・PP：監視装
置等

― ―

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

―

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

― ― ―
―

（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

― ―

291
加工設備
本体

被覆施設
燃料棒加工
工程

燃料棒加工
工程搬送設
備

―
ペレット保管容器搬送装
置グローブボックス-6

非安重 ― B-1/― ・PP：監視装
置等

― ―

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

―

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

― ― ―
―

（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

― ―

292
加工設備
本体

被覆施設
燃料棒加工
工程

燃料棒加工
工程搬送設
備

―
ペレット保管容器搬送装
置グローブボックス-7

非安重 ― B-1/― ・PP：監視装
置等

―

・SG：搬送容
器用NDA
（AMGB-7）
ペレット保管
容器搬送装置
GB-14の周辺
に取り付くSG
機器

※AMGB
（Advanced
Material
accountancy
Glove Box
system）：搬
送容器測定装
置

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・SG設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・SG設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・SG設備は申請対象設備の点検
時に作業員がSG設備を不用意に
破損することがない配置とす
る。また、必要に応じて、破損
しにくい構造（封印カバー等）
とする。（SG：AMGB-7）

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，SG設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

―
（AMGB-7は，ペレット保管
容器搬送装置GB-14におけ
る容器の搬送を監視するた
めのSG設備であり，グロー
ブボックス外にあるため，
核燃料物質の移動等による
設備の動作，核燃料物質の
運転上の監視に影響を及び

さないため，対象外）

―
（AMGB-7は，ペレット保管
容器搬送装置GB-14におけ
る核燃料物質を監視する装
置であるため，ペレット保
管容器搬送装置GB-7は対象

外）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

・申請対象設備は，SG設備
付近のポートにアクセス可
能な設計とする。
・SG設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・SG設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

④

293
加工設備
本体

被覆施設
燃料棒加工
工程

燃料棒加工
工程搬送設
備

―
ペレット保管容器搬送装
置グローブボックス-8

非安重 ― B-1/― ・PP：監視装
置等

―

・SG：査察現
場キャビネッ
ト(LC-15B)
・SG：監視装
置等

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・SG設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・SG設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・SG設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。
・SG設備は申請対象設備の点検
時に作業員がSG設備を不用意に
破損することがない配置とす
る。また、必要に応じて、破損
しにくい構造（封印カバー等）
とする。（SG：LC-15B）

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，SG設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

なお，査察現場キャビネッ
トは，検出器等がなく，SG
設備による監視への影響を
及ぼさないため対象外

―
（対象がキャビネットであ
り，グローブボックス外に
あるため，核燃料物質の移
動等による設備の動作，核
燃料物質の運転上の監視に
影響を及びさないため，対

象外）

―
（キャビネットのため，検
出器等はなく，検認作業で
の他設備の干渉はないた

め，対象外）
（SG設備の監視装置等は，
検認作業はないため，対象

外）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

・申請対象設備は，査察現
場キャビネットの保守，点
検のスペースを確保できる
よう，配置場所を考慮した
設計とする。
・SG設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・SG設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

①

101



第2回申請対象設備とPP設備及びSG設備の相互影響の考慮（8/32） 別添4

番号 機器 ＤＢ区分 ＳＡ区分 耐震設計
PP設備

設置状況

PP設備への影響 申請対象設備への影響 SG設備への影響 PP設備への影響

番号 施設区分① 施設区分② 設備区分① 設備区分② 設備区分③ 機器 ＤＢ区分 ＳＡ区分 耐震設計
技術基準要求の達成

（PP設備から）
技術基準要求の達成

（SG設備から）
PP設備による監視への影響

（申請対象設備から）
SG設備による監視への影響

（申請対象設備から）

申請対象設備の運転時の動
作範囲における他設備の干

渉
（SG設備から）

検認作業での他設備の干渉
（申請対象設備から）

申請対象設備の保守，点検
のスペース確保への影響

（PP設備から）

申請対象設備の保守，点検
のスペース確保への影響

（SG設備から）

他設備の点検時の電源確保
（申請対象設備から）

SG設備の保守，点検のス
ペース確保への影響，他設

備の点検時の電源確保
（申請対象設備から）

施設区分 設備区分 SG設備設置状況

SG設備への影響

保守，点検の観点

周辺に設置さ
れるPP設備

補足申請対象設備
と一体となっ
て設置される

SG設備

周辺に設置さ
れるSG設備

申請対象設備への影響 SG設備への影響 申請対象設備への影響

設備の設置の観点 運転，検認等の観点

294
加工設備
本体

被覆施設
燃料棒加工
工程

燃料棒加工
工程搬送設
備

―
ペレット保管容器搬送装
置グローブボックス-9

非安重 ― B-1/― ・PP：監視装
置等

―
・SG：監視装
置等

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・SG設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・SG設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・SG設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，SG設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

―
当該申請対象設備は静的機
器であり，核燃料物質の移
動等の動作はないため，対

象外

―
（SG設備の監視装置等は，
検認作業はないため，対象

外）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

・申請対象設備は，SG設備
の保守，点検のスペースを
確保できるよう，配置場所
を考慮した設計とする。
・SG設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・SG設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

―

295
加工設備
本体

被覆施設
燃料棒加工
工程

燃料棒加工
工程搬送設
備

―
ペレット保管容器搬送装
置グローブボックス-10

非安重 ― B-1/― ・PP：監視装
置等

―
・SG：監視装
置等

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・SG設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・SG設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・SG設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，SG設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

―
当該申請対象設備は静的機
器であり，核燃料物質の移
動等の動作はないため，対

象外

―
（SG設備の監視装置等は，
検認作業はないため，対象

外）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

・申請対象設備は，SG設備
の保守，点検のスペースを
確保できるよう，配置場所
を考慮した設計とする。
・SG設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・SG設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

―

296
加工設備
本体

被覆施設
燃料棒加工
工程

燃料棒加工
工程搬送設
備

―
ペレット保管容器搬送装
置グローブボックス-11

非安重 ― B-1/― ・PP：監視装
置等

― ―

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

―

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

― ― ―
―

（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

― ―

297
加工設備
本体

被覆施設
燃料棒加工
工程

燃料棒加工
工程搬送設
備

―
ペレット保管容器搬送装
置グローブボックス-12

非安重 ― B-1/― ・PP：監視装
置等

― ―

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

―

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

― ― ―
―

（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

― ―

299
加工設備
本体

被覆施設
燃料棒加工
工程

燃料棒加工
工程搬送設
備

―
乾燥ボート搬送装置グ
ローブボックス-1

非安重 ― B/― ・PP：監視装
置等

―
・SG：監視装
置等

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・SG設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・SG設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・SG設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，SG設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

―
当該申請対象設備は静的機
器であり，核燃料物質の移
動等の動作はないため，対

象外

―
（SG設備の監視装置等は，
検認作業はないため，対象

外）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

・申請対象設備は，SG設備
の保守，点検のスペースを
確保できるよう，配置場所
を考慮した設計とする。
・SG設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・SG設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

―

300
加工設備
本体

被覆施設
燃料棒加工
工程

燃料棒加工
工程搬送設
備

―
乾燥ボート搬送装置グ
ローブボックス-2

非安重 ― B/― ・PP：監視装
置等

―
・SG：監視装
置等

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・SG設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・SG設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・SG設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，SG設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

―
当該申請対象設備は静的機
器であり，核燃料物質の移
動等の動作はないため，対

象外

―
（SG設備の監視装置等は，
検認作業はないため，対象

外）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

・申請対象設備は，SG設備
の保守，点検のスペースを
確保できるよう，配置場所
を考慮した設計とする。
・SG設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・SG設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

―
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番号 機器 ＤＢ区分 ＳＡ区分 耐震設計
PP設備

設置状況

PP設備への影響 申請対象設備への影響 SG設備への影響 PP設備への影響

番号 施設区分① 施設区分② 設備区分① 設備区分② 設備区分③ 機器 ＤＢ区分 ＳＡ区分 耐震設計
技術基準要求の達成

（PP設備から）
技術基準要求の達成

（SG設備から）
PP設備による監視への影響

（申請対象設備から）
SG設備による監視への影響

（申請対象設備から）

申請対象設備の運転時の動
作範囲における他設備の干

渉
（SG設備から）

検認作業での他設備の干渉
（申請対象設備から）

申請対象設備の保守，点検
のスペース確保への影響

（PP設備から）

申請対象設備の保守，点検
のスペース確保への影響

（SG設備から）

他設備の点検時の電源確保
（申請対象設備から）

SG設備の保守，点検のス
ペース確保への影響，他設

備の点検時の電源確保
（申請対象設備から）

施設区分 設備区分 SG設備設置状況

SG設備への影響

保守，点検の観点

周辺に設置さ
れるPP設備

補足申請対象設備
と一体となっ
て設置される

SG設備

周辺に設置さ
れるSG設備

申請対象設備への影響 SG設備への影響 申請対象設備への影響

設備の設置の観点 運転，検認等の観点

301
加工設備
本体

被覆施設
燃料棒加工
工程

燃料棒加工
工程搬送設
備

―
乾燥ボート搬送装置グ
ローブボックス-3

非安重 ― B-1/― ・PP：監視装
置等

―
・SG：監視装
置等

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・SG設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・SG設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・SG設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，SG設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

―
当該申請対象設備は静的機
器であり，核燃料物質の移
動等の動作はないため，対

象外

―
（SG設備の監視装置等は，
検認作業はないため，対象

外）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

・申請対象設備は，SG設備
の保守，点検のスペースを
確保できるよう，配置場所
を考慮した設計とする。
・SG設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・SG設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

―

302
加工設備
本体

被覆施設
燃料棒加工
工程

燃料棒加工
工程搬送設
備

―
乾燥ボート搬送装置グ
ローブボックス-4

非安重 ― B-1/― ・PP：監視装
置等

―
・SG：監視装
置等

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・SG設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・SG設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・SG設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，SG設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

―
当該申請対象設備は静的機
器であり，核燃料物質の移
動等の動作はないため，対

象外

―
（SG設備の監視装置等は，
検認作業はないため，対象

外）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

・申請対象設備は，SG設備
の保守，点検のスペースを
確保できるよう，配置場所
を考慮した設計とする。
・SG設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・SG設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

―

303
加工設備
本体

被覆施設
燃料棒加工
工程

燃料棒加工
工程搬送設
備

―
乾燥ボート搬送装置グ
ローブボックス-5

非安重 ― B-1/― ・PP：監視装
置等

―
・SG：監視装
置等

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・SG設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・SG設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・SG設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，SG設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

―
当該申請対象設備は静的機
器であり，核燃料物質の移
動等の動作はないため，対

象外

―
（SG設備の監視装置等は，
検認作業はないため，対象

外）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

・申請対象設備は，SG設備
の保守，点検のスペースを
確保できるよう，配置場所
を考慮した設計とする。
・SG設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・SG設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

―

304
加工設備
本体

被覆施設
燃料棒加工
工程

燃料棒加工
工程搬送設
備

―
乾燥ボート搬送装置グ
ローブボックス-6

非安重 ― B-1/― ・PP：監視装
置等

―

○SG：搬送用
容器用NDA
（AMGB-6）
・SG：監視装
置等

※AMGB
（Advanced
Material
accountancy
Glove Box
system）：搬
送容器測定装
置

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・SG設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・SG設備のAMGB-6は架台にロー
ラユニットを設置し，スライド
できる設計とすることで，申請
対象設備の保守，点検に影響を
与えない設計とする（SG：
AMGB-6）。
・SG設備の監視設備等は申請対
象設備のメンテナンススペース
が確保できる設計とする。配置
上スペース確保が困難な場合
は、機器を移動できる構造と
し、申請対象設備のメンテナン
ススペースを確保する。
・SG設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。
・SG設備は申請対象設備の点検
時に作業員がSG設備を不用意に
破損することがない配置とす
る。また、必要に応じて、破損
しにくい構造（封印カバー等）
とする。（SG：AMGB-6）

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，SG設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

・SG設備は，申請対象設備
の核燃料物質の移動等にお
ける設備の動作，監視に影
響を与えない場所に設置す
る。
・SG設備は申請対象設備の
運転条件（搬送する核物質
量、搬送速度等）で、保障
措置上要求される検出限界
の放射線量を検出可能な設
計とする（SG：AMGB-6）。

・申請対象設備は，SG設備
の検認作業における検出方
法，検出条件（検出時
間），検出場所を考慮した
配置とし，搬送速度を制御
可能な設計とする。（SG：
AMGB-6）。

なお，SG設備の監視装置等
は，検認作業はないため，
対象外

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

・申請対象設備とAMGB-6
は，距離を確保することで
申請対象設備がAMGB-6の保
守，点検に影響を及ぼすこ
とはない設計とする。
・SG設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・SG設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

⑤

305
加工設備
本体

被覆施設
燃料棒加工
工程

燃料棒加工
工程搬送設
備

―
乾燥ボート搬送装置グ
ローブボックス-7

非安重 ― B-1/― ・PP：監視装
置等

―
・SG：監視装
置等

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・SG設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・SG設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・SG設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，SG設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

―
当該申請対象設備は静的機
器であり，核燃料物質の移
動等の動作はないため，対

象外

―
（SG設備の監視装置等は，
検認作業はないため，対象

外）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

・申請対象設備は，SG設備
の保守，点検のスペースを
確保できるよう，配置場所
を考慮した設計とする。
・SG設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・SG設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

―
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番号 機器 ＤＢ区分 ＳＡ区分 耐震設計
PP設備

設置状況

PP設備への影響 申請対象設備への影響 SG設備への影響 PP設備への影響

番号 施設区分① 施設区分② 設備区分① 設備区分② 設備区分③ 機器 ＤＢ区分 ＳＡ区分 耐震設計
技術基準要求の達成

（PP設備から）
技術基準要求の達成

（SG設備から）
PP設備による監視への影響

（申請対象設備から）
SG設備による監視への影響

（申請対象設備から）

申請対象設備の運転時の動
作範囲における他設備の干

渉
（SG設備から）

検認作業での他設備の干渉
（申請対象設備から）

申請対象設備の保守，点検
のスペース確保への影響

（PP設備から）

申請対象設備の保守，点検
のスペース確保への影響

（SG設備から）

他設備の点検時の電源確保
（申請対象設備から）

SG設備の保守，点検のス
ペース確保への影響，他設

備の点検時の電源確保
（申請対象設備から）

施設区分 設備区分 SG設備設置状況

SG設備への影響

保守，点検の観点

周辺に設置さ
れるPP設備

補足申請対象設備
と一体となっ
て設置される

SG設備

周辺に設置さ
れるSG設備

申請対象設備への影響 SG設備への影響 申請対象設備への影響

設備の設置の観点 運転，検認等の観点

306
加工設備
本体

被覆施設
燃料棒加工
工程

燃料棒加工
工程搬送設
備

―
乾燥ボート搬送装置グ
ローブボックス-8

非安重 ― B-1/― ・PP：監視装
置等

―
・SG：監視装
置等

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・SG設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・SG設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・SG設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，SG設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

―
当該申請対象設備は静的機
器であり，核燃料物質の移
動等の動作はないため，対

象外

―
（SG設備の監視装置等は，
検認作業はないため，対象

外）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

・申請対象設備は，SG設備
の保守，点検のスペースを
確保できるよう，配置場所
を考慮した設計とする。
・SG設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・SG設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

―

307
加工設備
本体

被覆施設
燃料棒加工
工程

燃料棒加工
工程搬送設
備

―
乾燥ボート搬送装置グ
ローブボックス-9

非安重 ― B-1/― ・PP：監視装
置等

―
・SG：監視装
置等

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・SG設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・SG設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・SG設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，SG設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

―
当該申請対象設備は静的機
器であり，核燃料物質の移
動等の動作はないため，対

象外

―
（SG設備の監視装置等は，
検認作業はないため，対象

外）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

・申請対象設備は，SG設備
の保守，点検のスペースを
確保できるよう，配置場所
を考慮した設計とする。
・SG設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・SG設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

―

308
加工設備
本体

被覆施設
燃料棒加工
工程

燃料棒加工
工程搬送設
備

―
乾燥ボート搬送装置グ
ローブボックス-10

非安重 ― B-1/― ・PP：監視装
置等

―
・SG：監視装
置等

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・SG設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・SG設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・SG設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，SG設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

―
当該申請対象設備は静的機
器であり，核燃料物質の移
動等の動作はないため，対

象外

―
（SG設備の監視装置等は，
検認作業はないため，対象

外）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

・申請対象設備は，SG設備
の保守，点検のスペースを
確保できるよう，配置場所
を考慮した設計とする。
・SG設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・SG設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

―

309
加工設備
本体

被覆施設
燃料棒加工
工程

燃料棒加工
工程搬送設
備

―
乾燥ボート搬送装置グ
ローブボックス-11

非安重 ― B-1/― ・PP：監視装
置等

―
・SG：監視装
置等

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・SG設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・SG設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・SG設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，SG設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

―
当該申請対象設備は静的機
器であり，核燃料物質の移
動等の動作はないため，対

象外

―
（SG設備の監視装置等は，
検認作業はないため，対象

外）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

・申請対象設備は，SG設備
の保守，点検のスペースを
確保できるよう，配置場所
を考慮した設計とする。
・SG設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・SG設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

―

310
加工設備
本体

被覆施設
燃料棒加工
工程

燃料棒加工
工程搬送設
備

―
乾燥ボート搬送装置グ
ローブボックス-12

非安重 ― B-1/― ・PP：監視装
置等

―
・SG：監視装
置等

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・SG設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・SG設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・SG設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，SG設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

―
当該申請対象設備は静的機
器であり，核燃料物質の移
動等の動作はないため，対

象外

―
（SG設備の監視装置等は，
検認作業はないため，対象

外）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

・申請対象設備は，SG設備
の保守，点検のスペースを
確保できるよう，配置場所
を考慮した設計とする。
・SG設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・SG設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

―

311
加工設備
本体

被覆施設
燃料棒加工
工程

燃料棒加工
工程搬送設
備

―
乾燥ボート搬送装置グ
ローブボックス-13

非安重 ― B-1/― ・PP：監視装
置等

―
・SG：監視装
置等

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・SG設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・SG設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・SG設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，SG設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

―
当該申請対象設備は静的機
器であり，核燃料物質の移
動等の動作はないため，対

象外

―
（SG設備の監視装置等は，
検認作業はないため，対象

外）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

・申請対象設備は，SG設備
の保守，点検のスペースを
確保できるよう，配置場所
を考慮した設計とする。
・SG設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・SG設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

―
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番号 機器 ＤＢ区分 ＳＡ区分 耐震設計
PP設備

設置状況

PP設備への影響 申請対象設備への影響 SG設備への影響 PP設備への影響

番号 施設区分① 施設区分② 設備区分① 設備区分② 設備区分③ 機器 ＤＢ区分 ＳＡ区分 耐震設計
技術基準要求の達成

（PP設備から）
技術基準要求の達成

（SG設備から）
PP設備による監視への影響

（申請対象設備から）
SG設備による監視への影響

（申請対象設備から）

申請対象設備の運転時の動
作範囲における他設備の干

渉
（SG設備から）

検認作業での他設備の干渉
（申請対象設備から）

申請対象設備の保守，点検
のスペース確保への影響

（PP設備から）

申請対象設備の保守，点検
のスペース確保への影響

（SG設備から）

他設備の点検時の電源確保
（申請対象設備から）

SG設備の保守，点検のス
ペース確保への影響，他設

備の点検時の電源確保
（申請対象設備から）

施設区分 設備区分 SG設備設置状況

SG設備への影響

保守，点検の観点

周辺に設置さ
れるPP設備

補足申請対象設備
と一体となっ
て設置される

SG設備

周辺に設置さ
れるSG設備

申請対象設備への影響 SG設備への影響 申請対象設備への影響

設備の設置の観点 運転，検認等の観点

312
加工設備
本体

被覆施設
燃料棒加工
工程

燃料棒加工
工程搬送設
備

―
乾燥ボート搬送装置グ
ローブボックス-14

非安重 ― B-1/― ・PP：監視装
置等

―
・SG：監視装
置等

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・SG設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・SG設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・SG設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，SG設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

―
当該申請対象設備は静的機
器であり，核燃料物質の移
動等の動作はないため，対

象外

―
（SG設備の監視装置等は，
検認作業はないため，対象

外）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

・申請対象設備は，SG設備
の保守，点検のスペースを
確保できるよう，配置場所
を考慮した設計とする。
・SG設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・SG設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

―

314
加工設備
本体

被覆施設
燃料棒加工
工程

燃料棒加工
工程搬送設
備

― 燃料棒搬送装置 非安重 ― B,B-1/― ・PP：監視装
置等

―
・SG：監視装
置等

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・SG設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・SG設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・SG設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，SG設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

・SG設備は，申請対象設備
の核燃料物質の移動等にお
ける設備の動作，監視に影
響を与えない場所に設置す
る。

―
（SG設備の監視装置等は，
検認作業はないため，対象

外）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

・申請対象設備は，SG設備
の保守，点検のスペースを
確保できるよう，配置場所
を考慮した設計とする。
・SG設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・SG設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

―

315
加工設備
本体

組立施設
燃料集合体
組立工程

燃料集合体
組立設備

― マガジン編成装置 非安重 ― B-1/― ・PP：監視装
置等

・SG：FRCS
（マガジン編
成装置の機器
である洗浄機
架台から支
持）

※FRCS（Fuel
Rod Counting
Station）：
組立用燃料棒
本数測定装置

・SG：監視装
置等

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

(6条27条)
・FRCSは，マガジン編成装置の
耐震設計上で考慮する負荷条件
を逸脱しない設計とする
・FRCSの設置機器について、
FRCSを設置できる強度を有する
設計とする。
(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・SG設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・FRCSは，マガジン編成槽から
取り外し可能な構造とし，申請
対象設備のメンテナンスに影響
を及ぼさない設計とする。
・SG設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・SG設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。
・SG設備は申請対象設備の点検
時に作業員がSG設備を不用意に
破損することがないよう、必要
に応じて、破損しにくい構造
（封印カバー等）とする。
（SG：FRCS）

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，SG設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

・SG設備は，申請対象設備
の核燃料物質の移動等にお
ける設備の動作，監視に影
響を与えない場所に設置す
る。
・SG設備は申請対象設備の
運転条件（搬送する核物質
量、搬送速度等）で、保障
措置上要求される検出限界
の放射線量を検出可能な設
計とする（SG：FRCS）。

・申請対象設備は，SG設備
の検認作業における検出方
法，検出条件（検出時
間），検出場所を考慮した
配置とし，搬送速度を制御
可能な設計とする。（SG：
FRCS）。

なお，SG設備の監視装置等
は，検認作業はないため，
対象外

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

・マガジン編成装置は組立
用燃料棒本数測定装置
（FRCS）の保守，点検に影
響がない設置スペースを確
保する設計とする。
・SG設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・SG設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

⑥

316
加工設備
本体

組立施設
燃料集合体
組立工程

燃料集合体
組立設備

― 組立マガジン 非安重 ― ―/― ・PP：監視装
置等

―
・SG：監視装
置等

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・SG設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・SG設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・SG設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，SG設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

―
当該申請対象設備は静的機
器であり，核燃料物質の移
動等の動作はないため，対

象外

―
（SG設備の監視装置等は，
検認作業はないため，対象

外）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

・申請対象設備は，SG設備
の保守，点検のスペースを
確保できるよう，配置場所
を考慮した設計とする。
・SG設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・SG設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

―

317
加工設備
本体

組立施設
燃料集合体
組立工程

燃料集合体
組立設備

― スケルトン組立装置 非安重 ― C/― ・PP：監視装
置等

― ―

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

―

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

― ― ―
―

（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

― ―
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番号 機器 ＤＢ区分 ＳＡ区分 耐震設計
PP設備

設置状況

PP設備への影響 申請対象設備への影響 SG設備への影響 PP設備への影響

番号 施設区分① 施設区分② 設備区分① 設備区分② 設備区分③ 機器 ＤＢ区分 ＳＡ区分 耐震設計
技術基準要求の達成

（PP設備から）
技術基準要求の達成

（SG設備から）
PP設備による監視への影響

（申請対象設備から）
SG設備による監視への影響

（申請対象設備から）

申請対象設備の運転時の動
作範囲における他設備の干

渉
（SG設備から）

検認作業での他設備の干渉
（申請対象設備から）

申請対象設備の保守，点検
のスペース確保への影響

（PP設備から）

申請対象設備の保守，点検
のスペース確保への影響

（SG設備から）

他設備の点検時の電源確保
（申請対象設備から）

SG設備の保守，点検のス
ペース確保への影響，他設

備の点検時の電源確保
（申請対象設備から）

施設区分 設備区分 SG設備設置状況

SG設備への影響

保守，点検の観点

周辺に設置さ
れるPP設備

補足申請対象設備
と一体となっ
て設置される

SG設備

周辺に設置さ
れるSG設備

申請対象設備への影響 SG設備への影響 申請対象設備への影響

設備の設置の観点 運転，検認等の観点

318
加工設備
本体

組立施設
燃料集合体
組立工程

燃料集合体
組立設備

― 燃料集合体組立装置 非安重 ― B-1/― ・PP：監視装
置等

― ―

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

―

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

― ― ―
―

（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

― ―

319
加工設備
本体

組立施設
燃料集合体
組立工程

燃料集合体
洗浄設備

― 燃料集合体洗浄装置 非安重 ― B-1/― ・PP：監視装
置等

―
・SG：監視装
置等

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・SG設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・SG設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・SG設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，SG設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

・SG設備は，申請対象設備
の核燃料物質の移動等にお
ける設備の動作，監視に影
響を与えない場所に設置す
る。

―
（SG設備の監視装置等は，
検認作業はないため，対象

外）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

・申請対象設備は，SG設備
の保守，点検のスペースを
確保できるよう，配置場所
を考慮した設計とする。
・SG設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・SG設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

―

320
加工設備
本体

組立施設
燃料集合体
組立工程

燃料集合体
検査設備

― 燃料集合体第1検査装置 非安重 ― B-1/― ・PP：監視装
置等

―
・SG：監視装
置等

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・SG設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・SG設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・SG設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，SG設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

・SG設備は，申請対象設備
の核燃料物質の移動等にお
ける設備の動作，監視に影
響を与えない場所に設置す
る。

―
（SG設備の監視装置等は，
検認作業はないため，対象

外）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

・申請対象設備は，SG設備
の保守，点検のスペースを
確保できるよう，配置場所
を考慮した設計とする。
・SG設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・SG設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

―

321
加工設備
本体

組立施設
燃料集合体
組立工程

燃料集合体
検査設備

― 燃料集合体第2検査装置 非安重 ― B-1/― ・PP：監視装
置等

―
・SG：監視装
置等

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・SG設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・SG設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・SG設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，SG設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

・SG設備は，申請対象設備
の核燃料物質の移動等にお
ける設備の動作，監視に影
響を与えない場所に設置す
る。

―
（SG設備の監視装置等は，
検認作業はないため，対象

外）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

・申請対象設備は，SG設備
の保守，点検のスペースを
確保できるよう，配置場所
を考慮した設計とする。
・SG設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・SG設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

―

322
加工設備
本体

組立施設
燃料集合体
組立工程

燃料集合体
検査設備

― 燃料集合体仮置台 非安重 ― B-1/― ・PP：監視装
置等

―
・SG：監視装
置等

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・SG設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・SG設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・SG設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，SG設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

・SG設備は，申請対象設備
の核燃料物質の移動等にお
ける設備の動作，監視に影
響を与えない場所に設置す
る。

―
（SG設備の監視装置等は，
検認作業はないため，対象

外）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

・申請対象設備は，SG設備
の保守，点検のスペースを
確保できるよう，配置場所
を考慮した設計とする。
・SG設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・SG設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

―

323
加工設備
本体

組立施設
燃料集合体
組立工程

燃料集合体
検査設備

― 燃料集合体立会検査装置 非安重 ― B-1/― ― ―
・SG：監視装
置等

―

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・SG設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・SG設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・SG設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

―

・申請対象設備は，通常時
において，SG設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

・SG設備は，申請対象設備
の核燃料物質の移動等にお
ける設備の動作，監視に影
響を与えない場所に設置す
る。

―
（SG設備の監視装置等は，
検認作業はないため，対象

外）

―
―

（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―

・申請対象設備は，SG設備
の保守，点検のスペースを
確保できるよう，配置場所
を考慮した設計とする。
・SG設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・SG設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

―

106



第2回申請対象設備とPP設備及びSG設備の相互影響の考慮（13/32） 別添4

番号 機器 ＤＢ区分 ＳＡ区分 耐震設計
PP設備

設置状況

PP設備への影響 申請対象設備への影響 SG設備への影響 PP設備への影響

番号 施設区分① 施設区分② 設備区分① 設備区分② 設備区分③ 機器 ＤＢ区分 ＳＡ区分 耐震設計
技術基準要求の達成

（PP設備から）
技術基準要求の達成

（SG設備から）
PP設備による監視への影響

（申請対象設備から）
SG設備による監視への影響

（申請対象設備から）

申請対象設備の運転時の動
作範囲における他設備の干

渉
（SG設備から）

検認作業での他設備の干渉
（申請対象設備から）

申請対象設備の保守，点検
のスペース確保への影響

（PP設備から）

申請対象設備の保守，点検
のスペース確保への影響

（SG設備から）

他設備の点検時の電源確保
（申請対象設備から）

SG設備の保守，点検のス
ペース確保への影響，他設

備の点検時の電源確保
（申請対象設備から）

施設区分 設備区分 SG設備設置状況

SG設備への影響

保守，点検の観点

周辺に設置さ
れるPP設備

補足申請対象設備
と一体となっ
て設置される

SG設備

周辺に設置さ
れるSG設備

申請対象設備への影響 SG設備への影響 申請対象設備への影響

設備の設置の観点 運転，検認等の観点

324
加工設備
本体

組立施設
燃料集合体
組立工程

燃料集合体
組立工程搬
送設備

― 組立クレーン 非安重 ― B-1/― ・PP：監視装
置等

―
・SG：監視装
置等

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・SG設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・SG設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・SG設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，SG設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

・SG設備は，申請対象設備
の核燃料物質の移動等にお
ける設備の動作，監視に影
響を与えない場所に設置す
る。

―
（SG設備の監視装置等は，
検認作業はないため，対象

外）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

・申請対象設備は，SG設備
の保守，点検のスペースを
確保できるよう，配置場所
を考慮した設計とする。
・SG設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・SG設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

―

325
加工設備
本体

組立施設
燃料集合体
組立工程

燃料集合体
組立工程搬
送設備

― リフタ 非安重 ― B-1/― ・PP：監視装
置等

―

・SG:燃料集
合体用NDA
（AFAS-
P,AFAS-B）
・SG:査察現
場キャビネッ
ト（LC-
21B,LC-21A）

※AFAS-P
（Advanced
Fuel
assembly
Assay
System-
PWR）：PWR燃
料集合体測定
装置

※AFAS-B
（Advanced
Fuel
assembly
Assay
System-
BWR）：BWR燃
料集合体測定
装置

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・SG設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・SG設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・SG設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。
・SG設備は申請対象設備の点検
時に作業員がSG設備を不用意に
破損することがない配置とす
る。また、必要に応じて、破損
しにくい構造（封印カバー等）
とする。（SG：AFAS-P,B，LC-
21B,LC-21A）

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，SG設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

なお，査察現場キャビネッ
トは，検出器等がなく，SG
設備による監視への影響を
及ぼさないため対象外

・SG設備は，申請対象設備
の核燃料物質の移動等にお
ける設備の動作，監視に影
響を与えない場所に設置す
る。
・SG設備は申請対象設備の
運転条件（搬送する核物質
量、搬送速度等）で、保障
措置上要求される検出限界
の放射線量を検出可能な設
計とする（SG：AFAS-
P,B）。

・申請対象設備は，SG設備
の検認作業における検出方
法，検出条件（検出時
間），検出場所を考慮した
配置とし，搬送速度を制御
可能な設計とする。（SG：
AFAS-P,B）。

なお，キャビネットは，検
出器等はなく，検認作業で
の他設備の干渉はないた
め，対象外

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

・申請対象設備は，AFAS-
P,B及び査察現場キャビ
ネットの保守，点検のス
ペースを確保できるよう，
配置場所を考慮した設計と
する。
・SG設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・SG設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

⑦

326
加工設備
本体

組立施設
梱包出荷工
程

梱包･出荷
設備

― 貯蔵梱包クレーン 非安重 ― B-1/― ― ―

・SG:燃料集
合体用NDA
（AFAS-
P,AFAS-B）

※AFAS-P
（Advanced
Fuel
assembly
Assay
System-
PWR）：PWR燃
料集合体測定
装置

※AFAS-B
（Advanced
Fuel
assembly
Assay
System-
BWR）：BWR燃
料集合体測定
装置

・SG:燃料集
合体用NDA
（DIPD）
・SG：監視装
置等

※DIPD
（Directiona
l Item
Passage
Detector）：
燃料集合体通
過検知器

―

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・SG設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・SG設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・SG設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。
・SG設備は申請対象設備の点検
時に作業員がSG設備を不用意に
破損することがない配置とす
る。また、必要に応じて、破損
しにくい構造（封印カバー等）
とする。（SG：AFAS-P、AFAS-B
及びDIPD）

―

・申請対象設備は，通常時
において，SG設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

・SG設備は，申請対象設備
の核燃料物質の移動等にお
ける設備の動作，監視に影
響を与えない場所に設置す
る。
・SG設備は申請対象設備の
運転条件（搬送する核物質
量、搬送速度等）で、保障
措置上要求される検出限界
の放射線量を検出可能な設
計とする（SG：AFAS-P,B及
びDIPD）。

・申請対象設備は，SG設備
の検認作業における検出方
法，検出条件（検出時
間），検出場所を考慮した
配置とし，搬送速度を制御
可能な設計とする。（SG：
AFAS-P,B及びDIPD）。

なお，SG設備の監視装置等
は，検認作業はないため，
対象外

―
―

（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―

・申請対象設備は，AFAS-
P,B及びDIPDの保守，点検
のスペースを確保できるよ
う，配置場所を考慮した設
計とする。
・SG設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・SG設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

⑧

327
加工設備
本体

組立施設
梱包出荷工
程

梱包･出荷
設備

― 燃料ホルダ取付装置 非安重 ― B-1/― ― ―
・SG：監視装
置等

―

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・SG設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・SG設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・SG設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

―

・申請対象設備は，通常時
において，SG設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

・SG設備は，申請対象設備
の核燃料物質の移動等にお
ける設備の動作，監視に影
響を与えない場所に設置す
る。

―
（SG設備の監視装置等は，
検認作業はないため，対象

外）

―
―

（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―

・申請対象設備は，SG設備
の保守，点検のスペースを
確保できるよう，配置場所
を考慮した設計とする。
・SG設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・SG設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

―
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第2回申請対象設備とPP設備及びSG設備の相互影響の考慮（14/32） 別添4

番号 機器 ＤＢ区分 ＳＡ区分 耐震設計
PP設備

設置状況

PP設備への影響 申請対象設備への影響 SG設備への影響 PP設備への影響

番号 施設区分① 施設区分② 設備区分① 設備区分② 設備区分③ 機器 ＤＢ区分 ＳＡ区分 耐震設計
技術基準要求の達成

（PP設備から）
技術基準要求の達成

（SG設備から）
PP設備による監視への影響

（申請対象設備から）
SG設備による監視への影響

（申請対象設備から）

申請対象設備の運転時の動
作範囲における他設備の干

渉
（SG設備から）

検認作業での他設備の干渉
（申請対象設備から）

申請対象設備の保守，点検
のスペース確保への影響

（PP設備から）

申請対象設備の保守，点検
のスペース確保への影響

（SG設備から）

他設備の点検時の電源確保
（申請対象設備から）

SG設備の保守，点検のス
ペース確保への影響，他設

備の点検時の電源確保
（申請対象設備から）

施設区分 設備区分 SG設備設置状況

SG設備への影響

保守，点検の観点

周辺に設置さ
れるPP設備

補足申請対象設備
と一体となっ
て設置される

SG設備

周辺に設置さ
れるSG設備

申請対象設備への影響 SG設備への影響 申請対象設備への影響

設備の設置の観点 運転，検認等の観点

328
加工設備
本体

組立施設
梱包出荷工
程

梱包･出荷
設備

― 容器蓋取付装置 非安重 ― B/― ― ―

・SG:燃料集
合体用NDA
（DIPD）
・SG：監視装
置等

※DIPD
（Directiona
l Item
Passage
Detector）：
燃料集合体通
過検知器

―

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・SG設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・SG設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・SG設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。
・SG設備は申請対象設備の点検
時に作業員がSG設備を不用意に
破損することがない配置とす
る。また、必要に応じて、破損
しにくい構造（封印カバー等）
とする。（SG：DIPD）

―

・申請対象設備は，通常時
において，SG設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

・SG設備は，申請対象設備
の核燃料物質の移動等にお
ける設備の動作，監視に影
響を与えない場所に設置す
る。
・SG設備は申請対象設備の
運転条件（搬送する核物質
量、搬送速度等）で、保障
措置上要求される検出限界
の放射線量を検出可能な設
計とする（SG：DIPD）。

・申請対象設備は，SG設備
の検認作業における検出方
法，検出条件（検出時
間），検出場所を考慮した
配置とし，搬送速度を制御
可能な設計とする。（SG：
DIPD）。

なお，SG設備の監視装置等
は，検認作業はないため，
対象外

―
―

（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―

・申請対象設備は，DIPDの
保守，点検のスペースを確
保できるよう，配置場所を
考慮した設計とする。
・SG設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・SG設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

⑧

329
加工設備
本体

組立施設
梱包出荷工
程

梱包･出荷
設備

― 梱包天井クレーン 非安重 ― B-1/― ― ―
・SG：監視装
置等

―

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・SG設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・SG設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・SG設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

―

・申請対象設備は，通常時
において，SG設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

・SG設備は，申請対象設備
の核燃料物質の移動等にお
ける設備の動作，監視に影
響を与えない場所に設置す
る。

―
（SG設備の監視装置等は，
検認作業はないため，対象

外）

―
―

（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―

・申請対象設備は，SG設備
の保守，点検のスペースを
確保できるよう，配置場所
を考慮した設計とする。
・SG設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・SG設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

―

330
加工設備
本体

組立施設
梱包出荷工
程

梱包･出荷
設備

― 容器移載装置 非安重 ― B-1/― ― ―
・SG：監視装
置等

―

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・SG設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・SG設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・SG設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

―

・申請対象設備は，通常時
において，SG設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

・SG設備は，申請対象設備
の核燃料物質の移動等にお
ける設備の動作，監視に影
響を与えない場所に設置す
る。

―
（SG設備の監視装置等は，
検認作業はないため，対象

外）

―
―

（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―

・申請対象設備は，SG設備
の保守，点検のスペースを
確保できるよう，配置場所
を考慮した設計とする。
・SG設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・SG設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

―

331
加工設備
本体

組立施設
梱包出荷工
程

梱包･出荷
設備

― 保管室天井クレーン 非安重 ― C/― ― ―
・SG：監視装
置等

―

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・SG設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・SG設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・SG設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

―

・申請対象設備は，通常時
において，SG設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

・SG設備は，申請対象設備
の核燃料物質の移動等にお
ける設備の動作，監視に影
響を与えない場所に設置す
る。

―
（SG設備の監視装置等は，
検認作業はないため，対象

外）

―
―

（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―

・申請対象設備は，SG設備
の保守，点検のスペースを
確保できるよう，配置場所
を考慮した設計とする。
・SG設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・SG設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

―

332
加工設備
本体

組立施設
梱包出荷工
程

梱包･出荷
設備

― 遮蔽扉（梱包･出荷設備） 非安重 ― C/― ― ―
・SG：監視装
置等

―

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・SG設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・SG設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・SG設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

―

・申請対象設備は，通常時
において，SG設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

―
当該申請対象設備は静的機
器であり，核燃料物質の移
動等の動作はないため，対

象外

―
（SG設備の監視装置等は，
検認作業はないため，対象

外）

―
―

（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―

・申請対象設備は，SG設備
の保守，点検のスペースを
確保できるよう，配置場所
を考慮した設計とする。
・SG設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・SG設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

―

108



第2回申請対象設備とPP設備及びSG設備の相互影響の考慮（15/32） 別添4

番号 機器 ＤＢ区分 ＳＡ区分 耐震設計
PP設備

設置状況

PP設備への影響 申請対象設備への影響 SG設備への影響 PP設備への影響

番号 施設区分① 施設区分② 設備区分① 設備区分② 設備区分③ 機器 ＤＢ区分 ＳＡ区分 耐震設計
技術基準要求の達成

（PP設備から）
技術基準要求の達成

（SG設備から）
PP設備による監視への影響

（申請対象設備から）
SG設備による監視への影響

（申請対象設備から）

申請対象設備の運転時の動
作範囲における他設備の干

渉
（SG設備から）

検認作業での他設備の干渉
（申請対象設備から）

申請対象設備の保守，点検
のスペース確保への影響

（PP設備から）

申請対象設備の保守，点検
のスペース確保への影響

（SG設備から）

他設備の点検時の電源確保
（申請対象設備から）

SG設備の保守，点検のス
ペース確保への影響，他設

備の点検時の電源確保
（申請対象設備から）

施設区分 設備区分 SG設備設置状況

SG設備への影響

保守，点検の観点

周辺に設置さ
れるPP設備

補足申請対象設備
と一体となっ
て設置される

SG設備

周辺に設置さ
れるSG設備

申請対象設備への影響 SG設備への影響 申請対象設備への影響

設備の設置の観点 運転，検認等の観点

333
核燃料物質
の貯蔵施設

―
貯蔵容器一
時保管設備

― ― 一時保管ピット 安重 ― B-3/― ― ―
・SG：監視装
置等

―

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・SG設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・SG設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・SG設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

―

・申請対象設備は，通常時
において，SG設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

―
当該申請対象設備は静的機
器であり，核燃料物質の移
動等の動作はないため，対

象外

―
（SG設備の監視装置等は，
検認作業はないため，対象

外）

―
―

（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―

・申請対象設備は，SG設備
の保守，点検のスペースを
確保できるよう，配置場所
を考慮した設計とする。
・SG設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・SG設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

―

336
核燃料物質
の貯蔵施設

―
原料MOX粉
末缶一時保
管設備

― ―
原料MOX粉末缶一時保管装
置グローブボックス

安重 ― S/― ・PP：監視装
置等

― ―

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

―

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

― ― ―
―

（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

― ―

344
核燃料物質
の貯蔵施設

―
粉末一時保
管設備

― ―
粉末一時保管装置グロー
ブボックス-1

安重 ― S/― ・PP：監視装
置等

― ―

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

―

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

― ― ―
―

（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

― ―

345
核燃料物質
の貯蔵施設

―
粉末一時保
管設備

― ―
粉末一時保管装置グロー
ブボックス-2

安重 ― S/― ・PP：監視装
置等

― ―

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

―

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

― ― ―
―

（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

― ―

346
核燃料物質
の貯蔵施設

―
粉末一時保
管設備

― ―
粉末一時保管装置グロー
ブボックス-3

安重 ― S/― ・PP：監視装
置等

― ―

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

―

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

― ― ―
―

（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

― ―

347
核燃料物質
の貯蔵施設

―
粉末一時保
管設備

― ―
粉末一時保管装置グロー
ブボックス-4

安重 ― S/― ・PP：監視装
置等

― ―

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

―

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

― ― ―
―

（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

― ―

109



第2回申請対象設備とPP設備及びSG設備の相互影響の考慮（16/32） 別添4

番号 機器 ＤＢ区分 ＳＡ区分 耐震設計
PP設備

設置状況

PP設備への影響 申請対象設備への影響 SG設備への影響 PP設備への影響

番号 施設区分① 施設区分② 設備区分① 設備区分② 設備区分③ 機器 ＤＢ区分 ＳＡ区分 耐震設計
技術基準要求の達成

（PP設備から）
技術基準要求の達成

（SG設備から）
PP設備による監視への影響

（申請対象設備から）
SG設備による監視への影響

（申請対象設備から）

申請対象設備の運転時の動
作範囲における他設備の干

渉
（SG設備から）

検認作業での他設備の干渉
（申請対象設備から）

申請対象設備の保守，点検
のスペース確保への影響

（PP設備から）

申請対象設備の保守，点検
のスペース確保への影響

（SG設備から）

他設備の点検時の電源確保
（申請対象設備から）

SG設備の保守，点検のス
ペース確保への影響，他設

備の点検時の電源確保
（申請対象設備から）

施設区分 設備区分 SG設備設置状況

SG設備への影響

保守，点検の観点

周辺に設置さ
れるPP設備

補足申請対象設備
と一体となっ
て設置される

SG設備

周辺に設置さ
れるSG設備

申請対象設備への影響 SG設備への影響 申請対象設備への影響

設備の設置の観点 運転，検認等の観点

348
核燃料物質
の貯蔵施設

―
粉末一時保
管設備

― ―
粉末一時保管装置グロー
ブボックス-5

安重 ― S/― ・PP：監視装
置等

― ―

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

―

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

― ― ―
―

（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

― ―

349
核燃料物質
の貯蔵施設

―
粉末一時保
管設備

― ―
粉末一時保管装置グロー
ブボックス-6

安重 ― S/― ・PP：監視装
置等

― ―

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

―

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

― ― ―
―

（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

― ―

371
核燃料物質
の貯蔵施設

―
ペレット一
時保管設備

― ―
ペレット一時保管棚グ
ローブボックス-1

安重 ― S/― ・PP：監視装
置等

― ―

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

―

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

― ― ―
―

（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

― ―

372
核燃料物質
の貯蔵施設

―
ペレット一
時保管設備

― ―
ペレット一時保管棚グ
ローブボックス-2

安重 ― S/― ・PP：監視装
置等

― ―

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

―

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

― ― ―
―

（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

― ―

373
核燃料物質
の貯蔵施設

―
ペレット一
時保管設備

― ―
ペレット一時保管棚グ
ローブボックス-3

安重 ― S/― ・PP：監視装
置等

― ―

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

―

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

― ― ―
―

（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

― ―

379
核燃料物質
の貯蔵施設

―
ペレット一
時保管設備

― ―
焼結ボート受渡装置グ
ローブボックス-1

安重 ― S/― ・PP：監視装
置等

― ―

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

―

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

― ― ―
―

（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

― ―
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番号 機器 ＤＢ区分 ＳＡ区分 耐震設計
PP設備

設置状況

PP設備への影響 申請対象設備への影響 SG設備への影響 PP設備への影響

番号 施設区分① 施設区分② 設備区分① 設備区分② 設備区分③ 機器 ＤＢ区分 ＳＡ区分 耐震設計
技術基準要求の達成

（PP設備から）
技術基準要求の達成

（SG設備から）
PP設備による監視への影響

（申請対象設備から）
SG設備による監視への影響

（申請対象設備から）

申請対象設備の運転時の動
作範囲における他設備の干

渉
（SG設備から）

検認作業での他設備の干渉
（申請対象設備から）

申請対象設備の保守，点検
のスペース確保への影響

（PP設備から）

申請対象設備の保守，点検
のスペース確保への影響

（SG設備から）

他設備の点検時の電源確保
（申請対象設備から）

SG設備の保守，点検のス
ペース確保への影響，他設

備の点検時の電源確保
（申請対象設備から）

施設区分 設備区分 SG設備設置状況

SG設備への影響

保守，点検の観点

周辺に設置さ
れるPP設備

補足申請対象設備
と一体となっ
て設置される

SG設備

周辺に設置さ
れるSG設備

申請対象設備への影響 SG設備への影響 申請対象設備への影響

設備の設置の観点 運転，検認等の観点

380
核燃料物質
の貯蔵施設

―
ペレット一
時保管設備

― ―
焼結ボート受渡装置グ
ローブボックス-2

安重 ― S/― ・PP：監視装
置等

― ―

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

―

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

― ― ―
―

（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

― ―

381
核燃料物質
の貯蔵施設

―
ペレット一
時保管設備

― ―
焼結ボート受渡装置グ
ローブボックス-3

安重 ― S/― ・PP：監視装
置等

― ―

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

―

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

― ― ―
―

（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

― ―

382
核燃料物質
の貯蔵施設

―
ペレット一
時保管設備

― ―
焼結ボート受渡装置グ
ローブボックス-4

安重 ― S/― ・PP：監視装
置等

―

・SG:搬送容
器用NDA
（AMGB-8）
処決ボート搬
送装置GB-48
の周辺に取り
付くSG機器

※AMGB
（Advanced
Material
accountancy
Glove Box
system）：搬
送容器測定装
置

(6条27条)
・周辺機器への波及的影響を及
ぼさないよう落下及び転倒範囲
に上位クラス機器が入らない場
所に設置する又は落下防止措置
を講ずる設計とする。
(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

(6条27条)
・AMGB-8は，Sクラスとなるグ
ローブボックスに波及的影響を
及ぼさないよう，基準地震動Ss
の地震力にて，影響を及ぼさな
い設計とする。
(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・SG設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・SG設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・SG設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。
・SG設備は申請対象設備の点検
時に作業員がSG設備を不用意に
破損することがない配置とす
る。また、必要に応じて、破損
しにくい構造（封印カバー等）
とする。（SG：AMGB-8）

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，SG設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

―
（AMGB-8は，搬送装置GB-
48における容器の搬送を監
視するためのSG設備であ

り，グローブボックス外に
あるため，核燃料物質の移
動等による設備の動作，核
燃料物質の運転上の監視に
影響を及びさないため，対

象外）

―
（AMGB-8は，搬送装置GB-
48における核燃料物質を監
視する装置であるため，ペ
レット保管容器搬送装置

GB-7は対象外）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

・申請対象設備とAMGB-8
は，距離を確保することで
申請対象設備がAMGB-8の保
守，点検に影響を及ぼすこ
とはない設計とする。
・SG設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・SG設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

⑨

398
核燃料物質
の貯蔵施設

―
スクラップ
貯蔵設備

― ―
スクラップ貯蔵棚グロー
ブボックス-1

安重 ― S/― ・PP：監視装
置等

―
・SG：監視装
置等

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・SG設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・SG設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・SG設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，SG設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

―
当該申請対象設備は静的機
器であり，核燃料物質の移
動等の動作はないため，対

象外

―
（SG設備の監視装置等は，
検認作業はないため，対象

外）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

・申請対象設備は，SG設備
の保守，点検のスペースを
確保できるよう，配置場所
を考慮した設計とする。
・SG設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・SG設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

―

399
核燃料物質
の貯蔵施設

―
スクラップ
貯蔵設備

― ―
スクラップ貯蔵棚グロー
ブボックス-2

安重 ― S/― ・PP：監視装
置等

―
・SG：監視装
置等

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・SG設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・SG設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・SG設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，SG設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

―
当該申請対象設備は静的機
器であり，核燃料物質の移
動等の動作はないため，対

象外

―
（SG設備の監視装置等は，
検認作業はないため，対象

外）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

・申請対象設備は，SG設備
の保守，点検のスペースを
確保できるよう，配置場所
を考慮した設計とする。
・SG設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・SG設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

―
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番号 機器 ＤＢ区分 ＳＡ区分 耐震設計
PP設備

設置状況

PP設備への影響 申請対象設備への影響 SG設備への影響 PP設備への影響

番号 施設区分① 施設区分② 設備区分① 設備区分② 設備区分③ 機器 ＤＢ区分 ＳＡ区分 耐震設計
技術基準要求の達成

（PP設備から）
技術基準要求の達成

（SG設備から）
PP設備による監視への影響

（申請対象設備から）
SG設備による監視への影響

（申請対象設備から）

申請対象設備の運転時の動
作範囲における他設備の干

渉
（SG設備から）

検認作業での他設備の干渉
（申請対象設備から）

申請対象設備の保守，点検
のスペース確保への影響

（PP設備から）

申請対象設備の保守，点検
のスペース確保への影響

（SG設備から）

他設備の点検時の電源確保
（申請対象設備から）

SG設備の保守，点検のス
ペース確保への影響，他設

備の点検時の電源確保
（申請対象設備から）

施設区分 設備区分 SG設備設置状況

SG設備への影響

保守，点検の観点

周辺に設置さ
れるPP設備

補足申請対象設備
と一体となっ
て設置される

SG設備

周辺に設置さ
れるSG設備

申請対象設備への影響 SG設備への影響 申請対象設備への影響

設備の設置の観点 運転，検認等の観点

400
核燃料物質
の貯蔵施設

―
スクラップ
貯蔵設備

― ―
スクラップ貯蔵棚グロー
ブボックス-3

安重 ― S/― ・PP：監視装
置等

―
・SG：監視装
置等

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・SG設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・SG設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・SG設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，SG設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

―
当該申請対象設備は静的機
器であり，核燃料物質の移
動等の動作はないため，対

象外

―
（SG設備の監視装置等は，
検認作業はないため，対象

外）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

・申請対象設備は，SG設備
の保守，点検のスペースを
確保できるよう，配置場所
を考慮した設計とする。
・SG設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・SG設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

―

401
核燃料物質
の貯蔵施設

―
スクラップ
貯蔵設備

― ―
スクラップ貯蔵棚グロー
ブボックス-4

安重 ― S/― ・PP：監視装
置等

―
・SG：監視装
置等

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・SG設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・SG設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・SG設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，SG設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

―
当該申請対象設備は静的機
器であり，核燃料物質の移
動等の動作はないため，対

象外

―
（SG設備の監視装置等は，
検認作業はないため，対象

外）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

・申請対象設備は，SG設備
の保守，点検のスペースを
確保できるよう，配置場所
を考慮した設計とする。
・SG設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・SG設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

―

402
核燃料物質
の貯蔵施設

―
スクラップ
貯蔵設備

― ―
スクラップ貯蔵棚グロー
ブボックス-5

安重 ― S/― ・PP：監視装
置等

―
・SG：監視装
置等

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・SG設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・SG設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・SG設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，SG設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

―
当該申請対象設備は静的機
器であり，核燃料物質の移
動等の動作はないため，対

象外

―
（SG設備の監視装置等は，
検認作業はないため，対象

外）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

・申請対象設備は，SG設備
の保守，点検のスペースを
確保できるよう，配置場所
を考慮した設計とする。
・SG設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・SG設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

―

409
核燃料物質
の貯蔵施設

―
スクラップ
貯蔵設備

― ―
スクラップ保管容器受渡
装置グローブボックス-1

安重 ― S/― ・PP：監視装
置等

―

・SG:搬送容
器用NDA
（AMGB-9）
回収粉末容器
搬送装置GB-2
の周辺に取り
付くSG機器

・SG：監視装
置等

※AMGB
（Advanced
Material
accountancy
Glove Box
system）：搬
送容器測定装
置

(6条27条)
・周辺機器への波及的影響を及
ぼさないよう落下及び転倒範囲
に上位クラス機器が入らない場
所に設置する又は落下防止措置
を講ずる設計とする。
(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

(6条27条)
・AMGB-9は，Sクラスとなるグ
ローブボックスに波及的影響を
及ぼさないよう，基準地震動Ss
の地震力にて，影響を及ぼさな
い設計とする。
・監視装置等は，周辺機器への
波及的影響を及ぼさないよう落
下及び転倒範囲に上位クラス機
器が入らない場所に設置する又
は落下防止措置を講ずる設計と
する。
(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・SG設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・SG設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・SG設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。
・SG設備は申請対象設備の点検
時に作業員がSG設備を不用意に
破損することがない配置とす
る。また、必要に応じて、破損
しにくい構造（封印カバー等）
とする。（SG：AMGB-9）

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，SG設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

―
（AMGB-9は，搬送装置GB-
48における容器の搬送を監
視するためのSG設備であ

り，グローブボックス外に
あるため，核燃料物質の移
動等による設備の動作，核
燃料物質の運転上の監視に
影響を及びさないため，対

象外）

―
（AMGB-9は，回収粉末容器
搬送装置GB-2における核燃
料物質を監視する装置であ
るため，ペレット保管容器
搬送装置GB-7は対象外）

（SG設備の監視装置等は，
検認作業はないため，対象

外）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

・申請対象設備とAMGB-9
は，距離を確保することで
申請対象設備がAMGB-9の保
守，点検に影響を及ぼすこ
とはない設計とする。
・SG設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・SG設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

⑩

410
核燃料物質
の貯蔵施設

―
スクラップ
貯蔵設備

― ―
スクラップ保管容器受渡
装置グローブボックス-2

安重 ― S/― ・PP：監視装
置等

―
・SG：監視装
置等

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・SG設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・SG設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・SG設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，SG設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

―
当該申請対象設備は静的機
器であり，核燃料物質の移
動等の動作はないため，対

象外

―
（SG設備の監視装置等は，
検認作業はないため，対象

外）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

・申請対象設備は，SG設備
の保守，点検のスペースを
確保できるよう，配置場所
を考慮した設計とする。
・SG設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・SG設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

―
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番号 機器 ＤＢ区分 ＳＡ区分 耐震設計
PP設備

設置状況

PP設備への影響 申請対象設備への影響 SG設備への影響 PP設備への影響

番号 施設区分① 施設区分② 設備区分① 設備区分② 設備区分③ 機器 ＤＢ区分 ＳＡ区分 耐震設計
技術基準要求の達成

（PP設備から）
技術基準要求の達成

（SG設備から）
PP設備による監視への影響

（申請対象設備から）
SG設備による監視への影響

（申請対象設備から）

申請対象設備の運転時の動
作範囲における他設備の干

渉
（SG設備から）

検認作業での他設備の干渉
（申請対象設備から）

申請対象設備の保守，点検
のスペース確保への影響

（PP設備から）

申請対象設備の保守，点検
のスペース確保への影響

（SG設備から）

他設備の点検時の電源確保
（申請対象設備から）

SG設備の保守，点検のス
ペース確保への影響，他設

備の点検時の電源確保
（申請対象設備から）

施設区分 設備区分 SG設備設置状況

SG設備への影響

保守，点検の観点

周辺に設置さ
れるPP設備

補足申請対象設備
と一体となっ
て設置される

SG設備

周辺に設置さ
れるSG設備

申請対象設備への影響 SG設備への影響 申請対象設備への影響

設備の設置の観点 運転，検認等の観点

418
核燃料物質
の貯蔵施設

―
製品ペレッ
ト貯蔵設備

― ―
製品ペレット貯蔵棚グ
ローブボックス-1

安重 ― S/― ・PP：監視装
置等

―
・SG：監視装
置等

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・SG設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・SG設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・SG設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，SG設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

―
当該申請対象設備は静的機
器であり，核燃料物質の移
動等の動作はないため，対

象外

―
（SG設備の監視装置等は，
検認作業はないため，対象

外）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

・申請対象設備は，SG設備
の保守，点検のスペースを
確保できるよう，配置場所
を考慮した設計とする。
・SG設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・SG設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

―

419
核燃料物質
の貯蔵施設

―
製品ペレッ
ト貯蔵設備

― ―
製品ペレット貯蔵棚グ
ローブボックス-2

安重 ― S/― ・PP：監視装
置等

―
・SG：監視装
置等

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・SG設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・SG設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・SG設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，SG設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

―
当該申請対象設備は静的機
器であり，核燃料物質の移
動等の動作はないため，対

象外

―
（SG設備の監視装置等は，
検認作業はないため，対象

外）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

・申請対象設備は，SG設備
の保守，点検のスペースを
確保できるよう，配置場所
を考慮した設計とする。
・SG設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・SG設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

―

420
核燃料物質
の貯蔵施設

―
製品ペレッ
ト貯蔵設備

― ―
製品ペレット貯蔵棚グ
ローブボックス-3

安重 ― S/― ・PP：監視装
置等

―
・SG：監視装
置等

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・SG設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・SG設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・SG設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，SG設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

―
当該申請対象設備は静的機
器であり，核燃料物質の移
動等の動作はないため，対

象外

―
（SG設備の監視装置等は，
検認作業はないため，対象

外）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

・申請対象設備は，SG設備
の保守，点検のスペースを
確保できるよう，配置場所
を考慮した設計とする。
・SG設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・SG設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

―

421
核燃料物質
の貯蔵施設

―
製品ペレッ
ト貯蔵設備

― ―
製品ペレット貯蔵棚グ
ローブボックス-4

安重 ― S/― ・PP：監視装
置等

―
・SG：監視装
置等

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・SG設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・SG設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・SG設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，SG設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

―
当該申請対象設備は静的機
器であり，核燃料物質の移
動等の動作はないため，対

象外

―
（SG設備の監視装置等は，
検認作業はないため，対象

外）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

・申請対象設備は，SG設備
の保守，点検のスペースを
確保できるよう，配置場所
を考慮した設計とする。
・SG設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・SG設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

―

422
核燃料物質
の貯蔵施設

―
製品ペレッ
ト貯蔵設備

― ―
製品ペレット貯蔵棚グ
ローブボックス-5

安重 ― S/― ・PP：監視装
置等

―
・SG：監視装
置等

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・SG設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・SG設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・SG設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，SG設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

―
当該申請対象設備は静的機
器であり，核燃料物質の移
動等の動作はないため，対

象外

―
（SG設備の監視装置等は，
検認作業はないため，対象

外）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

・申請対象設備は，SG設備
の保守，点検のスペースを
確保できるよう，配置場所
を考慮した設計とする。
・SG設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・SG設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

―

429
核燃料物質
の貯蔵施設

―
製品ペレッ
ト貯蔵設備

― ―
ペレット保管容器受渡装
置グローブボックス-1

安重 ― S/― ・PP：監視装
置等

―
・SG：監視装
置等

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・SG設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・SG設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・SG設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，SG設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

―
当該申請対象設備は静的機
器であり，核燃料物質の移
動等の動作はないため，対

象外

―
（SG設備の監視装置等は，
検認作業はないため，対象

外）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

・申請対象設備は，SG設備
の保守，点検のスペースを
確保できるよう，配置場所
を考慮した設計とする。
・SG設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・SG設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

―

113



第2回申請対象設備とPP設備及びSG設備の相互影響の考慮（20/32） 別添4

番号 機器 ＤＢ区分 ＳＡ区分 耐震設計
PP設備

設置状況

PP設備への影響 申請対象設備への影響 SG設備への影響 PP設備への影響

番号 施設区分① 施設区分② 設備区分① 設備区分② 設備区分③ 機器 ＤＢ区分 ＳＡ区分 耐震設計
技術基準要求の達成

（PP設備から）
技術基準要求の達成

（SG設備から）
PP設備による監視への影響

（申請対象設備から）
SG設備による監視への影響

（申請対象設備から）

申請対象設備の運転時の動
作範囲における他設備の干

渉
（SG設備から）

検認作業での他設備の干渉
（申請対象設備から）

申請対象設備の保守，点検
のスペース確保への影響

（PP設備から）

申請対象設備の保守，点検
のスペース確保への影響

（SG設備から）

他設備の点検時の電源確保
（申請対象設備から）

SG設備の保守，点検のス
ペース確保への影響，他設

備の点検時の電源確保
（申請対象設備から）

施設区分 設備区分 SG設備設置状況

SG設備への影響

保守，点検の観点

周辺に設置さ
れるPP設備

補足申請対象設備
と一体となっ
て設置される

SG設備

周辺に設置さ
れるSG設備

申請対象設備への影響 SG設備への影響 申請対象設備への影響

設備の設置の観点 運転，検認等の観点

430
核燃料物質
の貯蔵施設

―
製品ペレッ
ト貯蔵設備

― ―
ペレット保管容器受渡装
置グローブボックス-2

安重 ― S/― ・PP：監視装
置等

―
・SG：監視装
置等

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・SG設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・SG設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・SG設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，SG設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

―
当該申請対象設備は静的機
器であり，核燃料物質の移
動等の動作はないため，対

象外

―
（SG設備の監視装置等は，
検認作業はないため，対象

外）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

・申請対象設備は，SG設備
の保守，点検のスペースを
確保できるよう，配置場所
を考慮した設計とする。
・SG設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・SG設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

―

436
核燃料物質
の貯蔵施設

―
燃料棒貯蔵
設備

― ― 燃料棒貯蔵棚-1 安重 ― B,B-3/― ・PP：監視装
置等

―
・SG：監視装
置等

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・SG設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・SG設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・SG設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，SG設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

―
当該申請対象設備は静的機
器であり，核燃料物質の移
動等の動作はないため，対

象外

―
（SG設備の監視装置等は，
検認作業はないため，対象

外）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

・申請対象設備は，SG設備
の保守，点検のスペースを
確保できるよう，配置場所
を考慮した設計とする。
・SG設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・SG設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

―

437
核燃料物質
の貯蔵施設

―
燃料棒貯蔵
設備

― ― 燃料棒貯蔵棚-2 安重 ― B,B-3/― ・PP：監視装
置等

―
・SG：監視装
置等

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・SG設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・SG設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・SG設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，SG設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

―
当該申請対象設備は静的機
器であり，核燃料物質の移
動等の動作はないため，対

象外

―
（SG設備の監視装置等は，
検認作業はないため，対象

外）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

・申請対象設備は，SG設備
の保守，点検のスペースを
確保できるよう，配置場所
を考慮した設計とする。
・SG設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・SG設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

―

438
核燃料物質
の貯蔵施設

―
燃料棒貯蔵
設備

― ― 貯蔵マガジン入出庫装置 非安重 ― B-1/― ・PP：監視装
置等

―
・SG：監視装
置等

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・SG設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・SG設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・SG設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，SG設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

・SG設備は，申請対象設備
の核燃料物質の移動等にお
ける設備の動作，監視に影
響を与えない場所に設置す
る。

―
（SG設備の監視装置等は，
検認作業はないため，対象

外）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

・申請対象設備は，SG設備
の保守，点検のスペースを
確保できるよう，配置場所
を考慮した設計とする。
・SG設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・SG設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

―

439
核燃料物質
の貯蔵施設

―
燃料棒貯蔵
設備

― ― ウラン燃料棒収容装置 非安重 ― C/― ・PP：監視装
置等

―

・SG:燃料棒
用NDA（NMGM-
2）
・SG：監視装
置等

※NMGM
（Nuclear
Material
Gate
Monitor）：
燃料棒通過検
知器

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・SG設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・SG設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・SG設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。
・SG設備は申請対象設備の点検
時に作業員がSG設備を不用意に
破損することがない配置とす
る。また、必要に応じて、破損
しにくい構造（封印カバー等）
とする。（SG：NMGM-2）

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，SG設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

・SG設備は，申請対象設備
の核燃料物質の移動等にお
ける設備の動作，監視に影
響を与えない場所に設置す
る。
・SG設備は申請対象設備の
運転条件（搬送する核物質
量、搬送速度等）で、保障
措置上要求される検出限界
の放射線量を検出可能な設
計とする（SG：NMGM-2）。

・申請対象設備は，SG設備
の検認作業における検出方
法，検出条件（検出時
間），検出場所を考慮した
配置とし，搬送速度を制御
可能な設計とする。（SG：
NMGM-2）。

なお，SG設備の監視装置等
は，検認作業はないため，
対象外

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

・ウラン燃料棒収容装置
は，NMGM-2の設置計画箇所
にはメンテナンス品が存在
しないことから、影響は無
い設計となっている。
・SG設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・SG設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

⑪
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第2回申請対象設備とPP設備及びSG設備の相互影響の考慮（21/32） 別添4

番号 機器 ＤＢ区分 ＳＡ区分 耐震設計
PP設備

設置状況

PP設備への影響 申請対象設備への影響 SG設備への影響 PP設備への影響

番号 施設区分① 施設区分② 設備区分① 設備区分② 設備区分③ 機器 ＤＢ区分 ＳＡ区分 耐震設計
技術基準要求の達成

（PP設備から）
技術基準要求の達成

（SG設備から）
PP設備による監視への影響

（申請対象設備から）
SG設備による監視への影響

（申請対象設備から）

申請対象設備の運転時の動
作範囲における他設備の干

渉
（SG設備から）

検認作業での他設備の干渉
（申請対象設備から）

申請対象設備の保守，点検
のスペース確保への影響

（PP設備から）

申請対象設備の保守，点検
のスペース確保への影響

（SG設備から）

他設備の点検時の電源確保
（申請対象設備から）

SG設備の保守，点検のス
ペース確保への影響，他設

備の点検時の電源確保
（申請対象設備から）

施設区分 設備区分 SG設備設置状況

SG設備への影響

保守，点検の観点

周辺に設置さ
れるPP設備

補足申請対象設備
と一体となっ
て設置される

SG設備

周辺に設置さ
れるSG設備

申請対象設備への影響 SG設備への影響 申請対象設備への影響

設備の設置の観点 運転，検認等の観点

440
核燃料物質
の貯蔵施設

―
燃料棒貯蔵
設備

― ―
遮蔽扉（燃料棒貯蔵設
備）

非安重 ― C/― ・PP：監視装
置等

―

・SG:燃料棒
用NDA（NMGM-
2）
・SG：監視装
置等

※NMGM
（Nuclear
Material
Gate
Monitor）：
燃料棒通過検
知器

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・SG設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・SG設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・SG設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。
・SG設備は申請対象設備の点検
時に作業員がSG設備を不用意に
破損することがない配置とす
る。また、必要に応じて、破損
しにくい構造（封印カバー等）
とする。（SG：NMGM-2）

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，SG設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

・SG設備は，申請対象設備
の核燃料物質の移動等にお
ける設備の動作，監視に影
響を与えない場所に設置す
る。
・SG設備は申請対象設備の
運転条件（搬送する核物質
量、搬送速度等）で、保障
措置上要求される検出限界
の放射線量を検出可能な設
計とする（SG：NMGM-2）。

・申請対象設備は，SG設備
の検認作業における検出方
法，検出条件（検出時
間），検出場所を考慮した
配置とし，搬送速度を制御
可能な設計とする。（SG：
NMGM-2）。

なお，SG設備の監視装置等
は，検認作業はないため，
対象外

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

・遮蔽扉は，NMGM-2の設置
計画箇所にはメンテナンス
品が存在しないことから、
影響は無い設計となってい
る。
・SG設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・SG設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

⑪

758
その他の加
工施設

―

核燃料物質
の検査設備
及び計量設
備

核燃料物質
の検査設備

分析設備 気送装置 非安重 ― C,C-1/― ・PP：監視装
置等

―
・SG：監視装
置等

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・SG設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・SG設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・SG設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，SG設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

・SG設備は，申請対象設備
の核燃料物質の移動等にお
ける設備の動作，監視に影
響を与えない場所に設置す
る。

―
（SG設備の監視装置等は，
検認作業はないため，対象

外）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

・申請対象設備は，SG設備
の保守，点検のスペースを
確保できるよう，配置場所
を考慮した設計とする。
・SG設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・SG設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

―

759
その他の加
工施設

―

核燃料物質
の検査設備
及び計量設
備

核燃料物質
の検査設備

分析設備
受払装置グローブボック
ス

非安重 ― B-1/― ・PP：監視装
置等

― ―

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

―

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

― ― ―
―

（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

― ―

761
その他の加
工施設

―

核燃料物質
の検査設備
及び計量設
備

核燃料物質
の検査設備

分析設備
プルトニウムスポット検
査装置オープンポート
ボックス

非安重 ― C/― ・PP：監視装
置等

― ―

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

―

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

― ― ―
―

（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

― ―

762
その他の加
工施設

―

核燃料物質
の検査設備
及び計量設
備

核燃料物質
の検査設備

分析設備 フード 非安重 ― C/― ・PP：監視装
置等

―
・SG：監視装
置等

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・SG設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・SG設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・SG設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，SG設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

―
当該申請対象設備は静的機
器であり，核燃料物質の移
動等の動作はないため，対

象外

―
（SG設備の監視装置等は，
検認作業はないため，対象

外）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

・申請対象設備は，SG設備
の保守，点検のスペースを
確保できるよう，配置場所
を考慮した設計とする。
・SG設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・SG設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

―

115



第2回申請対象設備とPP設備及びSG設備の相互影響の考慮（22/32） 別添4

番号 機器 ＤＢ区分 ＳＡ区分 耐震設計
PP設備

設置状況

PP設備への影響 申請対象設備への影響 SG設備への影響 PP設備への影響

番号 施設区分① 施設区分② 設備区分① 設備区分② 設備区分③ 機器 ＤＢ区分 ＳＡ区分 耐震設計
技術基準要求の達成

（PP設備から）
技術基準要求の達成

（SG設備から）
PP設備による監視への影響

（申請対象設備から）
SG設備による監視への影響

（申請対象設備から）

申請対象設備の運転時の動
作範囲における他設備の干

渉
（SG設備から）

検認作業での他設備の干渉
（申請対象設備から）

申請対象設備の保守，点検
のスペース確保への影響

（PP設備から）

申請対象設備の保守，点検
のスペース確保への影響

（SG設備から）

他設備の点検時の電源確保
（申請対象設備から）

SG設備の保守，点検のス
ペース確保への影響，他設

備の点検時の電源確保
（申請対象設備から）

施設区分 設備区分 SG設備設置状況

SG設備への影響

保守，点検の観点

周辺に設置さ
れるPP設備

補足申請対象設備
と一体となっ
て設置される

SG設備

周辺に設置さ
れるSG設備

申請対象設備への影響 SG設備への影響 申請対象設備への影響

設備の設置の観点 運転，検認等の観点

763
その他の加
工施設

―

核燃料物質
の検査設備
及び計量設
備

核燃料物質
の検査設備

分析設備
受払･分配装置グローブ
ボックス

非安重 ― B-1/― ・PP：監視装
置等

―
・SG：監視装
置等

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・SG設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・SG設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・SG設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，SG設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

―
当該申請対象設備は静的機
器であり，核燃料物質の移
動等の動作はないため，対

象外

―
（SG設備の監視装置等は，
検認作業はないため，対象

外）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

・申請対象設備は，SG設備
の保守，点検のスペースを
確保できるよう，配置場所
を考慮した設計とする。
・SG設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・SG設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

―

764
その他の加
工施設

―

核燃料物質
の検査設備
及び計量設
備

核燃料物質
の検査設備

分析設備
試料溶解･調製装置-1グ
ローブボックス-1

非安重 ― B-1/― ・PP：監視装
置等

―
・SG：監視装
置等

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・SG設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・SG設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・SG設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，SG設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

―
当該申請対象設備は静的機
器であり，核燃料物質の移
動等の動作はないため，対

象外

―
（SG設備の監視装置等は，
検認作業はないため，対象

外）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

・申請対象設備は，SG設備
の保守，点検のスペースを
確保できるよう，配置場所
を考慮した設計とする。
・SG設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・SG設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

―

765
その他の加
工施設

―

核燃料物質
の検査設備
及び計量設
備

核燃料物質
の検査設備

分析設備
試料溶解･調製装置-1グ
ローブボックス-2

非安重 ― B-1/― ・PP：監視装
置等

―
・SG：監視装
置等

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・SG設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・SG設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・SG設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，SG設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

―
当該申請対象設備は静的機
器であり，核燃料物質の移
動等の動作はないため，対

象外

―
（SG設備の監視装置等は，
検認作業はないため，対象

外）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

・申請対象設備は，SG設備
の保守，点検のスペースを
確保できるよう，配置場所
を考慮した設計とする。
・SG設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・SG設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

―

766
その他の加
工施設

―

核燃料物質
の検査設備
及び計量設
備

核燃料物質
の検査設備

分析設備
試料溶解･調製装置-2グ
ローブボックス-1

非安重 ― B-1/― ・PP：監視装
置等

― ―

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

―

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

― ― ―
―

（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

― ―

767
その他の加
工施設

―

核燃料物質
の検査設備
及び計量設
備

核燃料物質
の検査設備

分析設備
試料溶解･調製装置-2グ
ローブボックス-2

非安重 ― B-1/― ・PP：監視装
置等

― ―

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

―

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

― ― ―
―

（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

― ―

768
その他の加
工施設

―

核燃料物質
の検査設備
及び計量設
備

核燃料物質
の検査設備

分析設備
試料溶解･調製装置-2グ
ローブボックス-3

非安重 ― B-1/― ・PP：監視装
置等

― ―

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

―

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

― ― ―
―

（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

― ―

116



第2回申請対象設備とPP設備及びSG設備の相互影響の考慮（23/32） 別添4

番号 機器 ＤＢ区分 ＳＡ区分 耐震設計
PP設備

設置状況

PP設備への影響 申請対象設備への影響 SG設備への影響 PP設備への影響

番号 施設区分① 施設区分② 設備区分① 設備区分② 設備区分③ 機器 ＤＢ区分 ＳＡ区分 耐震設計
技術基準要求の達成

（PP設備から）
技術基準要求の達成

（SG設備から）
PP設備による監視への影響

（申請対象設備から）
SG設備による監視への影響

（申請対象設備から）

申請対象設備の運転時の動
作範囲における他設備の干

渉
（SG設備から）

検認作業での他設備の干渉
（申請対象設備から）

申請対象設備の保守，点検
のスペース確保への影響

（PP設備から）

申請対象設備の保守，点検
のスペース確保への影響

（SG設備から）

他設備の点検時の電源確保
（申請対象設備から）

SG設備の保守，点検のス
ペース確保への影響，他設

備の点検時の電源確保
（申請対象設備から）

施設区分 設備区分 SG設備設置状況

SG設備への影響

保守，点検の観点

周辺に設置さ
れるPP設備

補足申請対象設備
と一体となっ
て設置される

SG設備

周辺に設置さ
れるSG設備

申請対象設備への影響 SG設備への影響 申請対象設備への影響

設備の設置の観点 運転，検認等の観点

769
その他の加
工施設

―

核燃料物質
の検査設備
及び計量設
備

核燃料物質
の検査設備

分析設備
スパイク試料調製装置-1
グローブボックス-1

非安重 ― B-1/― ・PP：監視装
置等

―
・SG：監視装
置等

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・SG設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・SG設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・SG設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，SG設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

―
当該申請対象設備は静的機
器であり，核燃料物質の移
動等の動作はないため，対

象外

―
（SG設備の監視装置等は，
検認作業はないため，対象

外）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

・申請対象設備は，SG設備
の保守，点検のスペースを
確保できるよう，配置場所
を考慮した設計とする。
・SG設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・SG設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

―

770
その他の加
工施設

―

核燃料物質
の検査設備
及び計量設
備

核燃料物質
の検査設備

分析設備
スパイク試料調製装置-1
グローブボックス-2

非安重 ― B-1/― ・PP：監視装
置等

―
・SG：監視装
置等

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・SG設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・SG設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・SG設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，SG設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

―
当該申請対象設備は静的機
器であり，核燃料物質の移
動等の動作はないため，対

象外

―
（SG設備の監視装置等は，
検認作業はないため，対象

外）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

・申請対象設備は，SG設備
の保守，点検のスペースを
確保できるよう，配置場所
を考慮した設計とする。
・SG設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・SG設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

―

771
その他の加
工施設

―

核燃料物質
の検査設備
及び計量設
備

核燃料物質
の検査設備

分析設備
スパイク試料調製装置-2
グローブボックス-1

非安重 ― B-1/― ・PP：監視装
置等

―
・SG：監視装
置等

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・SG設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・SG設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・SG設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，SG設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

―
当該申請対象設備は静的機
器であり，核燃料物質の移
動等の動作はないため，対

象外

―
（SG設備の監視装置等は，
検認作業はないため，対象

外）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

・申請対象設備は，SG設備
の保守，点検のスペースを
確保できるよう，配置場所
を考慮した設計とする。
・SG設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・SG設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

―

772
その他の加
工施設

―

核燃料物質
の検査設備
及び計量設
備

核燃料物質
の検査設備

分析設備
スパイク試料調製装置-2
グローブボックス-2

非安重 ― B-1/― ・PP：監視装
置等

―
・SG：監視装
置等

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・SG設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・SG設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・SG設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，SG設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

―
当該申請対象設備は静的機
器であり，核燃料物質の移
動等の動作はないため，対

象外

―
（SG設備の監視装置等は，
検認作業はないため，対象

外）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

・申請対象設備は，SG設備
の保守，点検のスペースを
確保できるよう，配置場所
を考慮した設計とする。
・SG設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・SG設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

―

773
その他の加
工施設

―

核燃料物質
の検査設備
及び計量設
備

核燃料物質
の検査設備

分析設備
スパイク試料調製装置-3
グローブボックス-1

非安重 ― B-1/― ・PP：監視装
置等

―
・SG：監視装
置等

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・SG設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・SG設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・SG設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，SG設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

―
当該申請対象設備は静的機
器であり，核燃料物質の移
動等の動作はないため，対

象外

―
（SG設備の監視装置等は，
検認作業はないため，対象

外）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

・申請対象設備は，SG設備
の保守，点検のスペースを
確保できるよう，配置場所
を考慮した設計とする。
・SG設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・SG設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

―

774
その他の加
工施設

―

核燃料物質
の検査設備
及び計量設
備

核燃料物質
の検査設備

分析設備
スパイク試料調製装置-3
グローブボックス-2

非安重 ― B-1/― ・PP：監視装
置等

―
・SG：監視装
置等

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・SG設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・SG設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・SG設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，SG設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

―
当該申請対象設備は静的機
器であり，核燃料物質の移
動等の動作はないため，対

象外

―
（SG設備の監視装置等は，
検認作業はないため，対象

外）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

・申請対象設備は，SG設備
の保守，点検のスペースを
確保できるよう，配置場所
を考慮した設計とする。
・SG設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・SG設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

―
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第2回申請対象設備とPP設備及びSG設備の相互影響の考慮（24/32） 別添4

番号 機器 ＤＢ区分 ＳＡ区分 耐震設計
PP設備

設置状況

PP設備への影響 申請対象設備への影響 SG設備への影響 PP設備への影響

番号 施設区分① 施設区分② 設備区分① 設備区分② 設備区分③ 機器 ＤＢ区分 ＳＡ区分 耐震設計
技術基準要求の達成

（PP設備から）
技術基準要求の達成

（SG設備から）
PP設備による監視への影響

（申請対象設備から）
SG設備による監視への影響

（申請対象設備から）

申請対象設備の運転時の動
作範囲における他設備の干

渉
（SG設備から）

検認作業での他設備の干渉
（申請対象設備から）

申請対象設備の保守，点検
のスペース確保への影響

（PP設備から）

申請対象設備の保守，点検
のスペース確保への影響

（SG設備から）

他設備の点検時の電源確保
（申請対象設備から）

SG設備の保守，点検のス
ペース確保への影響，他設

備の点検時の電源確保
（申請対象設備から）

施設区分 設備区分 SG設備設置状況

SG設備への影響

保守，点検の観点

周辺に設置さ
れるPP設備

補足申請対象設備
と一体となっ
て設置される

SG設備

周辺に設置さ
れるSG設備

申請対象設備への影響 SG設備への影響 申請対象設備への影響

設備の設置の観点 運転，検認等の観点

775
その他の加
工施設

―

核燃料物質
の検査設備
及び計量設
備

核燃料物質
の検査設備

分析設備
スパイキング装置グロー
ブボックス-1

非安重 ― B-1/― ・PP：監視装
置等

―
・SG：監視装
置等

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・SG設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・SG設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・SG設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，SG設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

―
当該申請対象設備は静的機
器であり，核燃料物質の移
動等の動作はないため，対

象外

―
（SG設備の監視装置等は，
検認作業はないため，対象

外）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

・申請対象設備は，SG設備
の保守，点検のスペースを
確保できるよう，配置場所
を考慮した設計とする。
・SG設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・SG設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

―

776
その他の加
工施設

―

核燃料物質
の検査設備
及び計量設
備

核燃料物質
の検査設備

分析設備
スパイキング装置グロー
ブボックス-2

非安重 ― B-1/― ・PP：監視装
置等

―
・SG：監視装
置等

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・SG設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・SG設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・SG設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，SG設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

―
当該申請対象設備は静的機
器であり，核燃料物質の移
動等の動作はないため，対

象外

―
（SG設備の監視装置等は，
検認作業はないため，対象

外）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

・申請対象設備は，SG設備
の保守，点検のスペースを
確保できるよう，配置場所
を考慮した設計とする。
・SG設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・SG設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

―

777
その他の加
工施設

―

核燃料物質
の検査設備
及び計量設
備

核燃料物質
の検査設備

分析設備
イオン交換装置グローブ
ボックス-1

非安重 ― B-1/― ・PP：監視装
置等

―
・SG：監視装
置等

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・SG設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・SG設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・SG設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，SG設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

―
当該申請対象設備は静的機
器であり，核燃料物質の移
動等の動作はないため，対

象外

―
（SG設備の監視装置等は，
検認作業はないため，対象

外）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

・申請対象設備は，SG設備
の保守，点検のスペースを
確保できるよう，配置場所
を考慮した設計とする。
・SG設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・SG設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

―

778
その他の加
工施設

―

核燃料物質
の検査設備
及び計量設
備

核燃料物質
の検査設備

分析設備
イオン交換装置グローブ
ボックス-2

非安重 ― B-1/― ・PP：監視装
置等

―
・SG：監視装
置等

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・SG設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・SG設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・SG設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，SG設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

―
当該申請対象設備は静的機
器であり，核燃料物質の移
動等の動作はないため，対

象外

―
（SG設備の監視装置等は，
検認作業はないため，対象

外）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

・申請対象設備は，SG設備
の保守，点検のスペースを
確保できるよう，配置場所
を考慮した設計とする。
・SG設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・SG設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

―

779
その他の加
工施設

―

核燃料物質
の検査設備
及び計量設
備

核燃料物質
の検査設備

分析設備
試料塗布装置グローブ
ボックス

非安重 ― B-1/― ・PP：監視装
置等

―
・SG：監視装
置等

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・SG設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・SG設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・SG設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，SG設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

―
当該申請対象設備は静的機
器であり，核燃料物質の移
動等の動作はないため，対

象外

―
（SG設備の監視装置等は，
検認作業はないため，対象

外）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

・申請対象設備は，SG設備
の保守，点検のスペースを
確保できるよう，配置場所
を考慮した設計とする。
・SG設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・SG設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

―

780
その他の加
工施設

―

核燃料物質
の検査設備
及び計量設
備

核燃料物質
の検査設備

分析設備
α線測定装置グローブ
ボックス

非安重 ― B-1/― ・PP：監視装
置等

―
・SG：監視装
置等

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・SG設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・SG設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・SG設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，SG設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

―
当該申請対象設備は静的機
器であり，核燃料物質の移
動等の動作はないため，対

象外

―
（SG設備の監視装置等は，
検認作業はないため，対象

外）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

・申請対象設備は，SG設備
の保守，点検のスペースを
確保できるよう，配置場所
を考慮した設計とする。
・SG設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・SG設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

―
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第2回申請対象設備とPP設備及びSG設備の相互影響の考慮（25/32） 別添4

番号 機器 ＤＢ区分 ＳＡ区分 耐震設計
PP設備

設置状況

PP設備への影響 申請対象設備への影響 SG設備への影響 PP設備への影響

番号 施設区分① 施設区分② 設備区分① 設備区分② 設備区分③ 機器 ＤＢ区分 ＳＡ区分 耐震設計
技術基準要求の達成

（PP設備から）
技術基準要求の達成

（SG設備から）
PP設備による監視への影響

（申請対象設備から）
SG設備による監視への影響

（申請対象設備から）

申請対象設備の運転時の動
作範囲における他設備の干

渉
（SG設備から）

検認作業での他設備の干渉
（申請対象設備から）

申請対象設備の保守，点検
のスペース確保への影響

（PP設備から）

申請対象設備の保守，点検
のスペース確保への影響

（SG設備から）

他設備の点検時の電源確保
（申請対象設備から）

SG設備の保守，点検のス
ペース確保への影響，他設

備の点検時の電源確保
（申請対象設備から）

施設区分 設備区分 SG設備設置状況

SG設備への影響

保守，点検の観点

周辺に設置さ
れるPP設備

補足申請対象設備
と一体となっ
て設置される

SG設備

周辺に設置さ
れるSG設備

申請対象設備への影響 SG設備への影響 申請対象設備への影響

設備の設置の観点 運転，検認等の観点

781
その他の加
工施設

―

核燃料物質
の検査設備
及び計量設
備

核燃料物質
の検査設備

分析設備
γ線測定装置グローブ
ボックス

非安重 ― B-1/― ・PP：監視装
置等

―
・SG：監視装
置等

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・SG設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・SG設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・SG設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，SG設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

―
当該申請対象設備は静的機
器であり，核燃料物質の移
動等の動作はないため，対

象外

―
（SG設備の監視装置等は，
検認作業はないため，対象

外）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

・申請対象設備は，SG設備
の保守，点検のスペースを
確保できるよう，配置場所
を考慮した設計とする。
・SG設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・SG設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

―

782
その他の加
工施設

―

核燃料物質
の検査設備
及び計量設
備

核燃料物質
の検査設備

分析設備
蛍光Ｘ線分析装置グロー
ブボックス

非安重 ― B-1/― ・PP：監視装
置等

―
・SG：監視装
置等

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・SG設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・SG設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・SG設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，SG設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

―
当該申請対象設備は静的機
器であり，核燃料物質の移
動等の動作はないため，対

象外

―
（SG設備の監視装置等は，
検認作業はないため，対象

外）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

・申請対象設備は，SG設備
の保守，点検のスペースを
確保できるよう，配置場所
を考慮した設計とする。
・SG設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・SG設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

―

783
その他の加
工施設

―

核燃料物質
の検査設備
及び計量設
備

核燃料物質
の検査設備

分析設備
プルトニウム含有率分析
装置グローブボックス

非安重 ― B-1/― ・PP：監視装
置等

―
・SG：監視装
置等

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・SG設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・SG設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・SG設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，SG設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

―
当該申請対象設備は静的機
器であり，核燃料物質の移
動等の動作はないため，対

象外

―
（SG設備の監視装置等は，
検認作業はないため，対象

外）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

・申請対象設備は，SG設備
の保守，点検のスペースを
確保できるよう，配置場所
を考慮した設計とする。
・SG設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・SG設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

―

784
その他の加
工施設

―

核燃料物質
の検査設備
及び計量設
備

核燃料物質
の検査設備

分析設備
質量分析装置Bグローブ
ボックス

非安重 ― B-1/― ・PP：監視装
置等

―
・SG：監視装
置等

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・SG設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・SG設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・SG設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，SG設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

―
当該申請対象設備は静的機
器であり，核燃料物質の移
動等の動作はないため，対

象外

―
（SG設備の監視装置等は，
検認作業はないため，対象

外）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

・申請対象設備は，SG設備
の保守，点検のスペースを
確保できるよう，配置場所
を考慮した設計とする。
・SG設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・SG設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

―

785
その他の加
工施設

―

核燃料物質
の検査設備
及び計量設
備

核燃料物質
の検査設備

分析設備
質量分析装置Cグローブ
ボックス

非安重 ― B-1/― ・PP：監視装
置等

―
・SG：監視装
置等

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・SG設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・SG設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・SG設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，SG設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

―
当該申請対象設備は静的機
器であり，核燃料物質の移
動等の動作はないため，対

象外

―
（SG設備の監視装置等は，
検認作業はないため，対象

外）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

・申請対象設備は，SG設備
の保守，点検のスペースを
確保できるよう，配置場所
を考慮した設計とする。
・SG設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・SG設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

―

786
その他の加
工施設

―

核燃料物質
の検査設備
及び計量設
備

核燃料物質
の検査設備

分析設備
質量分析装置Dグローブ
ボックス

非安重 ― B-1/― ・PP：監視装
置等

―
・SG：監視装
置等

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・SG設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・SG設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・SG設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，SG設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

―
当該申請対象設備は静的機
器であり，核燃料物質の移
動等の動作はないため，対

象外

―
（SG設備の監視装置等は，
検認作業はないため，対象

外）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

・申請対象設備は，SG設備
の保守，点検のスペースを
確保できるよう，配置場所
を考慮した設計とする。
・SG設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・SG設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

―
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第2回申請対象設備とPP設備及びSG設備の相互影響の考慮（26/32） 別添4

番号 機器 ＤＢ区分 ＳＡ区分 耐震設計
PP設備

設置状況

PP設備への影響 申請対象設備への影響 SG設備への影響 PP設備への影響

番号 施設区分① 施設区分② 設備区分① 設備区分② 設備区分③ 機器 ＤＢ区分 ＳＡ区分 耐震設計
技術基準要求の達成

（PP設備から）
技術基準要求の達成

（SG設備から）
PP設備による監視への影響

（申請対象設備から）
SG設備による監視への影響

（申請対象設備から）

申請対象設備の運転時の動
作範囲における他設備の干

渉
（SG設備から）

検認作業での他設備の干渉
（申請対象設備から）

申請対象設備の保守，点検
のスペース確保への影響

（PP設備から）

申請対象設備の保守，点検
のスペース確保への影響

（SG設備から）

他設備の点検時の電源確保
（申請対象設備から）

SG設備の保守，点検のス
ペース確保への影響，他設

備の点検時の電源確保
（申請対象設備から）

施設区分 設備区分 SG設備設置状況

SG設備への影響

保守，点検の観点

周辺に設置さ
れるPP設備

補足申請対象設備
と一体となっ
て設置される

SG設備

周辺に設置さ
れるSG設備

申請対象設備への影響 SG設備への影響 申請対象設備への影響

設備の設置の観点 運転，検認等の観点

787
その他の加
工施設

―

核燃料物質
の検査設備
及び計量設
備

核燃料物質
の検査設備

分析設備
質量分析装置Eグローブ
ボックス

非安重 ― B-1/― ・PP：監視装
置等

―
・SG：監視装
置等

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・SG設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・SG設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・SG設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，SG設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

―
当該申請対象設備は静的機
器であり，核燃料物質の移
動等の動作はないため，対

象外

―
（SG設備の監視装置等は，
検認作業はないため，対象

外）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

・申請対象設備は，SG設備
の保守，点検のスペースを
確保できるよう，配置場所
を考慮した設計とする。
・SG設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・SG設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

―

788
その他の加
工施設

―

核燃料物質
の検査設備
及び計量設
備

核燃料物質
の検査設備

分析設備
収去試料受払装置グロー
ブボックス

非安重 ― B-1/― ・PP：監視装
置等

―

・SG:査察機
器（AVIS 測
定装置）
・SG:査察現
場キャビネッ
ト（LC-20A）
・SG：監視装
置等

※AVIS
（Advanced
Verification
for
Inventory
Samples
system）：査
察試料測定装
置

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・SG設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・AVISについては、当該測定装
置は当該GBの下部に設置される
が、メンテナンス時はAVISを分
割してGB下部から移動させるこ
とができるため、相互の保守性
に影響は無い。また， GBと
AVISが干渉しないよう，クリア
ランスを確保した配置としてい
る。
・SG設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・SG設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。
・SG設備は申請対象設備の点検
時に作業員がSG設備を不用意に
破損することがない配置とす
る。また、必要に応じて、破損
しにくい構造（封印カバー等）
とする。（SG：AVIS 測定装
置，LC-20A）

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，SG設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

なお，査察現場キャビネッ
トは，検出器等がなく，SG
設備による監視への影響を
及ぼさないため対象外

・SG設備は，運転員により
査察試料を設置し，計測す
ることから，申請対象設備
の核燃料物質の移動等にお
ける設備の動作，監視に影
響を与えるものの対象では
ない

なお，キャビネットは，グ
ローブボックス外にあるた
め，核燃料物質の移動等に
よる設備の動作，核燃料物
質の運転上の監視に影響を
及びさないため，対象外

・SG設備は，運転員により
査察試料を測定することか
ら，申請対象設備から検認
作業における他設備の干渉
を受ける対象ではない。
（SG：AVIS 測定装置）。

なお，キャビネットは，検
出器等はなく，検認作業で
の他設備の干渉はないた
め，対象外

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

・AVISは，AVISを分割して
GB下部から移動させること
ができるため、申請対象設
備がAVISの保守，点検に影
響を及ぼすことはない。。
また， GBとAVISが干渉し
ないよう，クリアランスを
確保した配置としている。
・申請対象設備は，査察現
場キャビネットの保守，点
検のスペースを確保できる
よう，配置場所を考慮した
設計とする。
・SG設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・SG設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

⑫

789
その他の加
工施設

―

核燃料物質
の検査設備
及び計量設
備

核燃料物質
の検査設備

分析設備
収去試料調製装置グロー
ブボックス

非安重 ― B-1/― ・PP：監視装
置等

―
・SG：監視装
置等

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・SG設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・SG設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・SG設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，SG設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

―
当該申請対象設備は静的機
器であり，核燃料物質の移
動等の動作はないため，対

象外

―
（SG設備の監視装置等は，
検認作業はないため，対象

外）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

・申請対象設備は，SG設備
の保守，点検のスペースを
確保できるよう，配置場所
を考慮した設計とする。
・SG設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・SG設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

―

790
その他の加
工施設

―

核燃料物質
の検査設備
及び計量設
備

核燃料物質
の検査設備

分析設備
分配装置グローブボック
ス

非安重 ― B-1/― ・PP：監視装
置等

― ―

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

―

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

― ― ―
―

（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

― ―

791
その他の加
工施設

―

核燃料物質
の検査設備
及び計量設
備

核燃料物質
の検査設備

分析設備
塩素・フッ素分析装置グ
ローブボックス

非安重 ― B-1/― ・PP：監視装
置等

― ―

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

―

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

― ― ―
―

（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

― ―

120



第2回申請対象設備とPP設備及びSG設備の相互影響の考慮（27/32） 別添4

番号 機器 ＤＢ区分 ＳＡ区分 耐震設計
PP設備

設置状況

PP設備への影響 申請対象設備への影響 SG設備への影響 PP設備への影響

番号 施設区分① 施設区分② 設備区分① 設備区分② 設備区分③ 機器 ＤＢ区分 ＳＡ区分 耐震設計
技術基準要求の達成

（PP設備から）
技術基準要求の達成

（SG設備から）
PP設備による監視への影響

（申請対象設備から）
SG設備による監視への影響

（申請対象設備から）

申請対象設備の運転時の動
作範囲における他設備の干

渉
（SG設備から）

検認作業での他設備の干渉
（申請対象設備から）

申請対象設備の保守，点検
のスペース確保への影響

（PP設備から）

申請対象設備の保守，点検
のスペース確保への影響

（SG設備から）

他設備の点検時の電源確保
（申請対象設備から）

SG設備の保守，点検のス
ペース確保への影響，他設

備の点検時の電源確保
（申請対象設備から）

施設区分 設備区分 SG設備設置状況

SG設備への影響

保守，点検の観点

周辺に設置さ
れるPP設備

補足申請対象設備
と一体となっ
て設置される

SG設備

周辺に設置さ
れるSG設備

申請対象設備への影響 SG設備への影響 申請対象設備への影響

設備の設置の観点 運転，検認等の観点

792
その他の加
工施設

―

核燃料物質
の検査設備
及び計量設
備

核燃料物質
の検査設備

分析設備
O/M比測定装置グローブ
ボックス

非安重 ― B-1/― ・PP：監視装
置等

― ―

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

―

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

― ― ―
―

（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

― ―

793
その他の加
工施設

―

核燃料物質
の検査設備
及び計量設
備

核燃料物質
の検査設備

分析設備
水分分析装置グローブ
ボックス

非安重 ― B-1/― ・PP：監視装
置等

― ―

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

―

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

― ― ―
―

（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

― ―

794
その他の加
工施設

―

核燃料物質
の検査設備
及び計量設
備

核燃料物質
の検査設備

分析設備
炭素･硫黄･窒素分析装置
グローブボックス-1

非安重 ― B-1/― ・PP：監視装
置等

― ―

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

―

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

― ― ―
―

（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

― ―

795
その他の加
工施設

―

核燃料物質
の検査設備
及び計量設
備

核燃料物質
の検査設備

分析設備
炭素･硫黄･窒素分析装置
グローブボックス-2

非安重 ― B-1/― ・PP：監視装
置等

― ―

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

―

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

― ― ―
―

（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

― ―

796
その他の加
工施設

―

核燃料物質
の検査設備
及び計量設
備

核燃料物質
の検査設備

分析設備
EPMA分析装置グローブ
ボックス

非安重 ― B-1/― ・PP：監視装
置等

― ―

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

―

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

― ― ―
―

（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

― ―

797
その他の加
工施設

―

核燃料物質
の検査設備
及び計量設
備

核燃料物質
の検査設備

分析設備
ICP-発光分光分析装置グ
ローブボックス

非安重 ― B/― ・PP：監視装
置等

― ―

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

―

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

― ― ―
―

（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

― ―

121



第2回申請対象設備とPP設備及びSG設備の相互影響の考慮（28/32） 別添4

番号 機器 ＤＢ区分 ＳＡ区分 耐震設計
PP設備

設置状況

PP設備への影響 申請対象設備への影響 SG設備への影響 PP設備への影響

番号 施設区分① 施設区分② 設備区分① 設備区分② 設備区分③ 機器 ＤＢ区分 ＳＡ区分 耐震設計
技術基準要求の達成

（PP設備から）
技術基準要求の達成

（SG設備から）
PP設備による監視への影響

（申請対象設備から）
SG設備による監視への影響

（申請対象設備から）

申請対象設備の運転時の動
作範囲における他設備の干

渉
（SG設備から）

検認作業での他設備の干渉
（申請対象設備から）

申請対象設備の保守，点検
のスペース確保への影響

（PP設備から）

申請対象設備の保守，点検
のスペース確保への影響

（SG設備から）

他設備の点検時の電源確保
（申請対象設備から）

SG設備の保守，点検のス
ペース確保への影響，他設

備の点検時の電源確保
（申請対象設備から）

施設区分 設備区分 SG設備設置状況

SG設備への影響

保守，点検の観点

周辺に設置さ
れるPP設備

補足申請対象設備
と一体となっ
て設置される

SG設備

周辺に設置さ
れるSG設備

申請対象設備への影響 SG設備への影響 申請対象設備への影響

設備の設置の観点 運転，検認等の観点

798
その他の加
工施設

―

核燃料物質
の検査設備
及び計量設
備

核燃料物質
の検査設備

分析設備
ICP-質量分析装置グロー
ブボックス

非安重 ― B-1/― ・PP：監視装
置等

― ―

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

―

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

― ― ―
―

（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

― ―

799
その他の加
工施設

―

核燃料物質
の検査設備
及び計量設
備

核燃料物質
の検査設備

分析設備
水素分析装置グローブ
ボックス

非安重 ― B-1/― ・PP：監視装
置等

― ―

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

―

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

― ― ―
―

（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

― ―

800
その他の加
工施設

―

核燃料物質
の検査設備
及び計量設
備

核燃料物質
の検査設備

分析設備
蒸発性不純物測定装置Aグ
ローブボックス

非安重 ― B-1/― ・PP：監視装
置等

― ―

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

―

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

― ― ―
―

（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

― ―

801
その他の加
工施設

―

核燃料物質
の検査設備
及び計量設
備

核燃料物質
の検査設備

分析設備
粉末物性測定装置グロー
ブボックス

非安重 ― B-1/― ・PP：監視装
置等

― ―

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

―

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

― ― ―
―

（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

― ―

802
その他の加
工施設

―

核燃料物質
の検査設備
及び計量設
備

核燃料物質
の検査設備

分析設備
金相試験装置グローブ
ボックス-1

非安重 ― B-1/― ・PP：監視装
置等

― ―

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

―

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

― ― ―
―

（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

― ―

803
その他の加
工施設

―

核燃料物質
の検査設備
及び計量設
備

核燃料物質
の検査設備

分析設備
金相試験装置グローブ
ボックス-2

非安重 ― B-1/― ・PP：監視装
置等

― ―

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

―

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

― ― ―
―

（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

― ―

122
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番号 機器 ＤＢ区分 ＳＡ区分 耐震設計
PP設備

設置状況

PP設備への影響 申請対象設備への影響 SG設備への影響 PP設備への影響

番号 施設区分① 施設区分② 設備区分① 設備区分② 設備区分③ 機器 ＤＢ区分 ＳＡ区分 耐震設計
技術基準要求の達成

（PP設備から）
技術基準要求の達成

（SG設備から）
PP設備による監視への影響

（申請対象設備から）
SG設備による監視への影響

（申請対象設備から）

申請対象設備の運転時の動
作範囲における他設備の干

渉
（SG設備から）

検認作業での他設備の干渉
（申請対象設備から）

申請対象設備の保守，点検
のスペース確保への影響

（PP設備から）

申請対象設備の保守，点検
のスペース確保への影響

（SG設備から）

他設備の点検時の電源確保
（申請対象設備から）

SG設備の保守，点検のス
ペース確保への影響，他設

備の点検時の電源確保
（申請対象設備から）

施設区分 設備区分 SG設備設置状況

SG設備への影響

保守，点検の観点

周辺に設置さ
れるPP設備

補足申請対象設備
と一体となっ
て設置される

SG設備

周辺に設置さ
れるSG設備

申請対象設備への影響 SG設備への影響 申請対象設備への影響

設備の設置の観点 運転，検認等の観点

804
その他の加
工施設

―

核燃料物質
の検査設備
及び計量設
備

核燃料物質
の検査設備

分析設備
プルトニウムスポット検
査装置グローブボックス

非安重 ― B-1/― ・PP：監視装
置等

― ―

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

―

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

― ― ―
―

（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

― ―

805
その他の加
工施設

―

核燃料物質
の検査設備
及び計量設
備

核燃料物質
の検査設備

分析設備
液浸密度測定装置グロー
ブボックス

非安重 ― B-1/― ・PP：監視装
置等

― ―

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

―

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

― ― ―
―

（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

― ―

806
その他の加
工施設

―

核燃料物質
の検査設備
及び計量設
備

核燃料物質
の検査設備

分析設備
熱分析装置グローブボッ
クス

非安重 ― B-1/― ・PP：監視装
置等

― ―

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

―

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

― ― ―
―

（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

― ―

807
その他の加
工施設

―

核燃料物質
の検査設備
及び計量設
備

核燃料物質
の検査設備

分析設備
ペレット溶解性試験装置
グローブボックス-1

非安重 ― B-1/― ・PP：監視装
置等

― ―

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

―

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

― ― ―
―

（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

― ―

808
その他の加
工施設

―

核燃料物質
の検査設備
及び計量設
備

核燃料物質
の検査設備

分析設備
ペレット溶解性試験装置
グローブボックス-2

非安重 ― B-1/― ・PP：監視装
置等

― ―

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

―

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

― ― ―
―

（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

― ―

809
その他の加
工施設

―

核燃料物質
の検査設備
及び計量設
備

核燃料物質
の検査設備

分析設備
Ｘ線回折測定装置グロー
ブボックス

非安重 ― B-1/― ・PP：監視装
置等

― ―

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

―

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

― ― ―
―

（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

― ―

123



第2回申請対象設備とPP設備及びSG設備の相互影響の考慮（30/32） 別添4

番号 機器 ＤＢ区分 ＳＡ区分 耐震設計
PP設備

設置状況

PP設備への影響 申請対象設備への影響 SG設備への影響 PP設備への影響

番号 施設区分① 施設区分② 設備区分① 設備区分② 設備区分③ 機器 ＤＢ区分 ＳＡ区分 耐震設計
技術基準要求の達成

（PP設備から）
技術基準要求の達成

（SG設備から）
PP設備による監視への影響

（申請対象設備から）
SG設備による監視への影響

（申請対象設備から）

申請対象設備の運転時の動
作範囲における他設備の干

渉
（SG設備から）

検認作業での他設備の干渉
（申請対象設備から）

申請対象設備の保守，点検
のスペース確保への影響

（PP設備から）

申請対象設備の保守，点検
のスペース確保への影響

（SG設備から）

他設備の点検時の電源確保
（申請対象設備から）

SG設備の保守，点検のス
ペース確保への影響，他設

備の点検時の電源確保
（申請対象設備から）

施設区分 設備区分 SG設備設置状況

SG設備への影響

保守，点検の観点

周辺に設置さ
れるPP設備

補足申請対象設備
と一体となっ
て設置される

SG設備

周辺に設置さ
れるSG設備

申請対象設備への影響 SG設備への影響 申請対象設備への影響

設備の設置の観点 運転，検認等の観点

810
その他の加
工施設

―

核燃料物質
の検査設備
及び計量設
備

核燃料物質
の検査設備

分析設備
搬送装置-1グローブボッ
クス-1

非安重 ― B-1/― ・PP：監視装
置等

―
・SG：監視装
置等

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・SG設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・SG設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・SG設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，SG設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

―
当該申請対象設備は静的機
器であり，核燃料物質の移
動等の動作はないため，対

象外

―
（SG設備の監視装置等は，
検認作業はないため，対象

外）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

・申請対象設備は，SG設備
の保守，点検のスペースを
確保できるよう，配置場所
を考慮した設計とする。
・SG設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・SG設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

―

811
その他の加
工施設

―

核燃料物質
の検査設備
及び計量設
備

核燃料物質
の検査設備

分析設備
搬送装置-1グローブボッ
クス-2

非安重 ― B-1/― ・PP：監視装
置等

―
・SG：監視装
置等

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・SG設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・SG設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・SG設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，SG設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

―
当該申請対象設備は静的機
器であり，核燃料物質の移
動等の動作はないため，対

象外

―
（SG設備の監視装置等は，
検認作業はないため，対象

外）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

・申請対象設備は，SG設備
の保守，点検のスペースを
確保できるよう，配置場所
を考慮した設計とする。
・SG設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・SG設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

―

812
その他の加
工施設

―

核燃料物質
の検査設備
及び計量設
備

核燃料物質
の検査設備

分析設備
搬送装置-1グローブボッ
クス-3

非安重 ― B-1/― ・PP：監視装
置等

―
・SG：監視装
置等

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・SG設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・SG設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・SG設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，SG設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

―
当該申請対象設備は静的機
器であり，核燃料物質の移
動等の動作はないため，対

象外

―
（SG設備の監視装置等は，
検認作業はないため，対象

外）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

・申請対象設備は，SG設備
の保守，点検のスペースを
確保できるよう，配置場所
を考慮した設計とする。
・SG設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・SG設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

―

813
その他の加
工施設

―

核燃料物質
の検査設備
及び計量設
備

核燃料物質
の検査設備

分析設備
搬送装置-2グローブボッ
クス-1

非安重 ― B-1/― ・PP：監視装
置等

―
・SG：監視装
置等

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・SG設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・SG設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・SG設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，SG設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

―
当該申請対象設備は静的機
器であり，核燃料物質の移
動等の動作はないため，対

象外

―
（SG設備の監視装置等は，
検認作業はないため，対象

外）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

・申請対象設備は，SG設備
の保守，点検のスペースを
確保できるよう，配置場所
を考慮した設計とする。
・SG設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・SG設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

―

814
その他の加
工施設

―

核燃料物質
の検査設備
及び計量設
備

核燃料物質
の検査設備

分析設備
搬送装置-2グローブボッ
クス-2

非安重 ― B-1/― ・PP：監視装
置等

―
・SG：監視装
置等

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・SG設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・SG設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・SG設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，SG設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

―
当該申請対象設備は静的機
器であり，核燃料物質の移
動等の動作はないため，対

象外

―
（SG設備の監視装置等は，
検認作業はないため，対象

外）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

・申請対象設備は，SG設備
の保守，点検のスペースを
確保できるよう，配置場所
を考慮した設計とする。
・SG設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・SG設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

―

815
その他の加
工施設

―

核燃料物質
の検査設備
及び計量設
備

核燃料物質
の検査設備

分析設備
搬送装置-2グローブボッ
クス-3

非安重 ― B-1/― ・PP：監視装
置等

―
・SG：監視装
置等

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・SG設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・SG設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・SG設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

・申請対象設備は，通常時
において，SG設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

―
当該申請対象設備は静的機
器であり，核燃料物質の移
動等の動作はないため，対

象外

―
（SG設備の監視装置等は，
検認作業はないため，対象

外）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―
（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

・申請対象設備は，SG設備
の保守，点検のスペースを
確保できるよう，配置場所
を考慮した設計とする。
・SG設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・SG設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

―
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番号 機器 ＤＢ区分 ＳＡ区分 耐震設計
PP設備

設置状況

PP設備への影響 申請対象設備への影響 SG設備への影響 PP設備への影響

番号 施設区分① 施設区分② 設備区分① 設備区分② 設備区分③ 機器 ＤＢ区分 ＳＡ区分 耐震設計
技術基準要求の達成

（PP設備から）
技術基準要求の達成

（SG設備から）
PP設備による監視への影響

（申請対象設備から）
SG設備による監視への影響

（申請対象設備から）

申請対象設備の運転時の動
作範囲における他設備の干

渉
（SG設備から）

検認作業での他設備の干渉
（申請対象設備から）

申請対象設備の保守，点検
のスペース確保への影響

（PP設備から）

申請対象設備の保守，点検
のスペース確保への影響

（SG設備から）

他設備の点検時の電源確保
（申請対象設備から）

SG設備の保守，点検のス
ペース確保への影響，他設

備の点検時の電源確保
（申請対象設備から）

施設区分 設備区分 SG設備設置状況

SG設備への影響

保守，点検の観点

周辺に設置さ
れるPP設備

補足申請対象設備
と一体となっ
て設置される

SG設備

周辺に設置さ
れるSG設備

申請対象設備への影響 SG設備への影響 申請対象設備への影響

設備の設置の観点 運転，検認等の観点

816
その他の加
工施設

―

核燃料物質
の検査設備
及び計量設
備

核燃料物質
の検査設備

分析設備
搬送装置－3グローブボッ
クス－1

非安重 ― B-1/― ・PP：監視装
置等

― ―

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

―

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

― ― ―
―

（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

― ―

817
その他の加
工施設

―

核燃料物質
の検査設備
及び計量設
備

核燃料物質
の検査設備

分析設備
搬送装置－3グローブボッ
クス－2

非安重 ― B-1/― ・PP：監視装
置等

― ―

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

―

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

― ― ―
―

（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

― ―

818
その他の加
工施設

―

核燃料物質
の検査設備
及び計量設
備

核燃料物質
の検査設備

分析設備
搬送装置－3グローブボッ
クス－3

非安重 ― B-1/― ・PP：監視装
置等

― ―

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

―

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

― ― ―
―

（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

― ―

819
その他の加
工施設

―

核燃料物質
の検査設備
及び計量設
備

核燃料物質
の検査設備

分析設備
搬送装置－3グローブボッ
クス－4

非安重 ― B-1/― ・PP：監視装
置等

― ―

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

―

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

― ― ―
―

（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

― ―

821
その他の加
工施設

―

核燃料物質
の検査設備
及び計量設
備

核燃料物質
の検査設備

分析設備
分析済液中和固液分離グ
ローブボックス

非安重 ― B-1/― ・PP：監視装
置等

― ―

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

―

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

― ― ―
―

（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

― ―

822
その他の加
工施設

―

核燃料物質
の検査設備
及び計量設
備

核燃料物質
の検査設備

分析設備
放射能濃度分析グローブ
ボックス-1

非安重 ― B-1/― ・PP：監視装
置等

― ―

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

―

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

― ― ―
―

（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

― ―
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第2回申請対象設備とPP設備及びSG設備の相互影響の考慮（32/32） 別添4

番号 機器 ＤＢ区分 ＳＡ区分 耐震設計
PP設備

設置状況

PP設備への影響 申請対象設備への影響 SG設備への影響 PP設備への影響

番号 施設区分① 施設区分② 設備区分① 設備区分② 設備区分③ 機器 ＤＢ区分 ＳＡ区分 耐震設計
技術基準要求の達成

（PP設備から）
技術基準要求の達成

（SG設備から）
PP設備による監視への影響

（申請対象設備から）
SG設備による監視への影響

（申請対象設備から）

申請対象設備の運転時の動
作範囲における他設備の干

渉
（SG設備から）

検認作業での他設備の干渉
（申請対象設備から）

申請対象設備の保守，点検
のスペース確保への影響

（PP設備から）

申請対象設備の保守，点検
のスペース確保への影響

（SG設備から）

他設備の点検時の電源確保
（申請対象設備から）

SG設備の保守，点検のス
ペース確保への影響，他設

備の点検時の電源確保
（申請対象設備から）

施設区分 設備区分 SG設備設置状況

SG設備への影響

保守，点検の観点

周辺に設置さ
れるPP設備

補足申請対象設備
と一体となっ
て設置される

SG設備

周辺に設置さ
れるSG設備

申請対象設備への影響 SG設備への影響 申請対象設備への影響

設備の設置の観点 運転，検認等の観点

823
その他の加
工施設

―

核燃料物質
の検査設備
及び計量設
備

核燃料物質
の検査設備

分析設備
放射能濃度分析グローブ
ボックス-2

非安重 ― B-1/― ・PP：監視装
置等

― ―

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

―

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

― ― ―
―

（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

― ―

824
その他の加
工施設

―

核燃料物質
の検査設備
及び計量設
備

核燃料物質
の検査設備

分析設備
ろ過･第1活性炭処理グ
ローブボックス

非安重 ―
B-1，B-2/

―
・PP：監視装
置等

― ―

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

―

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

― ― ―
―

（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

― ―

825
その他の加
工施設

―

核燃料物質
の検査設備
及び計量設
備

核燃料物質
の検査設備

分析設備
第2活性炭･吸着処理グ
ローブボックス

非安重 ―
B-1，B-2/

―
・PP：監視装
置等

― ―

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

―

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

― ― ―
―

（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

― ―

854
その他の加
工施設

―

核燃料物質
の検査設備
及び計量設
備

核燃料物質
の検査設備

分析設備 払出前希釈槽 非安重 ― C/― ・PP：監視装
置等

― ―

(11条29条)
・周囲の設備へ波及的影響を及
ぼさないよう、原則，難燃ケー
ブルを採用し、可燃材は金属で
覆う設計とする。
(14条)
・PP設備は申請対象設備の運転
に影響しないように、申請対象
設備との間に十分なクリアラン
スを確保した設計とする。
・PP設備は申請対象設備のメン
テナンススペースが確保できる
設計とする。配置上スペース確
保が困難な場合は、機器を移動
できる構造とし、申請対象設備
のメンテナンススペースを確保
する。
・PP設備は申請対象設備の点検
等の支障とならない配置および
配線ルートの設計とする。

―

・申請対象設備は，通常時
において，PP設備の監視装
置等の監視範囲に干渉しな
いよう，設置場所を考慮し
た設計とする。

― ― ―
―

（設備の設置の観点の技術
基準規則第14条に示す。）

―

・PP設備は監視が中断され
ないように外部電源喪失時
においても継続して給電さ
れる設計とする。
・PP設備は申請対象設備の
定期保守を考慮し、常用↔
運転予備負荷の切替えが行
われても、機器に継続して
給電される設計とする。

※電源供給に係る設備は，
後次回申請

― ―

― ― ― ― ― ― アクセスルート（PA建屋内 ― ― ―/― ・PP：監視装
置等

― ―

(30条)
・アクセスルート近傍に監視装
置等が設置されるが，転倒した
としてもアクセスルートに必要
な幅が確保できるため，阻害し
ない。また，軽量物となる監視
装置等は，除外が可能であるこ
とから，対象外。

― ― ― ― ― ― ― ― ― ⑬
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補足① 

 

スタック編成設備グローブボックス等周辺のSG設備 

（査察現場キャビネット（LC-15A，LC-15B）） 

 

スタック編成設備グローブボックス及びペレット保管容器搬送装置グローブボックス-8

の周辺に査察現場キャビネット（LC-15A，LC-15B）を設置する。配置関係を第１図に示

す。 

申請対象設備であるスタック編成設備グローブボックス及びペレット保管容器搬送装置

グローブボックス-8とSG設備である査察現場キャビネット（LC-15A，LC-15B）との相互影

響について，補足する。 

 

 

 

第１図 LC-15A及びLC-15B 設置場所 

 

  

スタック編成設備グローブボックス 
ペレット保管容器搬送装置 

グローブボックス-8 
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補足① 

 

1. 設備の設置の観点 

(1) 申請対象設備への影響（技術基準要求の達成） 

a. 11条29条 火災 

査察現場キャビネット（LC-15A，LC-15B）は，原則，難燃ケーブルを採用し，可

燃材は金属で覆う設計とすることで，周辺の申請対象設備への影響を及ぼさない設

計とする。 

b. 14条 安全機能を有する施設 

査察現場キャビネット（LC-15A，LC-15B）は，申請対象設備の運転，点検等に影

響を及ぼさないよう，距離を確保した設計とする。 

査察現場キャビネット（LC-15A，LC-15B）と申請対象設備は，約１ｍのスペース

を確保しており，スタック編成設備グローブボックス及びペレット保管容器搬送装

置グローブボックス-8のグローブポートへのアクセスが可能であることから，査察

現場キャビネット（LC-15A，LC-15B）が申請対象設備の運転，点検等に影響を及ぼ

すことはない。 

また，申請対象設備の運転，点検等に査察現場キャビネット（LC-15A，LC-15B）

の封印をき損させないよう，スペースを確保し，封印カバーを設置する設計とす

る。 

(2) SG設備への影響（SG設備による監視への影響） 

査察現場キャビネット（LC-15A，LC-15B）は，他のSG設備への給電，測定データ等

の収集，保存，伝送を目的に設置する設備であり，検出器等はないことから，申請対

象設備が査察現場キャビネット（LC-15A，LC-15B）の監視範囲を干渉することはな

い。 

 

2. 運転，検認等の観点 

(1) 申請対象設備への影響（申請対象設備の運転時の作業範囲における他設備の干渉） 

査察現場キャビネット（LC-15A，LC-15B）はキャビネットであり，グローブボック

ス外にあるため，核燃料物質の移動等による設備の動作，核燃料物質の運転上の監視

に影響を及ぼすことはない。 

(2) SG設備への影響（検認作業への干渉） 

査察現場キャビネット（LC-15A，LC-15B）はキャビネットであり，検出器等はない

ことから，検認作業への干渉はない。 

 

3. 保守，点検の観点 

(1) 申請対象設備への影響（申請対象設備の保守，点検のスペース確保への影響） 

1.(1)b.項にて示す。 

(2) SG設備への影響（SG設備の保守，点検のスペース確保への影響，他設備の点検時の
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補足① 

 

電源確保） 

査察現場キャビネット（LC-15A，LC-15B）と申請対象設備は，約１ｍのスペースを

確保しており，査察現場キャビネット（LC-15A，LC-15B）の扉の開閉するためのスペ

ースを確保することで，査察現場キャビネット（LC-15A，LC-15B）の保守，点検に影

響を及ぼさない設計とする。査察現場キャビネットの構造を第２図に示す。 

査察現場キャビネットは，監視が中断されないように外部電源喪失時においても継

続的して給電される設計とする。 

また，申請対象設備の定期保守を考慮し，電源の常用と運転予備負荷の切り替えが

行われても，査察現場キャビネットに継続して給電される設計とする。 

査察現場キャビネットへの給電するための設備については，後次回申請のため，後

次回に説明する。 
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補足① 

 

 

第2図 査察監視キャビネット外形図 

・査察現場キャビネット（LC-15A，LC-15B）の保守・点検時に扉

を開放して内部にアクセスできるよう、周囲からの離隔距離を確

保して配置する設計とする。 

・査察現場キャビネット（LC-15A，LC-15B）は，申請対象設備の

運転に影響しないように、申請対象設備との間に十分なクリアラ

ンスを確保した設計とする。 

・監視が中断されないように外部電源喪失時においても継続して

給電されるよう，査察現場キャビネット（LC-15A，LC-15B）はUPS

を有する設計とする。 

・申請対象設備の定期保守を考慮し、常用↔運転予備負荷の切替

えが行われても、査察現場キャビネット（LC-15A，LC-15B）に継

続して給電される設計とする。 

・申請対象設備の点検等の支障とならない配置および配線ルート

の設計とする。 

・申請対象設備の点検時に作業員がSG設備を不用意に破損するこ

とがない配置とする。また、必要に応じて、査察現場キャビネッ

ト（LC-15A，LC-15B）は破損しにくい構造（封印カバー等）とす

る。 
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補足② 

 

ロッドスキャニング装置等周辺のSG設備 

（燃料棒スキャニング装置（FRSS-1，FRSS-2）） 

 

ロッドスキャニング装置及び外観寸法検査装置の周辺に燃料棒スキャニング装置

（FRSS-1，FRSS-2）を設置する。配置関係を第１図に示す。 

申請対象設備であるロッドスキャニング装置及び外観寸法検査装置とSG設備である燃料

棒スキャニング装置（FRSS-1，FRSS-2）との相互影響について，補足する。 

 

 

 

 

 

第1図 FRSS-1及びFRSS-2の設置場所 

 

 

 

 

 

ロッドスキャニング装置A 

外観寸法検査装置 

 

ロッドスキャニング装置B 
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1. 設備の設置の観点 

(1) 申請対象設備への影響（技術基準要求の達成） 

a. 11条29条 火災 

燃料棒スキャニング装置（FRSS-1，FRSS-2）は，原則，難燃ケーブルを採用し，

可燃材は金属で覆う設計とすることで，周辺の申請対象設備へ影響を及ぼさない設

計とする。 

b. 14条 安全機能を有する施設 

燃料棒スキャニング装置（FRSS-1，FRSS-2）は，申請対象設備の運転，点検等に

影響を及ぼさないよう，距離を確保した設計とする。 

ロッドスキャニング装置の点検等により燃料棒スキャニング装置（FRSS-1，

FRSS-2）へ影響がない設計とする。燃料棒スキャニング装置（FRSS-1，FRSS-2）の

至近にはロッドスキャニング装置のローラコンベアがあるが、ローラコンベアは上

側からアクセスすることで燃料棒スキャニング装置（FRSS-1，FRSS-2）の運転，点

検等に影響を及ぼすことはない。燃料棒スキャニング装置（FRSS-1，FRSS-2）の概

略図及び設置スペースを第2図，第3図に示す。 

また，燃料棒スキャニング装置（FRSS-1，FRSS-2）は，ロッドスキャニング装置

の運転，点検等に燃料棒スキャニング装置（FRSS-1，FRSS-2）を不用意に破損する

ことがない配置とする。また、必要に応じて、燃料棒スキャニング装置（FRSS-1，

FRSS-2）は破損しにくい構造（封印カバー等）とする。 

(2) SG設備への影響（SG設備による監視への影響） 

ロッドスキャニング装置は，燃料棒スキャニング装置（FRSS-1，FRSS-2）の監視範

囲を干渉しない配置とする。（第２図） 

また，外観寸法検査装置は，燃料棒スキャニング装置（FRSS-1，FRSS-2）と距離を

確保していることから，燃料棒スキャニング装置（FRSS-1，FRSS-2）の監視範囲を干

渉することはない。（第１図） 

 

2. 運転，検認等の観点 

(1) 申請対象設備への影響（申請対象設備の運転時の作業範囲における他設備の干渉） 

燃料棒スキャニング装置（FRSS-1，FRSS-2）は，ロッドスキャニング装置の燃料棒

の移動等による設備の動作，燃料棒の運転上の監視に影響を及ぼさない場所に設置す

る設計とする。（第２図，第３図） 

また，燃料棒スキャニング装置（FRSS-1，FRSS-2）はロッドスキャニング装置の運

転条件（搬送する核物質量、搬送速度等）で、保障措置上要求される検出限界の放射

線量を検出可能な設計とする。 

なお，外観寸法検査装置への影響としては，燃料棒スキャニング装置（FRSS-2）

は，外観寸法検査装置と距離を確保していることから，燃料棒の移動等による設備の
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動作，燃料棒の運転上の監視に影響を及ぼすことはない。（第１図） 

 

(2) SG設備への影響（検認作業での他設備の干渉） 

ロッドスキャニング装置は，燃料棒スキャニング装置（FRSS-1，FRSS-2）の検認作

業における検出方法，検出条件（検出時間），検出場所を考慮した配置とし，搬送速

度を制御可能な設計とする。 

なお，燃料棒スキャニング装置（FRSS-1，FRSS-2）は，ロッドスキャニング装置の

監視するためのSG設備であることから，外観寸法検査装置による検認作業への影響は

ない。 

 

3. 保守，点検の観点 

(1) 申請対象設備への影響（申請対象設備の保守，点検のスペース確保への影響） 

1.(1)b.項にて示す。 

(2) SG設備への影響（SG設備の保守，点検のスペース確保への影響，他設備の点検時の

電源確保） 

ロッドスキャニング装置は，燃料棒スキャニング装置（FRSS-1，FRSS-2）の保

守，点検に影響がない設置スペースを確保する設計とする。 

また，外観寸法検査装置と燃料棒スキャニング装置（FRSS-2）は距離が確保され

ていることから，外観寸法検査装置が燃料棒スキャニング装置（FRSS-2）の保守，

点検に影響を及ぼすことはない。 

燃料棒スキャニング装置（FRSS-1，FRSS-2）は，監視が中断されないように外部電

源喪失時においても継続して給電される設計とする。 

また，申請対象設備の定期保守を考慮し，電源の常用と運転予備負荷の切り替えが

行われても，燃料棒スキャニング装置（FRSS-1，FRSS-2）に継続して給電される設計

とする。 

燃料棒スキャニング装置（FRSS-1，FRSS-2）への給電するための設備については，

後次回申請のため，後次回に説明する。 
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第2図 FRSS 概略図 
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第3図 FRSS 設置スペース 

・ロッドスキャニング装置は，

点検等によりFRSSへ影響がない

設計とする。（FRSSの至近には

ロッドスキャニング装置のロー

ラコンベアがあるが、ローラコ

ンベアは上側からアクセスする

ことでFRSSの運転，点検等に影

響はない）FRSSは，ロッドスキ

ャニング装置のメンテナンスス

ペースを確保した設計とすると

ともに，ロッドスキャニング装

置の点検時に作業員がFRSSを不

用意に破損することがない配置

とする。また、必要に応じて、

FRSSは破損しにくい構造（封印

カバー等）とする。 

・FRSSは，ロッドスキャニング

装置の運転条件（搬送する核物

質量、搬送速度等）で、保障措

置上要求される検出限界の放射

線量を検出可能な設計とする。

また，ロッドスキャニング装置

の運転に影響しないように十分

なクリアランスを確保する。 

FRSSは，外部電源喪失時におい

ても監視が中断されないよう

に，継続して給電されるよう，

UPSを有する設計とする。 
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燃料棒収容装置等周辺のSG設備 

（貯蔵用燃料棒本数測定装置（FRCA），燃料棒検認装置（FRIS）） 

 

燃料棒収容装置の周辺に貯蔵用燃料棒本数測定装置（FRCA），燃料棒供給装置の周辺に

燃料棒検認装置（FRIS）を設置する。配置関係を第１図に示す。 

申請対象設備である燃料棒収容装置とSG設備である貯蔵用燃料棒本数測定装置（FRCA）

との相互影響及び申請対象設備である燃料棒供給装置とSG設備である燃料棒検認装置

（FRIS）の相互影響について，補足する。 

 

 

 

 

 

 

第1図 FRCA及びFRISの設置場所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

燃料棒収容装置 

燃料棒供給装置 
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1. 設備の設置の観点 

(1) 申請対象設備への影響（技術基準要求の達成） 

a. 11条29条 火災 

貯蔵用燃料棒本数測定装置（FRCA）及び燃料棒検認装置（FRIS）は，原則，難燃

ケーブルを採用し，可燃材は金属で覆う設計とすることで，周辺の申請対象設備へ

の影響を及ぼさない設計とする。 

b. 14条 安全機能を有する施設 

貯蔵用燃料棒本数測定装置（FRCA）及び燃料棒検認装置（FRIS）は，申請対象設

備の運転，点検等に影響を及ぼさないよう，距離を確保した設計とする。 

貯蔵用燃料棒本数測定装置（FRCA）は，燃料棒収容装置の運転，点検に影響がな

いスペース（燃料棒収容装置のメンテナンスに使用しないスペース）に設置するこ

とで，影響を及ぼさない設計とする。貯蔵用燃料棒本数測定装置（FRCA）の概略図

及び設置スペースを第2図，第3図に示す。 

燃料棒検認装置（FRIS）も同様に，燃料棒供給装置の運転，点検が必要ないスペ

ースに設置するスペースを確保することで，影響を及ぼさない設計とする。燃料棒

検認装置（FRIS）の概略図及び設置スペースを第4図，第5図に示す。 

また，申請対象設備の運転，点検等にSG設備の封印をき損させないよう，貯蔵用

燃料棒本数測定装置（FRCA）及び燃料棒検認装置（FRIS）は，封印カバーを設置す

る設計とする。 

(2) SG設備への影響（SG設備による監視への影響） 

燃料棒収容装置は，貯蔵用燃料棒本数測定装置（FRCA）の監視範囲干渉しない配置

とする。（第２図，第３図） 

燃料棒供給装置は，燃料棒検認装置（FRIS）の監視範囲干渉しない配置とする。

（第４図，第５図） 

 

2. 運転，検認等の観点 

(1) 申請対象設備への影響（申請対象設備の運転時の作業範囲における他設備の干渉） 

貯蔵用燃料棒本数測定装置（FRCA）は，燃料棒収容装置の燃料棒の移動等による設

備の動作，燃料棒の運転上の監視に影響を及ぼさない場所に設置する設計とする。

（第２図，第３図） 

また，貯蔵用燃料棒本数測定装置（FRCA）は，燃料棒収容装置の運転条件（搬送す

る核物質量、搬送速度等）で、保障措置上要求される検出限界の放射線量を検出可能

な設計とする。 

燃料棒検認装置（FRIS）は，燃料棒供給装置の燃料棒の移動等による設備の動作，

燃料棒の運転上の監視に影響を及ぼさない場所に設置する設計とする。（第４図，第

５図） 
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また，燃料棒検認装置（FRIS）は，燃料棒供給装置の運転条件（搬送する核物質

量、搬送速度等）で、保障措置上要求される検出限界の放射線量を検出可能な設計と

する。 

(2) SG設備への影響（検認作業での他設備の干渉） 

燃料棒収容装置は，貯蔵用燃料棒本数測定装置（FRCA）の検認作業における検出方

法，検出条件（検出時間），検出場所を考慮した配置とし，搬送速度を制御可能な設

計とする。 

燃料棒供給装置は，燃料棒検認装置（FRIS）の検認作業における検出方法，検出条

件（検出時間），検出場所を考慮した配置とし，搬送速度を制御可能な設計とする。 

 

3. 保守，点検の観点 

(1) 申請対象設備への影響（申請対象設備の保守，点検のスペース確保への影響） 

1.(1)b.項にて示す。 

(2) SG設備への影響（SG設備の保守，点検のスペース確保への影響，他設備の点検時の

電源確保） 

燃料棒収容装置は，貯蔵用燃料棒本数測定装置（FRCA）の保守，点検に影響がな

い設置スペースを確保する設計とする。 

燃料棒供給装置は，燃料棒検認装置（FRIS）の保守，点検に影響がない設置スペ

ースを確保する設計とする。 

貯蔵用燃料棒本数測定装置（FRCA）及び燃料棒検認装置（FRIS）は，監視が中断さ

れないように外部電源喪失時においても継続して給電される設計とする。 

また，申請対象設備の定期保守を考慮し，電源の常用と運転予備負荷の切り替えが

行われても，貯蔵用燃料棒本数測定装置（FRCA）及び燃料棒検認装置（FRIS）に継続

して給電される設計とする。 

貯蔵用燃料棒本数測定装置（FRCA）及び燃料棒検認装置（FRIS）への給電するため

の設備については，後次回申請のため，後次回に説明する。 
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第2図 FRCA 概略図 
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第3図 FRCA 設置スペース

・貯蔵用燃料棒本数測定装置

（FRCA）は，申請対象設備の運

転条件（搬送する核物質量、搬

送速度等）で、保障措置上要求

される検出限界の放射線量を検

出可能な設計とする。 

・貯蔵用燃料棒本数測定装置

（FRCA）は，申請対象設備の運

転に影響しないように十分なク

リアランスを確保した設計とす

る。 

・貯蔵用燃料棒本数測定装置

（FRCA）は，監視が中断されな

いように外部電源喪失時におい

ても継続して給電されるよう，

UPSを有する設計とする。 

・貯蔵用燃料棒本数測定装置

（FRCA）は，申請対象設備の点

検時に作業員がSG設備を不用意

に破損することがない配置とす

る。また、必要に応じて、破損

しにくい構造（封印カバー等）

とする。 

・燃料棒収容装置は，FRCAの点

検等のスペースを確保する設計

とする。 
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第4図 FRIS 概略図 

141



補足③ 

 

 

第5図 FRIS 設置スペース 

 

・燃料棒検認装置（FRIS）は，

申請対象設備の運転条件（搬送

する核物質量、搬送速度等）

で、保障措置上要求される検出

限界の放射線量を検出可能な設

計とする。 

・燃料棒検認装置（FRIS）は，

申請対象設備の運転に影響しな

いように十分なクリアランスを

確保した設計とする。 

・燃料棒検認装置（FRIS）は，

監視が中断されないように外部

電源喪失時においても継続して

給電されるよう，UPSを有する

設計とする。 

・燃料棒検認装置（FRIS）は，

申請対象設備の点検時に作業員

がSG設備を不用意に破損するこ

とがない配置とする。また、必

要に応じて、破損しにくい構造

（封印カバー等）とする。 

・燃料棒供給装置は，燃料棒検

認装置（FRIS）の点検等のスペ

ースを確保する設計とする。 
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ペレット保管容器搬送装置グローブボックス-1等周辺のSG設備 

（搬送容器測定装置（AMGB-7）） 

 

ペレット保管容器搬送装置グローブボックス-1，ペレット保管容器搬送装置グローブボ

ックス-2及びペレット保管容器搬送装置グローブボックス-7の周辺に搬送容器測定装置

（AMGB-7）を設置する。配置関係を第１図に示す。 

申請対象設備であるペレット保管容器搬送装置グローブボックス-1，ペレット保管容器

搬送装置グローブボックス-2及びペレット保管容器搬送装置グローブボックス-7とSG設備

である搬送容器測定装置（AMGB-7）との相互影響について，補足する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

第1図 AMGB-7，ペレット保管容器搬送装置グローブボックス-1，-2，-7の設置場所 

  

ペレット保管容器搬送装置 

グローブボックス-7 

ペレット保管容器搬送装置 

グローブボックス-1 

ペレット保管容器搬送装置 

グローブボックス-2 
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1. 設備の設置の観点 

(1) 申請対象設備への影響（技術基準要求の達成） 

a. 11条29条 火災 

搬送容器測定装置（AMGB-7）は，原則，難燃ケーブルを採用し，可燃材は金属で

覆う設計とすることで，周辺の申請対象設備へ影響を及ぼさない設計とする。 

b. 14条 安全機能を有する施設 

搬送容器測定装置（AMGB-7）は，申請対象設備の運転，点検等に影響を及ぼさな

いよう，距離を確保した設計とする。 

搬送容器測定装置（AMGB-7）は，ペレット保管容器搬送装置グローブボックス-

1，ペレット保管容器搬送装置グローブボックス-2及びペレット保管容器搬送装置

グローブボックス-7のグローブポートにアクセスが可能な配置とすることで運転，

点検等に影響を及ぼさない設計とする。 

搬送容器測定装置（AMGB-7）の設置スペースを第２図に，ペレット保管容器搬送

装置グローブボックス-1，ペレット保管容器搬送装置グローブボックス-2及びペレ

ット保管容器搬送装置グローブボックス-7の構造を第３図に示す。 

また，申請対象設備の運転，点検等に搬送容器測定装置（AMGB-7）の封印をき損

させないよう，搬送容器測定装置（AMGB-7）は封印カバーを設置する設計とする。 

(2) SG設備への影響（SG設備による監視への影響） 

搬送容器測定装置（AMGB-7）はペレット保管容器搬送装置GB-14における容器の

搬送を監視するための装置であり，ペレット保管容器搬送装置グローブボックス-

1，ペレット保管容器搬送装置グローブボックス-2及びペレット保管容器搬送装置

グローブボックス-7と距離を確保していることから，申請対象設備が搬送容器測定

装置（AMGB-7）の監視範囲を干渉することはない。 

 

2. 運転，検認等の観点 

(1) 申請対象設備への影響（申請対象設備の運転時の作業範囲における他設備の干渉） 

搬送容器測定装置（AMGB-7）は，ペレット保管容器搬送装置GB-14内における容器

の搬送を監視するためのSG設備であり，グローブボックス外にあるため，ぺレット保

管容器搬送装置グローブボックス-1，ペレット保管容器搬送装置グローブボックス-2

及びペレット保管容器搬送装置グローブボックス-7内の核燃料物質の移動等による設

備の動作，核燃料物質の運転上の監視に影響を及ぼさない。（第１図） 

(2) SG設備への影響（検認作業での他設備の干渉） 

搬送容器測定装置（AMGB-7）は，ペレット保管容器搬送装置GB-14内における容器

の搬送を監視することから，ぺレット保管容器搬送装置グローブボックス-1，ペレッ

ト保管容器搬送装置グローブボックス-2及びペレット保管容器搬送装置グローブボッ

クス-7が搬送容器測定装置（AMGB-7）による検認作業へ影響を及ぼさない。 
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3. 保守，点検の観点 

(1) 申請対象設備への影響（申請対象設備の保守，点検のスペース確保への影響） 

1.(1)b.項にて示す。 

(2) SG設備への影響（SG設備の保守，点検のスペース確保への影響，他設備の点検時の

電源確保） 

ぺレット保管容器搬送装置グローブボックス-1，ペレット保管容器搬送装置グロ

ーブボックス-2及びペレット保管容器搬送装置グローブボックス-7と搬送容器測定

装置（AMGB-7）は距離が確保されていることから，ぺレット保管容器搬送装置グロ

ーブボックス-1，ペレット保管容器搬送装置グローブボックス-2及びペレット保管

容器搬送装置グローブボックス-7が搬送容器測定装置（AMGB-7）の保守，点検に影

響を及ぼすことはない。 

搬送容器測定装置（AMGB-7）は，監視が中断されないように外部電源喪失時におい

ても継続して給電される設計とする。 

また，申請対象設備の定期保守を考慮し，電源の常用と運転予備負荷の切り替えが

行われても，搬送容器測定装置（AMGB-7）に継続して給電される設計とする。 

搬送容器測定装置（AMGB-7）への給電するための設備については，後次回申請のた

め，後次回に説明する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

145



補足④ 

 

 

第2図(1) AMGB-7 設置スペース 

 

【通常時】 

・搬送容器測定装置（AMGB-7）

が申請対象設備の運転に影響し

ないように十分なクリアランス

を確保した設計とする。 

・監視が中断されないように外

部電源喪失時においても継続し

て搬送容器測定装置（AMGB-7）

に給電される設計とする。 

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】 

・搬送容器測定装置（AMGB-7）

は，申請対象設備のメンテナン

ススペースが確保できる設計と

する（架台にチェーンブロック

を設置し，AMGB-7を後方にスラ

イドできる設計とすることで，

ペレット保管容器搬送装置グロ

ーブボックス-14のメンテナン

スができる設計とする）。 

・申請対象設備の定期保守を考

慮し、常用↔運転予備負荷の切

替えが行われても、搬送容器測

定装置（AMGB-7）に継続して給

電される設計する。 

・搬送容器測定装置（AMGB-7）

は，申請対象設備の点検等の支

障とならない配置および配線ル

ートの設計とする。 

・申請対象設備の点検時に作業

員が搬送容器測定装置（AMGB-

7）を不用意に破損することが

ない配置とする。また、必要に

応じて、搬送容器測定装置

（AMGB-7）を破損しにくい構造

（封印カバー等）とする。 
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第2図(2) AMGB-7 設置スペース 
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第2図(3) AMGB-7 設置スペース 
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第3図 ペレット保管容器搬送装置グローブボックス-1，-2，7の構造図 
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乾燥ボート搬送装置グローブボックス-6周辺のSG設備 

（搬送容器測定装置（AMGB-6）） 

 

乾燥ボート搬送装置グローブボックス-6周辺に搬送容器測定装置（AMGB-6）を設置する。

配置関係を第１図に示す。 

申請対象設備である乾燥ボート搬送装置グローブボックス-6とSG設備である搬送容器測

定装置（AMGB-6）との相互影響について，補足する。 

 

 

 

 

第1図 AMGB-6及び乾燥ボート搬送装置グローブボックス-6の設置場所 

 

  

乾燥ボート搬送装置 

グローブボックス-6 
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1. 設備の設置の観点 

(1) 申請対象設備への影響（技術基準要求の達成） 

a. 11条29条 火災 

搬送容器測定装置（AMGB-6）は，原則，難燃ケーブルを採用し，可燃材は金属で

覆う設計とすることで，周辺の申請対象設備への影響を及ぼさない設計とする。 

b. 14条 安全機能を有する施設 

搬送容器測定装置（AMGB-6）は，申請対象設備の運転，点検等に影響を及ぼさな

いよう，距離を確保した設計とする。 

搬送容器測定装置（AMGB-6）は，架台にローラユニットを設置し，スライドでき

る設計とすることで，乾燥ボート搬送装置グローブボックス-6の運転，点検等に影

響を与えない設計とする。搬送容器測定装置（AMGB-6）の設置スペースを第2図に

示す。 

また，申請対象設備の運転，点検等にSG設備の封印をき損させないよう，封印カ

バーを設置する設計とする。 

(2) SG設備への影響（SG設備による監視への影響） 

乾燥ボート搬送装置グローブボックス-6は，搬送容器測定装置（AMGB-6）の監視範

囲干渉しない配置とする。（第２図） 

 

2. 運転，検認等の観点 

(1) 申請対象設備への影響（申請対象設備の運転時の作業範囲における他設備の干渉） 

搬送容器測定装置（AMGB-6）は，乾燥ボート搬送装置グローブボックス-6内におけ

る容器の移動等による設備の動作，容器の運転上の監視に影響を及ぼさない場所に設

置する設計とする。（第２図） 

また，搬送容器測定装置（AMGB-6）は乾燥ボート搬送装置グローブボックス-6内の

内装機器の運転条件（搬送する核物質量、搬送速度等）で、保障措置上要求される検

出限界の放射線量を検出可能な設計とする。 

(2) SG設備への影響（検認作業での他設備の干渉） 

乾燥ボート搬送装置グローブボックス-6内の内装機器は，搬送容器測定装置

（AMGB-6）の検認作業における検出方法，検出条件（検出時間），検出場所を考慮し

た配置とし，搬送速度を制御可能な設計とする。 

 

3. 保守，点検の観点 

(1) 申請対象設備への影響（申請対象設備の保守，点検のスペース確保への影響） 

1.(1)b.項にて示す。 
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(2) SG設備への影響（SG設備の保守，点検のスペース確保への影響，他設備の点検時の

電源確保） 

乾燥ボート搬送装置グローブボックス-6は搬送容器測定装置（AMGB-6）の保守，

点検に影響がない設置スペースを確保する設計とする。 

搬送容器測定装置（AMGB-6）は，監視が中断されないように外部電源喪失時におい

ても継続して給電される設計とする。 

また，申請対象設備の定期保守を考慮し，電源の常用と運転予備負荷の切り替えが

行われても，搬送容器測定装置（AMGB-6）に継続して給電される設計とする。 

搬送容器測定装置（AMGB-6）への給電するための設備については，後次回申請のた

め，後次回に説明する。 
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第2図(1) AMGB-6 設置スペース 

・搬送容器測定装置（AMGB-

6）は，申請対象設備である

乾燥ボート搬送装置グローブ

ボックス-6の運転条件（搬送

する核物質量、搬送速度等）

で、保障措置上要求される検

出限界の放射線量を検出可能

な設計とする。 

・搬送容器測定装置（AMGB-

6）は，申請対象設備の運転

に影響しないように、安全機

能を有する施設との間に十分

なクリアランスを確保した設

計とする。 

・監視が中断されないように

外部電源喪失時においても搬

送容器測定装置（AMGB-6）へ

継続して給電される設計とす

る。 

・申請対象設備は，搬送容器

測定装置（AMGB-6）に干渉し

ないスペースを確保した設計

とする。 
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第2図(2) AMGB-6 設置スペース 

・搬送容器測定装置（AMGB-6）

は，架台にローラユニットを設置

し，スライドできる設計とするこ

とで，申請対象設備の点検等に影

響を与えない設計とする。 

・申請対象設備の定期保守を考慮

し、常用↔運転予備負荷の切替え

が行われても、搬送容器測定装置

（AMGB-6）に継続して給電される

設計する。 

・申請対象設備の点検時に，作業

員が搬送容器測定装置（AMGB-6）

を不用意に破損することがない配

置とする。また、必要に応じて、

搬送容器測定装置（AMGB-6）を破

損しにくい構造（封印カバー等）

とする。 
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第2図(3) AMGB-6 設置スペース 

搬送容器測定装置

（AMGB-6）の架台

にローラを設置

し，AMGB-6をスラ

イドできる設計と

することで，乾燥

ボート搬送装置グ

ローブボックス-6

のメンテナンスが

できる設計とす

る。 
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マガジン編成装置と一体となって設置するSG設備 

（組立用燃料棒本数測定装置（FRCS）） 

 

マガジン編成装置と一体となって組立用燃料棒本数測定装置（FRCS）を設置する。配置

関係を第１図に示す。 

申請対象設備であるマガジン編成装置とSG設備である組立用燃料棒本数測定装置

（FRCS）との相互影響について，補足する。 

 

 

  

第1図 FRCS及びマガジン編成装置の設置場所 
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1. 設備の設置の観点 

(1) 申請対象設備への影響（技術基準要求の達成） 

a. 6条27条 地震 

組立用燃料棒本数測定装置（FRCS）は，マガジン編成装置の耐震設計上で考慮す

る負荷条件を逸脱しない設計とする 

組立用燃料棒本数測定装置（FRCS）の設置するマガジン編成装置は，組立用燃料

棒本数測定装置（FRCS）を設置できる強度を有する設計とする。 

b. 11条29条 火災 

組立用燃料棒本数測定装置（FRCS）は，原則，難燃ケーブルを採用し，可燃材は

金属で覆う設計とすることで，周辺の申請対象設備へ影響を及ぼさない設計とす

る。 

c. 14条 安全機能を有する施設 

組立用燃料棒本数測定装置（FRCS）は，申請対象設備の運転，点検等に影響を及

ぼさないよう，距離を確保した設計とする。 

組立用燃料棒本数測定装置（FRCS）は，マガジン編成装置から取り外し可能な構

造とし，マガジン編成装置のメンテナンスに影響を及ぼさない設計とする。組立用

燃料棒本数測定装置（FRCS）の概略図を第２図に設置スペースを第３図に，FRCSを

設置するマガジン編成装置の構造を第４図に示す。 

また，申請対象設備の運転，点検等にSG設備の封印をき損させないよう，封印カ

バーを設置する設計とする。 

(2) SG設備への影響（SG設備による監視への影響） 

マガジン編成装置は，組立用燃料棒本数測定装置（FRCS）の監視範囲干渉しない配

置とする。（第２図） 

 

2. 運転，検認等の観点 

(1) 申請対象設備への影響（申請対象設備の運転時の作業範囲における他設備の干渉） 

組立用燃料棒本数測定装置（FRCS）は，マガジン編成装置における燃料棒の移動等

による設備の動作，燃料棒の運転上の監視に影響を及ぼさない場所に設置する設計と

する。（第３図，第４図） 

また，組立用燃料棒本数測定装置（FRCS）はマガジン編成装置の運転条件（搬送す

る核物質量、搬送速度等）で、保障措置上要求される検出限界の放射線量を検出可能

な設計とする。 

(2) SG設備への影響（検認作業での他設備の干渉） 

マガジン編成装置は，組立用燃料棒本数測定装置（FRCS）の検認作業における検出

方法，検出条件（検出時間），検出場所を考慮した配置とし，搬送速度を制御可能な

設計とする。 
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3. 保守，点検の観点 

(1) 申請対象設備への影響（申請対象設備の保守，点検のスペース確保への影響） 

1.(1)b.項にて示す。 

(2) SG設備への影響（SG設備の保守，点検のスペース確保への影響，他設備の点検時の

電源確保） 

マガジン編成装置は組立用燃料棒本数測定装置（FRCS）の保守，点検に影響がな

い設置スペースを確保する設計とする。 

組立用燃料棒本数測定装置（FRCS）は，監視が中断されないように外部電源喪失時

においても継続して給電される設計とする。 

また，申請対象設備の定期保守を考慮し，電源の常用と運転予備負荷の切り替えが

行われても組立用燃料棒本数測定装置（FRCS）に継続して給電される設計とする。 

組立用燃料棒本数測定装置（FRCS）への給電するための設備については，後次回申

請のため，後次回に説明する。 
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第2図 FRCS 概略図 
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第3図 FRCS 設置スペース 

 

・組立用燃料棒本数測定装置（FRCS）

は，マガジン編成装置の運転に影響し

ないように、十分なクリアランスを確

保した設計とする。 

・組立用燃料棒本数測定装置（FRCS）

の監視が中断されないように外部電源

喪失時においても継続して給電される

設計とする。 

・組立用燃料棒本数測定装置（FRCS）

は，マガジン編成装置における燃料棒

の移動等による設備の動作，燃料棒の

運転上の監視に影響を及ぼさない場所

に設置する設計とする。 

・組立用燃料棒本数測定装置（FRCS）

は，マガジン編成装置の運転条件（搬

送する核物質量、搬送速度等）で、保

障措置上要求される検出限界の放射線

量を検出可能な設計とする。 

・マガジン編成装置は，組立用燃料棒

本数測定装置（FRCS）の検認作業にお

ける検出方法，検出条件（検出時

間），検出場所を考慮した配置とし，

搬送速度を制御可能な設計とする。 

・マガジン編成装置の定期保守を考慮

し、常用↔運転予備負荷の切替えが行

われても、組立用燃料棒本数測定装置

（FRCS）に継続して給電される設計す

る。 

160



補足⑥ 

 

 

第4図（1） マガジン編成装置 構造図 
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第4図（2） マガジン編成装置 構造図（洗浄機周辺） 
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第4図（3） マガジン編成装置 構造図（洗浄機周辺） 
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リフタ周辺のSG設備 

（PWR燃料集合体測定装置（AFAS-P），BWR燃料集合体測定装置（AFAS-B），査察現場キャ

ビネット（LC-21A，LC-21B）） 

 

リフタ周辺にPWR燃料集合体測定装置（AFAS-P），BWR燃料集合体測定装置（AFAS-B）及

び査察現場キャビネット（LC-21A，LC-21B）を設置する。配置関係を第１図に示す。 

申請対象設備であるリフタとSG設備であるPWR燃料集合体測定装置（AFAS-P），BWR燃料

集合体測定装置（AFAS-B）及び査察現場キャビネット（LC-21A，LC-21B）との相互影響に

ついて，補足する。 

 

 

第1図 AFAS-P，AFAS-B，LC-21A，LC-21B及びリフタの設置場所 
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1. 設備の設置の観点 

(1) 申請対象設備への影響（技術基準要求の達成） 

a. 11条29条 火災 

PWR燃料集合体測定装置（AFAS-P），BWR燃料集合体測定装置（AFAS-B）及び査察

現場キャビネット（LC-21A，LC-21B）は，原則，難燃ケーブルを採用し，可燃材は

金属で覆う設計とすることで，周辺の申請対象設備へ影響を及ぼさない設計とす

る。 

b. 14条 安全機能を有する施設 

PWR燃料集合体測定装置（AFAS-P），BWR燃料集合体測定装置（AFAS-B）及び査察

現場キャビネット（LC-21A，LC-21B）は，申請対象設備の運転，点検等に影響を及

ぼさないよう，距離を確保した設計とする。 

PWR燃料集合体測定装置（AFAS-P）及びBWR燃料集合体測定装置（AFAS-B）は，リ

フタのメンテナンスに影響を及ぼさないよう，距離を確保した設計とする。 

また，査察現場キャビネット（LC-21A，LC-21B）と申請対象設備は，スペースを

確保しており，リフタへのアクセスが可能であることから，運転，点検等に影響を

及ぼすことはない。 

PWR燃料集合体測定装置（AFAS-P），BWR燃料集合体測定装置（AFAS-B）及び査察

現場キャビネット（LC-21A，LC-21B）の設置スペースを第２図に示す。 

申請対象設備の運転，点検等にSG設備の封印をき損させないよう，PWR燃料集合

体測定装置（AFAS-P），BWR燃料集合体測定装置（AFAS-B）及び査察現場キャビネ

ット（LC-21A，LC-21B）は，封印カバーを設置する設計とする。 

(2) SG設備への影響（SG設備による監視への影響） 

リフタは，PWR燃料集合体測定装置（AFAS-P）及びBWR燃料集合体測定装置（AFAS-

B）の監視範囲を干渉しない配置とする。（第２図） 

また，査察現場キャビネット（LC-21A，LC-21B）は，SG設備への給電，測定データ

等の収集，保存，伝送を目的に設置する設備であり，検出器等はないことから，申請

対象設備がSG設備の監視範囲を干渉することはない。 

 

2. 運転，検認等の観点 

(1) 申請対象設備への影響（申請対象設備の運転時の作業範囲への干渉） 

PWR燃料集合体測定装置（AFAS-P）及びBWR燃料集合体測定装置（AFAS-B）は，リフ

タの燃料集合体の移動等による設備の動作，燃料集合体の運転上の監視に影響を及ぼ

さない場所に設置する設計とする。 

 

なお，リフタへの影響としては，PWR燃料集合体測定装置（AFAS-P），BWR燃料集合

体測定装置（AFAS-B）及び査察現場キャビネット（LC-21A，LC-21B）は，リフタと距
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離を確保していることから，燃料集合体の移動等による設備の動作，燃料集合体の運

転上の監視に影響を及ぼすことはない。 

(2) SG設備への影響（検認作業への干渉） 

リフタは，PWR燃料集合体測定装置（AFAS-P）及びBWR燃料集合体測定装置（AFAS-

B）の検認作業における検出方法，検出条件（検出時間），検出場所を考慮した配置

とする。 

 

また，査察現場キャビネット（LC-21A，LC-21B）は，検出部はないことから，申請

対象設備が検認作業へ干渉することはない。 

 

3. 保守，点検の観点 

(1) 申請対象設備への影響（申請対象設備の保守，点検のスペース確保への影響） 

1.(1)b.項にて示す。 

(2) SG設備への影響（SG設備の保守，点検のスペース確保への影響，他設備の点検時の

電源確保） 

リフタは，PWR燃料集合体測定装置（AFAS-P）及びBWR燃料集合体測定装置（AFAS-

B）の保守，点検に影響がない設置スペースを確保する設計とする。 

また，リフタと査察現場キャビネット（LC-21A，LC-21B）は距離が確保されてい

ることから，リフタが査察現場キャビネット（LC-21A，LC-21B）の保守，点検に影

響を及ぼすことはない。 

PWR燃料集合体測定装置（AFAS-P），BWR燃料集合体測定装置（AFAS-B）及び査察現

場キャビネット（LC-21A，LC-21B）は，監視が中断されないように外部電源喪失時に

おいても継続して給電される設計とする。 

また，申請対象設備の定期保守を考慮し，電源の常用と運転予備負荷の切り替えが

行われても，PWR燃料集合体測定装置（AFAS-P），BWR燃料集合体測定装置（AFAS-B）

及び査察現場キャビネット（LC-21A，LC-21B）に継続して給電される設計とする。 

PWR燃料集合体測定装置（AFAS-P），BWR燃料集合体測定装置（AFAS-B）及び査察現

場キャビネット（LC-21A，LC-21B）への給電するための設備については，後次回申請

のため，後次回に説明する。 
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第2図 AFAS-P，-B 設置スペース 

・PWR燃料集合体測定装置（AFAS-P）及

びBWR燃料集合体測定装置（AFAS-B）

は，申請対象設備のメンテナンスに影

響を及ぼさないよう，距離を確保した

設計とする。 

・PWR燃料集合体測定装置（AFAS-P）及

びBWR燃料集合体測定装置（AFAS-B）

は，申請対象設備の運転条件（搬送す

る核物質量、搬送速度等）で、保障措

置上要求される検出限界の放射線量を

検出可能な設計とする。 

・PWR燃料集合体測定装置（AFAS-P）及

びBWR燃料集合体測定装置（AFAS-B）

は，申請対象設備の運転に影響しない

ように、十分なクリアランスを確保し

た設計とする。 

・PWR燃料集合体測定装置（AFAS-P），

BWR燃料集合体測定装置（AFAS-B）及び

査察現場キャビネット（LC-21A，LC-

21B）は，外部電源喪失時においても監

視が中断されないよう，継続して給電

される設計とする。 

・申請対象設備の定期保守を考慮し、

常用↔運転予備負荷の切替えが行われ

ても、PWR燃料集合体測定装置（AFAS-

P），BWR燃料集合体測定装置（AFAS-

B）及び査察現場キャビネット（LC-

21A，LC-21B）に継続して給電される設

計する。 

・申請対象設備の点検時に作業員がSG

設備を不用意に破損することがない配

置とする。また、必要に応じて、SG設

備を破損しにくい構造（封印カバー

等）とする。 

査察現場キャビネットと申請対象設備は，スペ

ースを確保しており，リフタへのアクセスが可

能であることから，運転，点検等に影響を及ぼ

すことはない。 
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貯蔵梱包クレーン等周辺のSG設備 

（PWR燃料集合体測定装置（AFAS-P），BWR燃料集合体測定装置（AFAS-B），燃料集合体通

過検知器（DIPD）） 

貯蔵梱包クレーン及び容器蓋取付装置の周辺にPWR燃料集合体測定装置（AFAS-P），BWR

燃料集合体測定装置（AFAS-B）及び燃料集合体通過検知器（DIPD）を設置する。配置関係

を第１図及び第２図に示す。 

申請対象設備である貯蔵梱包クレーン及び容器蓋取付装置とSG設備であるPWR燃料集合

体測定装置（AFAS-P），BWR燃料集合体測定装置（AFAS-B）及び燃料集合体通過検知器

（DIPD）との相互影響について，補足する。 

 

 

 

第1図 DIPD，貯蔵梱包クレーン及び容器蓋取付装置の設置場所 

 

  

容器蓋取付装置 貯蔵梱包クレーン 
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              地上１階 

 

                                             地下１階 

 

 

第２図 貯蔵梱包クレーンと PWR 燃料集合体測定装置（AFAS-P），BWR 燃料集合体測定装置（AFAS-B）の配置関係 
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1. 設備の設置の観点 

(1) 申請対象設備への影響（技術基準要求の達成） 

a. 11条29条 火災 

PWR燃料集合体測定装置（AFAS-P），BWR燃料集合体測定装置（AFAS-B）及び燃料

集合体通過検知器（DIPD）は，原則，難燃ケーブルを採用し，可燃材は金属で覆う

設計とすることで，周辺の申請対象設備へ影響を及ぼさない設計とする。 

b. 14条 安全機能を有する施設 

PWR燃料集合体測定装置（AFAS-P），BWR燃料集合体測定装置（AFAS-B）及び燃料

集合体通過検知器（DIPD）は，申請対象設備の運転，点検等に影響を及ぼさないよ

う，距離を確保した設計とする。燃料集合体通過検知器（DIPD）の設置スペースを

第３図に示す。PWR燃料集合体測定装置（AFAS-P）及びBWR燃料集合体測定装置

（AFAS-B）の設置スペースは補足⑦第２図に示す。 

また，申請対象設備の運転，点検等に作業員がPWR燃料集合体測定装置（AFAS-

P），BWR燃料集合体測定装置（AFAS-B）及び燃料集合体通過検知器（DIPD）を不用

意に破損することがない配置とする。また、PWR燃料集合体測定装置（AFAS-P），

BWR燃料集合体測定装置（AFAS-B）及び燃料集合体通過検知器（DIPD）の封印をき

損させないよう，封印カバーを設置する設計とする。 

(2) SG設備への影響（SG設備による監視への影響） 

貯蔵梱包クレーン及び容器蓋取付装置は，PWR燃料集合体測定装置（AFAS-P），BWR

燃料集合体測定装置（AFAS-B）及び燃料集合体通過検知器（DIPD）の監視範囲を干渉

しない配置とする。（第３図） 

 

2. 運転，検認等の観点 

(1) 申請対象設備への影響（申請対象設備の運転時の作業への干渉） 

PWR燃料集合体測定装置（AFAS-P），BWR燃料集合体測定装置（AFAS-B）及び燃料集

合体通過検知器（DIPD）は，貯蔵梱包クレーン及び容器蓋取付装置の燃料集合体の移

動等による設備の動作，燃料集合体の運転上の監視に影響を及ぼさない場所に設置す

る設計とする。（第３図） 

また，PWR燃料集合体測定装置（AFAS-P），BWR燃料集合体測定装置（AFAS-B）及び

燃料集合体通過検知器（DIPD）は，貯蔵梱包クレーン及び容器蓋取付装置の運転条件

（搬送する核物質量、搬送速度等）で、保障措置上要求される検出限界の放射線量を

検出可能な設計とする。 

 

(2) SG設備への影響（検認作業への干渉） 

貯蔵梱包クレーン及び容器蓋取付装置は，PWR燃料集合体測定装置（AFAS-P），BWR
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燃料集合体測定装置（AFAS-B）及び燃料集合体通過検知器（DIPD）の検認作業におけ

る検出方法，検出条件（検出時間），検出場所を考慮した配置とし，搬送速度を制御

可能な設計とする。 

 

3. 保守，点検の観点 

(1) 申請対象設備への影響（申請対象設備の保守，点検への影響） 

1.(1)b.項にて示す。 

 

(2) SG設備への影響（SG設備の保守，点検への影響，電源確保） 

貯蔵梱包クレーン及び容器蓋取付装置は，PWR燃料集合体測定装置（AFAS-P），

BWR燃料集合体測定装置（AFAS-B）及び燃料集合体通過検知器（DIPD）の保守，点検

に影響がない設置スペースを確保する設計とする。 

PWR燃料集合体測定装置（AFAS-P），BWR燃料集合体測定装置（AFAS-B）及び燃料集

合体通過検知器（DIPD）は，監視が中断されないように外部電源喪失時においても継

続して給電される設計とする。 

また，申請対象設備の定期保守を考慮し，電源の常用と運転予備負荷の切り替えが

行われても，PWR燃料集合体測定装置（AFAS-P），BWR燃料集合体測定装置（AFAS-B）

及び燃料集合体通過検知器（DIPD）に継続して給電される設計とする。 

PWR燃料集合体測定装置（AFAS-P），BWR燃料集合体測定装置（AFAS-B）及び燃料集

合体通過検知器（DIPD）への給電するための設備については，後次回申請のため，後

次回に説明する。 
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第３図 DIPD 設置スペース 

・燃料集合体通過検知器（DIPD）は，貯蔵梱包クレーン及び容器蓋取付装置の燃料集合体の移動等による設備の動作，燃料集合体の運転上の監視に影響を及ぼさない場所に設置する設計とする。 

・貯蔵梱包クレーン及び容器蓋取付装置は，燃料集合体通過検知器（DIPD）の監視範囲に干渉しないよう，設置場所を考慮した設計とする。 

・燃料集合体通過検知器（DIPD）は，貯蔵梱包クレーン及び容器蓋取付装置の運転条件（搬送する核物質量、搬送速度等）で、保障措置上要求される検出限界の放射線量を検出可能な設計とする。 

・貯蔵梱包クレーン及び容器蓋取付装置は，燃料集合体通過検知器（DIPD）の検認作業における検出方法，検出条件（検出時間），検出場所を考慮した配置とし，搬送速度を制御可能な設計とする。 

・貯蔵梱包クレーン及び容器蓋取付装置は，燃料集合体通過検知器（DIPD）の保守，点検のスペースを確保できるよう，配置場所を考慮した設計とする。 

・燃料集合体通過検知器（DIPD）は，外部電源喪失時においても監視が中断されないように継続して給電される設計とする。 

・燃料集合体通過検知器（DIPD）は，申請対象設備の定期保守を考慮し、常用↔運転予備負荷の切替えが行われても、機器に継続して給電される設計する。 
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焼結ボート受渡装置グローブボックス-4周辺のSG設備 

（搬送容器測定装置（AMGB-8）） 

 

焼結ボート受渡装置グローブボックス-4の周辺に搬送容器測定装置（AMGB-8）を設置す

る。配置関係を第１図に示す。 

申請対象設備である焼結ボート受渡装置グローブボックス-4とSG設備である搬送容器測

定装置（AMGB-8）との相互影響について，補足する。 

 

 

 

 

第1図 AMGB-8，焼結ボート受渡装置グローブボックス-4の設置場所 

  

焼結ボート受渡装置 

グローブボックス-4 

焼結ボート搬送装置 

グローブボックス-48 

173



補足⑨ 

 

1. 設備の設置の観点 

(1) 申請対象設備への影響（技術基準要求の達成） 

a. 6条27条 地震 

搬送容器測定装置（AMGB-8）は，Sクラスである焼結ボート受渡装置グローブボ

ックス-4に波及的影響を及ぼさないよう，基準地震動Ssの地震力にて，転倒，落下

しない設計とすることにより，波及的影響を及ぼさない設計とする。 

b. 11条29条 火災 

搬送容器測定装置（AMGB-8）は，原則，難燃ケーブルを採用し，可燃材は金属で

覆う設計とすることで，周辺の申請対象設備への影響を及ぼさない設計とする。 

c. 14条 安全機能を有する施設 

搬送容器測定装置（AMGB-8）は，申請対象設備の運転，点検等に影響を及ぼさな

いよう，距離を確保した設計とする。 

搬送容器測定装置（AMGB-8）は，焼結ボート受渡装置グローブボックス-4のグロ

ーブポートにアクセスが可能な構造とすることで運転，点検等に影響を及ぼさない

設計とする。搬送容器測定装置（AMGB-8）の設置スペースを第２図に示す。 

また，申請対象設備の運転，点検等にSG設備の封印をき損させないよう，封印カ

バーを設置する設計とする。 

(2) SG設備への影響（SG設備による監視への影響） 

搬送容器測定装置（AMGB-8）は焼結ボート搬送装置グローブボックス-48におけ

る容器の搬送を監視するための装置であり焼結ボート受渡装置グローブボックス-4

と距離を確保していることから，焼結ボート受渡装置グローブボックス-4が搬送容

器測定装置（AMGB-8）の監視範囲を干渉することはない。 

 

2. 運転，検認等の観点 

(1) 申請対象設備への影響（申請対象設備の運転時の作業範囲における他設備の干渉） 

搬送容器測定装置（AMGB-8）は，焼結ボート搬送装置グローブボックス-48におけ

る容器の搬送を監視するためのSG設備であり，グローブボックス外にあるため，焼結

ボート受渡装置グローブボックス-4内の核燃料物質の移動等による設備の動作，核燃

料物質の運転上の監視に影響を及びさない。（第１図） 

(2) SG設備への影響（検認作業での他設備の干渉） 

搬送容器測定装置（AMGB-8）は，焼結ボート搬送装置グローブボックス-48内にお

ける容器の搬送を監視することから，焼結ボート受渡装置グローブボックス-4が搬送

容器測定装置（AMGB-8）による検認作業へ影響することはない。(第２図) 
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3. 保守，点検の観点 

(1) 申請対象設備への影響（申請対象設備の保守，点検のスペース確保への影響） 

1.(1)b.項にて示す。 

(2) SG設備への影響（SG設備の保守，点検のスペース確保への影響，他設備の点検時の

電源確保） 

焼結ボート受渡装置グローブボックス-4と搬送容器測定装置（AMGB-8）は距離が

確保されていることから，焼結ボート受渡装置グローブボックス-4が搬送容器測定

装置（AMGB-8）の保守，点検に影響を及ぼすことはない。 

搬送容器測定装置（AMGB-8）は，監視が中断されないように外部電源喪失時におい

ても継続して給電される設計とする。 

また，申請対象設備の定期保守を考慮し，電源の常用と運転予備負荷の切り替えが

行われても，搬送容器測定装置（AMGB-8）に継続して給電される設計とする。 

搬送容器測定装置（AMGB-8）への給電するための設備については，後次回申請のた

め，後次回に説明する。 
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第2図 焼結ボート受渡装置グローブボックス-4とAMGB-8の設置場所の関係 

・搬送容器測定装置（AMGB-8）が転倒した場合に耐震Sクラスである

焼結ボート受渡装置グローブボックス-4に波及的影響を及ぼすおそれ

があることから，AMGB-8は基準地震動Ssによる地震力にて転倒しない

設計とする。 

・焼結ボート受渡装置グローブボックス-4は搬送容器測定装置

（AMGB-8）の監視範囲を干渉することはない距離を確保している。 

・焼結ボート受渡装置グローブボックス-4と搬送容器測定装置

（AMGB-8）は，距離を確保することで互いに保守，点検等に影響を及

ぼすことはない設計とする。 

・搬送容器測定装置（AMGB-8）は，外部電源喪失時においても監視が

中断されないように継続して給電される設計とする。 

・搬送容器測定装置（AMGB-8）は申請対象設備の定期保守を考慮し、

常用↔運転予備負荷の切替えが行われても、機器に継続して給電され

る設計する。 
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補足⑩ 

 

スクラップ保管容器受渡装置グローブボックス-1周辺のSG設備 

（AMGB-9） 

 

スクラップ保管容器受渡装置グローブボックス-1の周辺に搬送容器測定装置（AMGB-9）

を設置する。配置関係を第１図に示す。 

申請対象設備であるスクラップ保管容器受渡装置グローブボックス-1とSG設備である搬

送容器測定装置（AMGB-9）との相互影響について，補足する。 

 

 

 

 

 

第1図 AMGB-9，焼結ボート受渡装置グローブボックス-4の設置場所 

  

スクラップ保管容器受渡

装置グローブボックス-1 

回収粉末容器搬送装置

グローブボックス-2 
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1. 設備の設置の観点 

(1) 申請対象設備への影響（技術基準要求の達成） 

a. 6条27条 地震 

搬送容器測定装置（AMGB-9）は，Sクラスであるスクラップ保管容器受渡装置グ

ローブボックス-1に波及的影響を及ぼさないよう，基準地震動Ssの地震力にて，転

倒，落下しない設計とすることにより，波及的影響を及ぼさない設計とする。 

b. 11条29条 火災 

搬送容器測定装置（AMGB-9）は，原則，難燃ケーブルを採用し，可燃材は金属で

覆う設計とすることで，周辺の申請対象設備への影響を及ぼさない設計とする。 

c. 14条 安全機能を有する施設 

搬送容器測定装置（AMGB-9）は，申請対象設備の運転，点検等に影響を及ぼさな

いよう，距離を確保した設9とする。 

搬送容器測定装置（AMGB-9）は，スクラップ保管容器受渡装置グローブボックス

-1のグローブポートにアクセスが可能な配置とすることで運転，点検等に影響を及

ぼさない設計とする。搬送容器測定装置（AMGB-9）の設置スペースを第２図に示

す。 

また，申請対象設備の運転，点検等にSG設備の封印をき損させないよう，封印カ

バーを設置する設計とする。 

(2) SG設備への影響（SG設備による監視への影響） 

搬送容器測定装置（AMGB-9）は回収粉末容器搬送装置グローブボックス-2におけ

る容器の搬送を監視するための装置でありスクラップ保管容器受渡装置グローブボ

ックス-1と距離を確保していることから，監視範囲を干渉することはない。 

 

2. 運転，検認等の観点 

(1) 申請対象設備への影響（申請対象設備の運転時の作業範囲における他設備の干渉） 

搬送容器測定装置（AMGB-9）は，回収粉末容器搬送装置グローブボックス-2におけ

る容器の搬送を監視するためのSG設備であり，グローブボックス外にあるため，スク

ラップ保管容器受渡装置グローブボックス-1内の核燃料物質の移動等による設備の動

作，核燃料物質の運転上の監視に影響を及びさない。（第１図） 

(2) SG設備への影響（検認作業での他設備の干渉） 

搬送容器測定装置（AMGB-9）は，回収粉末容器搬送装置グローブボックス-2内にお

ける容器の搬送を監視することから，スクラップ保管容器受渡装置グローブボックス

-1による検認作業への影響はない。(第２図) 

 

 

 

178



補足⑩ 

 

3. 保守，点検の観点 

(1) 申請対象設備への影響（申請対象設備の保守，点検のスペース確保への影響） 

1.(1)b.項にて示す。 

(2) SG設備への影響（SG設備の保守，点検のスペース確保への影響，他設備の点検時の

電源確保） 

スクラップ保管容器受渡装置グローブボックス-1と搬送容器測定装置（AMGB-9）

は距離が確保されていることから，スクラップ保管容器受渡装置グローブボックス-

1が搬送容器測定装置（AMGB-9）の保守，点検に影響を及ぼすことはない。 

搬送容器測定装置（AMGB-9）は，監視が中断されないように外部電源喪失時におい

ても継続して給電される設計とする。 

また，申請対象設備の定期保守を考慮し，電源の常用と運転予備負荷の切り替えが

行われても，搬送容器測定装置（AMGB-9）に継続して給電される設計とする。 

搬送容器測定装置（AMGB-9）への給電するための設備については，後次回申請のた

め，後次回に説明する。 
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第2図（1） スクラップ保管容器受渡装置グローブボックス-1とAMGB-9の設置場所の関係  

搬送容器測定装置（AMGB-9）は，基準地震動Ss

の地震力にて，転倒，落下しない設計とし、ス

クラップ保管容器受渡装置グローブボックス-1

に波及的影響を及ぼさない設計とする。 

スクラップ保管容器受渡装置グローブボックス

-1はAMGB-9の監視範囲を干渉しない距離を確保

している。 
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第2図（2） スクラップ保管容器受渡装置グローブボックス-1とAMGB-9の設置場所の関係 

AMGB-9が落下した場合に耐震Sクラスであるスクラップ保

管容器受渡装置グローブボックス-1に波及的影響を及ぼ

すおそれがあることから，AMGB-9は，基準地震動Ssによ

る地震力にて転倒しない設計とする。 
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ウラン燃料棒収容装置等周辺のSG設備 

（燃料棒通過検知器（NMGM-2）） 

 

ウラン燃料棒収容装置及び遮蔽扉（燃料棒貯蔵設備）の周辺に燃料棒通過検知器（NMGM-

2）を設置する。配置関係を第１図に示す。 

申請対象設備であるウラン燃料棒収容装置及び遮蔽扉（燃料棒貯蔵設備）とSG設備であ

る燃料棒通過検知器（NMGM-2）との相互影響について，補足する。 

 

 

 

 

 

 

 

第1図 NMGM-2，ウラン燃料棒収容装置及び遮蔽扉（燃料棒貯蔵設備）の設置場所 

  

ウラン燃料棒収容装置 

遮蔽扉（燃料棒貯蔵設備） 
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1. 設備の設置の観点 

(1) 申請対象設備への影響（技術基準要求の達成） 

a. 11条29条 火災 

燃料棒通過検知器（NMGM-2）は，原則，難燃ケーブルを採用し，可燃材は金属で

覆う設計とすることで，周辺の申請対象設備への影響を及ぼさない設計とする。 

b. 14条 安全機能を有する施設 

燃料棒通過検知器（NMGM-2）は，申請対象設備の運転，点検等に影響を及ぼさな

いよう，距離を確保した設計とする。燃料棒通過検知器（NMGM-2）の設置スペース

を第２図に示す。 

また，申請対象設備の運転，点検等にSG設備の封印をき損させないよう，封印カ

バーを設置する設計とする。 

(2) SG設備への影響（SG設備による監視への影響） 

ウラン燃料棒収容装置及び遮蔽扉（燃料棒貯蔵設備）は，燃料棒通過検知器

（NMGM-2）の監視範囲干渉しない配置とする。（第２図） 

 

2. 運転，検認等の観点 

(1) 申請対象設備への影響（申請対象設備の運転時の作業範囲における他設備の干渉） 

燃料棒通過検知器（NMGM-2）はウラン燃料棒収容装置及び遮蔽扉（燃料棒貯蔵設

備）の燃料棒の移動等による設備の動作，燃料棒の運転上の監視に影響を及ぼさない

場所に設置する設計とする。（第２図） 

また，燃料棒通過検知器（NMGM-2）はウラン燃料棒収容装置及び遮蔽扉（燃料棒貯

蔵設備）の運転条件（搬送する核物質量、搬送速度等）で、保障措置上要求される検

出限界の放射線量を検出可能な設計とする。 

(2) SG設備への影響（検認作業での他設備の干渉） 

ウラン燃料棒収容装置及び遮蔽扉（燃料棒貯蔵設備）は，燃料棒通過検知器

（NMGM-2）の検認作業における検出方法，検出条件（検出時間），検出場所を考慮し

た配置とし，搬送速度を制御可能な設計とする。 

 

3. 保守，点検の観点 

(1) 申請対象設備への影響（申請対象設備の保守，点検のスペース確保への影響） 

1.(1)b.項にて示す。 

 

(2) SG設備への影響（SG設備の保守，点検のスペース確保への影響，他設備の点検時の

電源確保） 

ウラン燃料棒収容装置及び遮蔽扉（燃料棒貯蔵設備）は，燃料棒通過検知器

（NMGM-2）の保守，点検に影響がない設置スペースを確保する設計とする。 
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燃料棒通過検知器（NMGM-2）は，監視が中断されないように外部電源喪失時におい

ても継続して給電される設計とする。 

また，申請対象設備の定期保守を考慮し，電源の常用と運転予備負荷の切り替えが

行われても，燃料棒通過検知器（NMGM-2）に継続して給電される設計とする。 

燃料棒通過検知器（NMGM-2）への給電するための設備については，後次回申請のた

め，後次回に説明する。 
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第2図 NMGM-2 設置スペース 

NMGM-2は開口に対して，上下左右のスペースに１箇所ずつ計４か所に設置し、ウラン燃料棒収容装置及び遮蔽扉（燃

料棒貯蔵設備）と干渉しない配置としている。 
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収去試料受払装置グローブボックス周辺のSG設備 

（査察試料測定装置（AVIS），査察現場キャビネット（LC-20A）） 

 

収去試料受払装置グローブボックスの周辺に査察試料測定装置（AVIS）及び査察現場キ

ャビネット（LC-20A）を設置する。配置関係を第１図に示す。 

申請対象設備である収去試料受払装置グローブボックスとSG設備である査察試料測定装

置（AVIS）及び査察現場キャビネット（LC-20A）との相互影響について，補足する。 

 

 

 

第１図 AVIS，LC-20A及び去試料受払装置グローブボックス 設置場所 

 

  

収去試料受払装置 

グローブボックス 
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補足⑫ 

 

1. 設備の設置の観点 

(1) 申請対象設備への影響（技術基準要求の達成） 

a. 11条29条 火災 

査察試料測定装置（AVIS）及び査察現場キャビネット（LC-20A）は，原則，難燃

ケーブルを採用し，可燃材は金属で覆う設計とすることで，周辺の申請対象設備へ

の影響を及ぼさない設計とする。 

b. 14条 安全機能を有する施設 

査察試料測定装置（AVIS）及び査察現場キャビネット（LC-20A）は，申請対象設

備の運転，点検等に影響を及ぼさないよう，距離を確保した設計とする。 

査察試料測定装置（AVIS）は，分割して取り外し可能な構造とし，収去試料受払

装置グローブボックスのメンテナンスに影響を及ぼさない設計とする。 

また，査察現場キャビネット（LC-20A）と申請対象設備は，スペースを確保して

おり，収去試料受払装置グローブボックスへのアクセスが可能であることから，運

転，点検等に影響を及ぼすことはない。 

査察試料測定装置（AVIS）及び査察現場キャビネット（LC-20A）の設置スペース

を第２図に示す。 

申請対象設備の運転，点検等にSG設備の封印をき損させないよう，査察試料測定

装置（AVIS）及び査察現場キャビネット（LC-20A）は，封印カバーを設置する設計

とする。 

 (2) SG設備への影響（SG設備による監視への影響） 

収去試料受払装置グローブボックスは，査察試料測定装置（AVIS）の監視範囲干渉

しない構造とする。（第２図） 

また，査察現場キャビネット（LC-20A）は，SG設備への給電，測定データ等の収

集，保存，伝送を目的に設置する設備であり，検出器等はないことから，申請対象設

備からのSG設備による監視への影響を及ぼすことはない。 

 

2. 運転，検認等の観点 

(1) 申請対象設備への影響（申請対象設備の運転時の作業範囲における他設備の干渉） 

査察試料測定装置（AVIS）は，運転員により収去試料受払装置グローブボックスの

底部の試料測定部に査察試料をおいて計測できる構造とすることから，核燃料物質の

移動等における設備の動作，監視に影響を与えるものの対象ではない。設計とする。 

(2) SG設備への影響（検認作業での他設備の干渉） 

査察試料測定装置（AVIS）は，運転員により査察試料を計測する設備であることか

ら，収去試料受払装置グローブボックスから検認作業における他設備の干渉を受ける

対象ではない。 

また，査察現場キャビネット（LC-20A）は，検出部はないことから，検認作業での
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他設備の干渉はない。 

 

3. 保守，点検の観点 

(1) 申請対象設備への影響（申請対象設備の保守，点検のスペース確保への影響） 

1.(1)b.項にて示す。 

(2) SG設備への影響（SG設備の保守，点検のスペース確保への影響，他設備の点検時の

電源確保） 

査察試料測定装置（AVIS）は，分割して取り外せる構造のため，収去試料受払装

置グローブボックスが査察試料測定装置（AVIS）の保守，点検に影響を及ぼすこと

はない。 

また，収去試料受払装置グローブボックスと査察現場キャビネット（LC-20A）は

距離が確保されていることから，収去試料受払装置グローブボックスが査察現場キ

ャビネット（LC-20A）の保守，点検に影響を及ぼすことはない。 

査察試料測定装置（AVIS）及び査察現場キャビネット（LC-20A）は，監視が中断さ

れないように外部電源喪失時においても継続して給電される設計とする。 

また，申請対象設備の定期保守を考慮し，電源の常用と運転予備負荷の切り替えが

行われても，査察試料測定装置（AVIS）及び査察現場キャビネット（LC-20A）に継続

して給電される設計とする。 

査察試料測定装置（AVIS）及び査察現場キャビネット（LC-20A）への給電するため

の設備については，後次回申請のため，後次回に説明する。 
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第2図 AVIS 設置スペース 

検認作業時に査察試料をGB内に保持するため
に、GB缶体の一部が下方へ突き出す構造であ
る。 
この試料測定部を囲むようにAVISをGB外に設置
する。 
 
AVISは左右半分に分割できる構造としてGB下部
から取り外し可能である。 
（GB(安全機能を有する施設)とAVISのメンテナ
ンス時に相互影響がない設計） 
 
AVISとGB双方の揺れ幅を考慮してもGBとAVISは
地震時も干渉しない配置としている。 
(GB(安全機能を有する施設)とのクリアランス
の確保) 
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補足⑬ 

アクセスルート近傍のPP設備の監視装置等 

 

アクセスルート周辺にPP設備の監視装置等を設置する。配置関係を第１図に示す。 

アクセスルートへのPP設備の監視装置等による影響について，補足する。 

なお，アクセスルートからPP設備に影響を及ぼすことはない。 

 

第1図(1) アクセスルート周辺のPP設備（123室） 

 

 

第1図(2) アクセスルート周辺のPP設備（128室） 
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第1図(2) アクセスルート周辺のPP設備（530室） 
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補足⑬ 

1. 設備の設置の観点 

(1) 申請対象設備への影響（技術基準要求の達成） 

a. 30条 重大事故等対処設備  

アクセスルート近傍にPP設備の監視装置等が設置されるが，転倒したとしてもア

クセスルートに必要な幅が確保できるため，阻害しない。また，軽量物となる監視

装置等は，除外が可能であることから，アクセスルートを阻害することはない。 

アクセスルート近傍のPP設備の監視装置等による影響の確認結果を第２図に示

す。 

 

 

第2図(1) 123室におけるアクセスルートへの影響 

は小さく，重

大事故時に転倒又は落下したとしてもアク

セスルートを阻害するおそれはない。 
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第2図(2) 128室におけるアクセスルートへの影響  

は小さく，重

大事故時に転倒又は落下したとしてもアク

セスルートを阻害するおそれはない。 
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第2図(3) 530室におけるアクセスルートへの影響 

核物質検知器（SNM）制御盤は，高

さ1000mmであり，アクセスルート

となる扉までが約1.3ｍであること

から転倒したとしてもアクセスル

ートを阻害することはない。 

核物質検知器（SNM）は，高さ2032mmであり，アク

セスルートとなる東側の壁までが約3.9ｍであるこ

とから転倒したとしても人が歩行するためのスペ

ースが確保されることから，アクセスルートを阻

害することはない。 

表示パネルは小型であるため，アクセス

ルートに影響を及ぼすおそれはない。 
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相互影響を考慮した設計

設備の設置の観点 運転、検認等の観点 保守、点検の観点

申請対象設備 PP設備

設備による監
視への影響

申請対象設備

検認作業での他
設備の⼲渉

申請対象設備 PP設備 SG設備

技術基準要求
の達成

設備による監
視への影響

SG設備 SG設備

運転時の動作範囲
における他設備の
⼲渉

影響確認対
象︓SG設備、
PP設備

影響確認対
象︓申請対象

設備

影響確認対
象︓申請対象

設備

影響確認対象︓
SG設備

影響確認対象︓
申請対象設備

当該設備の保
守、点検のス
ペース確保への
影響

他設備の点検時
の電源確保

当該設備の保
守、点検のス
ペース確保へ
の影響、他設
備の点検時の
電源確保

影響確認対
象︓SG設備、
PP設備

影響確認対象︓
申請対象設備

影響確認対
象︓申請対
象設備

参考資料申請対象設備、PP設備及びSG設備の相互影響として考慮すべき観点
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設備の設置の観点

申請対象設備

技術基準要求の達成

PP設備 SG設備

第5条、第26条 地盤
第6条、第27条 地震による損傷の防⽌
第10条 閉じ込めの機能
第11条、第29条 ⽕災等による損傷の防⽌
第14条 安全機能を有する施設
第24条 ⾮常⽤電源
第30条 重⼤事故等対処設備
第36条 電源設備
➡申請対象設備に対する波及的影響を及ぼさない設計
➡申請対象設備との関係を踏まえた耐震設計上の考慮
➡⽕災防護設計の考慮
➡⽕災影響評価の条件としての考慮
➡申請対象設備の保守、点検に必要なスペースの影響
考慮
➡アクセスルートへの影響の考慮

SG設備

設備による監視への影響

申請対象設備

NDA（⾮破壊測定）等による核燃料
物質の監視に対する考慮
➡監視範囲に⼲渉しない配置設計

設備による監視への影響

PP設備

申請対象設備

監視装置等による監視に対する考慮
➡監視範囲に⼲渉しない配置設計
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運転、検認等の観点

申請対象設備

検認作業での他設備の⼲渉

SG設備

運転時の動作範囲における他設
備の⼲渉

SG設備
申請対象設備

核燃料物質の移動等による設備の動作、
核燃料物質の運転上の監視に対する考慮
➡申請対象設備の運転等における核燃料
物質の移動経路等に⼲渉しない配置設計
➡申請対象設備の運転条件等を考慮した
システム設計

核燃料物質の移動等による設備の動作、
核燃料物質の運転上の監視に対する考慮
➡申請対象設備の運転等における核燃料
物質の移動経路等に⼲渉しない配置設計
➡申請対象設備の運転条件等を考慮した
システム設計

検認時の対象範囲に対する考慮
➡検認対象の位置、検認⽅法に⼲渉しない配置設計
➡検認作業における検出条件等を考慮したシステム設計

検認時の対象範囲に対する考慮
➡検認対象の位置、検認⽅法に⼲渉しない配置設計
➡検認作業における検出条件等を考慮したシステム設計
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保守、点検の観点

申請対象設備

当該設備の保守、点検のス
ペース確保への影響

SG設備 PP設備

第14条 安全機能を有する施設
➡申請対象設備の保守、点検に必要なス
ペースの影響考慮＜技術基準要求の達成と
同じ＞

第14条 安全機能を有する施設
➡申請対象設備の保守、点検に必要なス
ペースの影響考慮＜技術基準要求の達成と
同じ＞

SG設備

当該設備の保守、点検のスペース確保へ
の影響、他設備の点検時の電源確保

申請対象設備

SG設備の保守、点検への影響考慮、申請対象
設備の電源設備の点検時に電源供給が停⽌し
ない設計
➡保守、点検を考慮した構造設計、配置設計
➡負荷先としての接続系統の分散設計

SG設備の保守、点検への影響考慮、申請対象
設備の電源設備の点検時に電源供給が停⽌し
ない設計
➡保守、点検を考慮した構造設計、配置設計
➡負荷先としての接続系統の分散設計

PP設備

他設備の点検時の電源確保

申請対象設備

申請対象設備の電源設備の点検
時に電源供給が停⽌しない設計
➡負荷先としての接続系統の分散
設計

申請対象設備の電源設備の点検
時に電源供給が停⽌しない設計
➡負荷先としての接続系統の分散
設計

198




